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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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Inception






　世界が燃えていた。




　肌はだが焼けるように熱い。

　黒こく煙えんに肺がむしばまれ、何度もむせ返った。

　高層ビルの屋上から見下ろす街並み。そのすべてが炎ほのおの海に吞のまれている。

　意識がもうろうとし、足元もおぼつかない。

　ふらつく真ま威い栖すをかろうじて現実につなぎとめていたのは、たったひとつの拭ぬぐいきれない、理り不ふ尽じんな感情だけ。

〝疑念〟──

　わからなかった。だから答えてほしかった。

「在あ莉り栖す、なんで……」

　目の前に四つの人ひと影かげがある。

　その中心に立つ幼い少女を見た。

　血を分けた自分の兄妹きようだい──双ふた子ごの妹を。

「なぜ？　兄様、そんなこともわからないのですか？」

　在莉栖が笑った。

　十年間、真威栖に向けてきたものとまったく変わらない表情で。

　愕がく然ぜんとした。

　疑念はついに確信になり、やがて〝恐きよう怖ふ〟へと変質した。

「わたくしたちが世界を変えられるからです」

「そんなこと……」

　真威栖は否定しようとした。

　だができなかった。真威栖自身も理解していたからだ。

　在莉栖の言葉が真実であることを。

「それができるのです。これがあれば」

　真威栖は凝ぎよう視しした。在莉栖とほかの人影が手にした、剣けんや槍やりのような物体。しかし人の背せ丈たけには釣つり合わぬあまりに巨きよ大だいな武装。

　原初にして至高。

　この研究都市が業火に喰くらい尽つくされたいまでは、すでに失われた禁断の技術。

　アーキタイプ・オルトロス。

「在莉栖っ！　待って!!」

　遠ざかる妹の背中に向けて、真威栖は力の限り叫さけんだ。

　まだ信じられなかった。

　いや、信じたくなかったのだ。

　この世に生まれ落ちた瞬しゆん間かんからずっと一いつ緒しよだった。

　一度たりとも疑うことなどなかった。

　妹のことは、自分がすべてわかっていると。

　それがただの幻げん想そうだったのだと、いまこのとき思い知るまでは。

「僕はおまえの……」

　ずっと味方だ。

　そう心に誓ちかっていた。

　たとえ全世界が敵に回ったとしても、自分だけは、と。

　それなのに。

　いったいどうして、こんな未来を予想できただろうか？

　在莉栖がみずから世界の敵になる未来を。




「では兄様。次は七年と一ひと月つきと二十一日後に、またお会いしましょう」




　在莉栖たちの姿が、炎に紛まぎれて消える。

　無力な十歳の真威栖は、ただ叫ぶことしかできなかった。




　＊




　その日、世界は変へん貌ぼうした。

　革新的エネルギーを秘めたＤ粒りゆう子しと呼ばれる新物質の発見。

　それを活用した全天候型統合戦せん闘とう兵装──『双装オルトロス』。

　あらゆる国家や軍隊にさきがけて双装オルトロスを保有した正体不明の武装集団《デスペラーダ》が、全世界に対して宣戦布告した。

　双装オルトロスが戦場のすべてを、そして世界を変えた。

　世界はデスペラーダに脅おびやかされ、破は壊かいされ、奪うばわれた。

　それに対たい抗こうすべく設立された超ちよう法規的機関──国際特務学園アヴァロン。

　そこでは日々、新たな双装オルトロスの研究開発と、それを扱あつかう騎き士しの育成が行われている。

　平和の獲かく得とくのため。奪われた国土の奪だつ還かんのため。みずからの身を守るため。

　あるいは、犠ぎ牲せいとなった命の無念を晴らすために。




　そう。

　あの日、世界はたしかに変貌し──







　しかし混こん沌とんのなかで、いまもなお続いていた。








File. 01　論外技師と生き真ま面じ目め騎士






　今日こそは負けられない。

　闘とう技ぎ場の控ひかえ室で、アズリィ・アズラーニャは決意を固めていた。

　ここまで観客の声が響ひびいてくる。いま闘技場のメインコートでは、戦技会の三位決定戦が行われているはずだ。さぞかし会場は熱気に包まれていることだろう。

　学内選せん抜ばつ戦技評価会──通つう称しよう『戦技会』は、国際特務学園アヴァロンにおける双装騎士セイヴアーの成績査定のために各支部ごとに実じつ施しされている催もよおしだ。正式な試験であると同時に、アヴァロンにおいては貴重な娯ご楽らく的イベントにもなっている。

　あくまで本物の戦いに備えた模も擬ぎ戦闘とはいえ、それが実際の力を示し合い、決定づける場であることになんら変わりはない。

　アズリィがまもなく向かうのは、その第七回大会の決勝戦。

　相手は、このアヴァロン新東京支部におけるナンバー２。

　現在ナンバー３であるアズリィがこれまで幾いく度どとなく挑いどみ、そしてすべてにおいて敗北している強敵。

　今日こそは。

　今度こそは。

　アズリィは手にした双装オルトロスを強く握にぎりしめた。

　そのとき、ふと小さな疑問が生じた。

　勝利した先には、いったいなにがあるのだろう？

　それをつかんだとき、果たして自分は満足するのだろうか？

　わからなかった。

　いままで、そんなことを考えたこともなかったのに。

　いや、ただの気の迷いだ──とアズリィは疑問を振ふり払った。

　戦い、勝利する。

　双装騎士としての力を示し、己の存在価値を証明する。

　それ以外、なにも考える必要はないはずだ。

　雑念を振り払って集中し直していると、扉とびらがノックされ、係の生徒から呼ばれた。

　恒こう例れいとなっている試合前の身体検査──規則に反した生体ナノマシンを使用していないか、そのチェックだった。

「[image: Д][image: а]ダー、すぐ行きます」

　いつまでも抜ぬけきらない故郷の言葉まじりで答え、アズリィは手にしていた双装オルトロスを壁かべに立てかけて部屋を出た。少々雑な扱いではあったが、すぐに戻もどってこられるとわかっていたため、とりたてて気にしなかった。

　頭のなかは、これから臨む戦いのことで占しめられていた。

　だからそのときアズリィは些さ細さいなミスを犯してしまう。

　控え室の扉をしっかりと締しめていなかったことに、最後まで気づかなかった。




　＊




「ま、まぶしい……」

　快晴の空から、忌いまわしいほどに強い日差しが照りつけている。

　アヴァロン新東京支部の広大な敷しき地ち内を、白しろ銀がね真ま威い栖すはさまよっていた。

　重い足取りで近くの建物を通り過ぎるとき、ガラスに映った自分の姿を横目にする。

　ややぼさぼさ気味の髪かみ。レンズの小さな丸まる眼鏡めがねをかけ、その奥の目の周りには色いろ濃こいくまが浮うかんでいる。いかにも不健康なオーラを放ち、とにかく覇は気きがない。

　我ながら生ける屍しかばねのようだな、と思った。

　あるいはさまよう白衣か──

　真威栖は学園の制服の上から、一いつ張ちよう羅らのごとく白衣を羽織っている。

　だがそんな格好をしている生徒は、ほかにはだれもいない。それもあってか、これまですれちがった学園の生徒たちから例外なく好こう奇きの視線を浴びた。

　だが、そんなことはたいした問題ではなかった。

　この鬱うつ陶とうしい日光に比べれば。

　こういう光あふれる環かん境きようが好きではないのだ。むしろ大の苦手といっていい。

　真威栖が好むのは、もっと薄うす暗ぐらく、閉へい鎖さ的な空間。

「くそっ、だがこれも新しいラボを手に入れるためだ……」

　慣れない日差しに耐たえながら、夢想する。

　自分だけの専用研究室。完かん璧ぺきな実験設備。そこに並べられたのは、最新型の量子電脳クアンタムブレイン、納品されたばかりの冷れい却きやくユニット、そして未知の対反応動力核ツインエンジン──

　欲しい……。使いたい……！　分解したい……!!

「おっと、ついよだれが」

　口元をこすり、ふたたび歩きはじめる。

　夢への第一歩──まずは、この学園への編入手続きを済ませなければならなかった。

「しかし、いったいどこなんだ事務局というのは……ん？」

　なにやら遠くから、歓かん声せいが聞こえた。

　なんとなしにそちらへと足を向ける。

　騒そう音おんのほうに近づいてみると、そこにはドーム状の巨きよ大だいな建築物があった。

　その入口付近に、達筆な墨すみ文字の立て看板が出ていた。





　──　国際特務学園アヴァロン　新東京支部主しゆ催さい

　　　　第七回学内選抜戦技評価会　会場──






「戦技会、か……」

　腹のなかで、むくりと興味が沸わき起こる。

　その戦技会というものが、双装オルトロスを世界で唯ゆい一いつ専門に運用する公的機関であるアヴァロンの有名イベントであることは、真威栖も聞き知っていたからだ。

　大きくは学内選抜戦と、学外対抗戦の二種類がある。これはその前者だろう。

　双装オルトロスは、まだ非常に歴史の浅い兵器だ。

　その開発者や使用者の育成方法は試し行こう錯さく誤ごが繰くり返されている段階であり、この戦技会もその一いつ環かんであるといえた。それにしても、

「お祭まつり騒ぎとはのんきなものだな」

　アヴァロンの使命──それはデスペラーダの殲せん滅めつである。

　もちろんそこには、デスペラーダに対する諜ちよう報ほう・調査活動や双装オルトロスの研究開発といった戦せん闘とう行こう為い以外も含ふくまれているが、いまこの会場の様子だけを見ると、まるで平和な世界でスポーツに興じているようにも感じられた。

「……まあせっかくではあるし、すこしくらい立ち寄って見てやろう」

　中は空調が効いているようだし、なにより早急に直射日光から避ひ難なんせねばならない。

　真威栖はドームに入り、通路を手当たりしだいに進んでいった。

　歩き続けること十分──

　ふとその場で立ち止まり、辺りを見み渡わたした。

　観客席のほうに出るつもりが、目の前にあるのは変わらぬ通路の壁と天てん井じようのみ。

　真威栖はいつもの癖くせで眼鏡のブリッジをくいっと上げた。

「ふっ……迷った」

　こういうとき、取り乱してはいけない。

　常に余よ裕ゆうを持つことだ。そう、たとえどんなに内心で汗あせをかいていようとも、恥はずかしさに赤面しそうでも表に出してはならないのだ。

「と、とにかく……どこかへ行けばどこかへは着くはずだ」

　当たり前のことをつぶやきつつ、さらに数分ほどうろつくと、やがて扉が半開きになったひとつの部屋の前に行き着いた。

　そこは、なにかの控え室のようだった。

　もし人がいれば、さりげなく出口までの道を聞き出そう。

　部屋に入ると、残念なことに中にはだれもいなかった。

　小さく落らく胆たんする。

　だがあるものが真威栖の目に留まった。




　壁に、二本の剣けんが交差して立てかけられていた。




　美しい細身の剣レイピアだった。

　だがただの刀とう剣けんとは明らかにちがっていた。全体に機械的なモールドがびっしり入っており、刀身には細い隙すき間まがあった。柄つかには銃じゆうの引き金に似たトリガーがあり、大型の鍔つば飾かざりには、排はい熱ねつ口らしきスリットも確認できた。

　機械とも武器ともつかぬ二本の剣は、外見上はまったく同じ形状をしている。

　まるで双ふた子ごのように対になった存在。それは──

「双装オルトロスか」

　真威栖にとっては、見慣れたものだった。

　そう、きっと世界中のだれよりも。

　だれも見ていないのをいいことに、その双装オルトロスに手を伸のばす。

「《エスパーダ》のカスタムタイプか……」

　持ち上げて握った。試しにそのまま軽く振ってみる。

　ヒュンという風切り音のなかに、カランと異音が混じった。

「ん、なんだこの音は……」

　それは実際には、ほんの小さな、だが不快な音色。

　真威栖でなければ聞き分けることもできなかっただろう。

　さらにトリガーを引く──重い。

　刀身を垂直に立てて見つめる──歪ゆがんでいる。

　呆あきれた。

　どこのだれかは知らないが、こんな状態の双装オルトロスを使うつもりなのだろうか？　整備不良にもほどがある。

　断じて見過ごすことはできない。

　ばっ！　と真威栖は白衣のすそを勢いよくひるがえした。

　その裏には無数の工具が満まん載さいされている。

「さて、と」

　真威栖はその場に腰こしを下ろし、双装オルトロスにドライバーを突つき立てた。

　五分後──

　控ひかえ室にあった双装オルトロスは、全部で百五十点の部品に分解されていた。

　これが双装オルトロスを構成する最小単位である。

　すべての部品をきっちり等とう間かん隔かくで床ゆかに並べた真威栖は、その中からひとつのパーツをつまみ上げた。指先サイズの小さな部品。

　双装オルトロスの基幹部といえる、対反応動力核ツインエンジンのシリンダーだった。

「やはり、これが原因か」

　真威栖はようやく納得した。

　不調の原因はシリンダーの磨ま耗もうだった。

　ほかのパーツに比べて、これだけが過か剰じように傷んでいた。

　非常に危険な状態だ。このまま双装オルトロスを駆く動どうしたら、下手をすれば対反応動力核ツインエンジンが焼けついて事故を起こす可能性もある。なぜこんな状態になっているのか？




「──あなた、そこでなにをしてるんですか？」




　凜りんとした声が耳じ朶だを打った。

　身体からだをひねって入口のほうを振ふり返った真威栖は、思わず目を見張った。

　そこにいた少女が──あまりに〝特別〟だったからだ。

　肩かたから腕うで、へそまわりまで大だい胆たんに露ろ出しゆつしたその制服は、Ｄ粒りゆう子しの感応性を高める双装騎士セイヴアー特有のもの。

　窓から差し込んだ陽光を受けてきらめく白金色の髪プラチナ・ブロンド。

　宝石のようなサファイアグリーンの瞳ひとみ。

　普ふ通つうの感性の持ち主なら、その存在感に吞のまれて声も出せなかったかもしれない。

　しかし、真威栖もまた普通ではなかった。

「ずいぶんと美人だな」

「な、ななっ……!?」

　思ったままをつぶやくと、少女が爆ばく発はつ的てきに頰ほおを赤らめた。

　そのまま後ろに下がって扉とびらに背をぶつける。落ち着かなく視線をさまよわせ、息苦しそうに胸元をぎゅっとおさえた。

　実に奇き妙みような態度だった。いったいどうしたのだろうか？

「あ、あなたっ、いきなりなにを言ってるんですか!?」

「なにとは、僕の独り言のことか？　それならきみが気にすることではない。それより、きみはここの利用者か？」

「……だ、[image: Д][image: а]ダー。それは、そうですけど」

　少女は困こん惑わくぎみに答える。

　そして整然と床に並べられた双装オルトロスの部品に視線を落とし、くわっと目を見開いた。

「そ、それは……!!」

「この双装オルトロスのことか？　安心してくれ、いまちょうど分解整備しているところだ」

　どことなくショックを受けているような反応だったので、真威栖は少女を安あん堵どさせるために、そのように説明した。

　少女がなぜか、拳こぶしを固く握にぎりしめる。

「僕は怪あやしい者じゃない。今日からこのアヴァロン新東京支部に編入することになった白銀真威栖という者だ。きみは？」

「…………アズリィ・アズラーニャ、です」

「そうか。まあよろしく頼たのむぞ」

　馴なれ馴なれしい真威栖に対し、その少女──アズリィはひきつった笑みを浮うかべた。

「あの、ひとつ、聞いていいですか……」

「なんだ？」

「その双装オルトロスは、いつ戻もどるのですか……？」

「なに、たいした時間は要さない。部品の修理から点検、それに動作検証まで含めて、ざっと三時間三十分三十秒後だ」

「さっ──」

　さらにアズリィが青ざめる。

　いよいよ真威栖は訝いぶかった。

　もしやなにか病気なのではないだろうか？　さきほども妙みように顔を赤くしていたし。

　とりあえず、少女に労わりの視線を向けた。

「よくわからないが、あまり無理をしないほうがいいぞ」

「……これから……試合、なんです……」

「？　試合とは、なんのことだ」

「……双装オルトロスの、対人戦です……」

「ほう。きみは双装騎士セイヴアーだったのか」

　双装オルトロスを操る専任要員のことであり、このアヴァロンでは戦兵学科に属している。

「[image: Д][image: а]ダー……」

「なるほど。それで、きみの双装オルトロスはどこに？　よかったら、その試合後にでも僕が診みてやろう」

「いいえ、結構です」

「ふっ、そう遠えん慮りよすることはない。どこにあるんだ？」

「……それを、聞きたいですか？」

「ああ」

　するとアズリィが「それです」と短く答えた。

　その視線の先──真威栖は自分の手元を見下ろす。

　みずからの手によって、たったいま計百五十点のパーツに精密分解された、無む惨ざんな双装オルトロスの成れの果てを。

　そこで真威栖は自分がしでかしたことに、よーーーーーーーーやく気づいた。

　すっと立ち上がり、アズリィに向き直る。

　そして真顔のまま眼鏡めがねをくいっと押し上げて、一言。

「まあ、不幸な事故だったな」

　その直後、アズリィの怒ど声せいと真威栖の悲鳴が同時に上がった。




　──第七回学内選せん抜ばつ戦技評価会・決勝戦は、記録上初となる『不戦敗』によって幕が下ろされたのだった。




　＊




　十分後。校舎内の廊ろう下かを、真威栖は全力疾しつ走そうしていた。

　絶賛逃とう亡ぼう中である。

「しゃ、謝罪はしただろう！　なぜ追ってくるんだ!?」

「ぜったいに許しません……!!」

　アズリィ・アズラーニャはとにかく怒おこっていた。そしてすさまじく足が速かった。

　まるで猛もう犬けんかジャッカルに追われているような気分。

　しかもすごいのは健けん脚きやくだけではなく──

「き、きみの予定の邪じや魔まをしたことは、たしかにすまないと思っている。だがあれは事故なんだ！　僕は決して……悪いことはしてないぞ！」

「はぁ!?」

　ボコォ！

　アズリィの正拳突きにより、壁かべに大穴が穿うがたれる。

「い、いややっぱり悪いとも思っているが……」

「謝ってすむ問題じゃありません！」

　真威栖は戦せん慄りつした。

　なんて力だ……！　ゴリラかこの女は!?

　華きや奢しやで端たん正せいな外見からは想像もできないほどに、少女は武ぶ闘とう派はらしい。

　さすがは双装騎士セイヴアー。

　当然のことながら生体ナノマシンにより身体強化を受けているのだろう。だがそれを考こう慮りよしてもなお、この少女の身体能力は飛びぬけていた。

「──あれ、アズリィ・アズラーニャじゃない？」

　すれちがう生徒たちの声が、真威栖の耳に入った。
















「戦技会の決勝に出てるはずじゃ？」

「支部のナンバー３が、だれかを追ってるみたい」

「《撃滅の戦姫バーストプリンセス》に狙ねらわれるなんて……たぶんそのひと、跡あと形かたも残らないね」

　不ふ穏おんなつぶやきまで聞こえてきた。

　どうやらこのアズリィという少女は、学園では有名人らしい。

　今度は真空飛び膝ひざ蹴げり。風圧で窓ガラスがびりびりと震ふるえる。

「し、しかしだな！　そもそも、あんな雑なメンテナンスをしていることが根本的な問題であって──」

　空を切り裂さいて繰くり出される踵かかとが、飾かざられていた花か瓶びんを叩たたき割った。

「そもそも、なんですか？」

「いえべつに……」

　真威栖は言い訳を深く吞み込んだ。

　頭から花瓶の水を被かぶりながらなおも走り続けると、真威栖の前に、固く施せ錠じようされた扉が現れた。

　しまった、行き止まり──

「もう逃にげられませんよ。諦あきらめてください」

　まさに袋ふくろのネズミ。

　しかしその状じよう況きよう下かで、真威栖は窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむという言葉を思い出し、口の端はしをにやりと吊つり上げた。

「!?」

　アズリィがひるんだ一いつ瞬しゆん、真威栖は白衣をひるがえした。

　その内側に仕込まれていたベルトから隠かくし道具のひとつを取り出し、アズリィの目の前に放り投げた。

「食らえ！　僕特製・パラライズグレネード！」

　飛来するグレネードをアズリィが凝ぎよう視しする。

　真威栖は勝ち誇ほこった。

「ははっ！　これは長時間正座をしたあとに匹ひつ敵てきする痺しびれが全身を襲おそって動けなく──」

　アズリィがグレネードを片手でキャッチした。

　バキンッ！　と軽々と握りつぶされる。

「なる、はず……だったのだが……」

「まだなにか？」

　アズリィが真威栖の目の前で、これみよがしに手を開いて破片を落とした。

　だがそれでもなお、真威栖の眼光は衰おとろえていない。

「きみもなかなかできるようだな……。少々侮あなどっていたぞ。だがそれで僕を追い詰つめたと──まさかそう思っているのか？」

「はい」

「ふっ、実はそのとおりだ」

　不思議な沈ちん黙もくが流れた。

「……死んでください」

　アズリィが眉まゆをひくつかせながら、腕うでを振ふりかぶる。

「ま、待ってくれ！　本当にあの双装オルトロスはひどい状態だったんだぞ!?」

「なにを知ったような口を！」

「知っているとも。なぜなら僕は双装技師エンジニアだ」

「!!」

　すかさず学生証を提示する。

　アズリィの繰り出した拳が、鼻先で停止した。

　真威栖が突つき出した一枚のカードには、氏名や学がく籍せき番号とともに、造兵学科という単語が記されていた。

　それは双装騎士セイヴアーと対を成すともいえる、双装技師エンジニアを育成する学科である。

　アズリィは歯を剝むいてうなり、もどかしそうに拳を引いた。

「だから……なんなんですか!?」

「つ、つまりだ。技師の僕から言わせてもらうと、あんな整備不良の双装オルトロスは看過できないということだ。あんな整備をするやつも、あんな双装オルトロスを使おうとするやつもな」

「な……!?　あ、あなたが私のなにを知って──」

「ふっ、図星のようだな」

「!?」

　真威栖は立ち上がり、ずばっ！　と白衣をはためかせる。

　野次馬と化していた周囲の生徒たちが、一いつ斉せいにどよめいた。

　ここははっきりと言ってやらねばならない。

「きみは双装騎士だろう。それがあんな整備不良の双装オルトロスを抱かかえて試合に臨もうなどと、恥はずかしくはないのか？」

「そ、それは……技師の方の仕事で……」

「たしかに、それはそうだろう。だが一流の騎士というもの、みずからが使う道具については、いついかなるときでも万全の把は握あくをしているものだ。それはつまり、技師の仕事についても評価する目を持っていなければならないということでもある」

「なにを……」

「それは一流の技師も同じだ。騎士がどんな風に双装オルトロスを扱あつかうのか熟知していなければ、最高の仕事はできない。互たがいにリスペクトしつつも、ときに批判し、ぶつかり合う。そうすることで互いのパフォーマンスを最大限に発揮できるのだ」

「……」

「おいきみ、ちゃんと聞いているのか？　そもそも、だ。双装オルトロスというのは革新的な兵器であると同時に、非常に繊せん細さいな──」

　くどくどねちねち。

　真威栖は饒じよう舌ぜつに語りつくした。

　本心からよかれと思ってのことだった。だから真威栖は自分の言動がアズリィの怒いかりのボルテージをよりいっそう高めていることに、最後まで気づかなかった。

「──と、要はそういうことだ。勉強になっただろう」

　偉えらそうに締しめくくる。

　うつむいていたアズリィが、ぼそりとつぶやく。

「……[image: Д][image: а]ダー。ええ、とても……」

　だいぶ声のトーンが落ち着いたので、そうかようやく和解できたのだな、と真威栖は心底ほっとした。

「それはよかった。お互いにとって有意義な時間だったな。ではさらばだ」

「あ、ちょっと待ってください」

　がしっ、と肩をつかまれた。

　尋じん常じようではない握あく力りよくに、肩けん甲こう骨こつがみしりと音を立ててきしむ。

　背筋が凍こおりついた。

「……ま、まだなにか？　こここう見えても僕は多た忙ぼうなので──」

「すこしおとなしくしていてくださいね♪」

　グキリ。

　首に走った衝しよう撃げきとともに、真威栖の意識は闇やみへと落ちた。
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　数分後。

　真威栖はアズリィの手で見知らぬ部屋へと連行された。

「会長ッ！」

「ふぇええっ!?」

　おののいた少女が座っている机の正面に放り出される。

　全身をダクトテープでぐるぐる巻きにされた真威栖は、ダルマのように転がって机の角に頭をぶつけた。

「いっ……!!　な、なんて乱暴な扱いを……」

　一方、いきなり入ってきたアズリィに驚おどろいたらしく、小こ柄がらな女子生徒はガクガクと小動物のように震えていた。

　アズリィと同じく、双装騎士セイヴアーの制服姿。青みがかった色素のうすい髪かみで、垂れた前まえ髪がみに両目が隠れていた。

　どことなく野暮ったい雰ふん囲い気きの少女である。

「あ、アズリィちゃんかぁ……。お、驚かせないでよぉ……」

　目をそらしながら、ごにょごにょとつぶやく。

　その態度にアズリィが眉をひそめた。

「もうっ、人と話すときはちゃんと目を見て話してください！　って二年以上前から言ってるじゃないですか！」

「うぅ……それは、わかってるけどぉ……」

　相変わらず挙動不ふ審しんがちの少女が答える。

「えとえと……それで、アズリィちゃん、さっき戦技会の決勝が不戦敗になったって速報が出てたけど……。ちなみにそれはなんの粗そ大だいゴミ──じゃなくて……ひっ、人っ!?」

「一応そうです」

「一応もなにも僕はれっきとした人間だが……」

　と、一応言っておく。だがふたりは聞いてもいない。

「ところで、きみは何者だ？」

　真威栖は小柄な少女に問いかけた。

「あ……、この新東京支部の騎士会長をしている、皇すめらぎ風かぜ詩うた……ですっ。は、はじめまして……えへへ……」

　その少女──風詩はふにゃっと笑った。

　騎士会とは、アヴァロンのなかにある双装騎士セイヴアーによる自治組織だ。育成機関であり同時に軍事的な特務機関でもあるアヴァロンの各支部では、司令部としての機能も兼かねている。つまるところ彼女は、この支部で多くの騎士を束ねるトップなのだ。

　それにしては威い厳げんも緊きん張ちよう感かんもない騎士会長だな、と真威栖は思った。

「そうか。よろしく頼たのむぞ。悪いのだが、いま握あく手しゆはできない状態だ。どうも野や蛮ばん人に捕ほ獲かくされてしまったようなのだ」

「だれが野蛮人ですか……！」

「うぅ……け、ケンカはやめようよぉ……」

　風詩がなだめようとしてくれたが、アズリィにひとにらみされるとあっさりと引いてしまった。傍はた目めにもしょんぼりする。

　立場と力関係は、必ずしも比例しないものらしい。

　風詩の計らいで、なんとか拘こう束そくを解いてもらい、真威栖はダルマから人間へとクラスチェンジした。

「編入生の白銀真威栖くん、だったんだね……。ずいぶんボロボロだけど……。

　と、とりあえず新東京支部にようこそ。えっと……真威栖くんは、〝外〟から来たみたいだけど、どうかな？　学園に来てみて」

「ずいぶん発展──いや、復興しているな。さすがは〝特区〟という印象だ」

　真威栖は、学園に来る途と中ちゆうで見た活気ある街並みを思い出しながら答えた。

　アヴァロンは世界各国に支部を持つ多た国こく籍せき機関ではあるが、独立した強い権限を持ち、厳密にはいずれの国家にも属していない。

　だがそれと同時に、現在ではアヴァロンを中心とした《学園特区》が各国に置かれ、かつての首都機能を担っている。それはこの新東京支部も例外ではなかった。

　アヴァロンの防衛力があってこそ、特区の発展がある。

　だがそれはあくまで一部に過ぎない。

　七年前、世界の表おもて舞ぶ台たいに突とつ如じよとして姿を現した正体不明の武装集団──デスペラーダは、あらゆる国家やその軍隊にさきがけて双装オルトロスを実戦投入し、世界各国で大規模な同時多発テロを引き起こした。

　そのとき、ほとんどの人間は双装オルトロスという兵器の恐おそろしさを知らなかった。

　それが既き存そんの兵器をほぼ無力化するほどの革新的な〝力〟であることを。

　結果、双装オルトロスを持たなかった当時の軍隊や治安機構は機能せず、主要都市は壊かい滅めつ的な打だ撃げきを被こうむった。その爪つめ痕あとは、いまもなお世界各地に残されている。

　風詩は真威栖の感想を聞き、どこか憂うれうような表情を見せた。

「どこの国でも、特区は世界再建の要だからね……」

「べつに皮肉で言っているわけではないぞ。素直に感心している」

「そ、そう言ってもらえると嬉うれしいな……。あ、えっと……それで彼女は、アズリィ・アズラーニャちゃん。この新東京支部の双装騎士セイヴアーだよ」

「ああ、それはさきほど本人から聞いた」

「そっか……。あ、でもね、アズリィちゃんはねぇ、ほんとにすっごい子なんだよ？

　最年少で騎士検定のＡランクに上がった子で、双装騎士セイヴアーとして最重要の資質であるＤリンク適性値は平均的な生徒の三倍も高くて、支部でもダントツのトップなんだ。ウチでは《撃滅の戦姫バーストプリンセス》なんて二つ名で恐れられてるくらいだし、まあちょっと真ま面じ目めすぎるところが玉に瑕きずではあるんだけど──」

「会長！　私の話より、この人が私の双装オルトロスを勝手にバラバラにしたことについて言げん及きゆうしてください！」

「ご、ごめんなさぃ……」

「私はこの人のせいで決勝を不戦敗になったんですよ！　この数ヶ月、私が今日のためにどれほど準備を重ねてきたか、会長なら知っているじゃないですか……！」

「そ、それはもちろん。いつも言ってたもんね。今回の戦技会で優勝してＳランクに昇しよう格かくしたいって……」

「そうです！」

　アズリィはうなずき、真威栖を横目でにらんだ。

「それが、この人のせいですべて台無しです！　ほんとに信じられません！　会長、どうか厳正な処しよ罰ばつをお願いします！」

「うぅ……で、でもさ、準優勝でもちゃんとした報ほう酬しゆうがあるみたいだよ？　たしか試作型の第三世代双装オルトロスが支給されるって話だし、もっと喜んでも──」

「そういう問題じゃありません」

「うぅ……ひうっ……！」

　冷たいアズリィと涙なみだぐむ風詩。

「話がどうも不ふ穏おんな方向にいっているようなのだが……僕はなにか罰を受けるのか？」

「当たり前です！」

　アズリィは烈れつ火かのごとく怒おこっている。

　清せい楚そで繊細な相そう貌ぼうからは想像できないが、その怒りすらも彼女の美しさを引き立てているような気がした。

「だいたい、部外者がノコノコ入ってこられるなんて、セキュリティに問題があるんじゃないですか？」

「ぶ、部外者……ではないんじゃないかな、いちおう……」

「そうだそうだ！　僕は関係者だぞっ！」

　ここぞとばかりに言い返してみたが、伝説の殺し屋のようなアズリィの眼光を向けられたので真威栖はすぐに黙った。

　どうやら弁明は聞いてもらえないらしい。

　こうなったら、とにかく本音をぶつけるしかないだろう。

「勝手に双装オルトロスに手をつけて、きみの予定を狂くるわせたことは改めて謝罪しよう。本当にすまなかった。だが僕は正しいことをした。そこは譲ゆずるつもりがない」

「あなた、まだそんなことを──」

「目の前に整備不良の双装オルトロスが放置されていれば、手をつける。当然のことだ」

　真威栖は断言した。

　いまこのときばかりは、微み塵じんも臆おくしていなかった。

「なっ……」

「技師が手を抜ぬけば、戦場で騎き士しが死ぬ。騎士が死ねば、守るべき人間も死ぬ。やつらの……デスペラーダの手によってな。だから僕たちは、いついかなるときでも最善を尽つくす。どんな状じよう況きよう下かであっても。

　それが僕の──双装技師エンジニアとしての役割だ」

　きっぱりと、真威栖は宣言した。

　迷いのない瞳ひとみ。透とう徹てつした表情。

　それにアズリィと風詩は意表を突つかれたようだった。

「な、なにが役割ですか」

「たしかに……。真威栖くんの釈しやく明めいも一理あるかもね……」

「なっ!?　会長……!?」

「い、一理だよぅ……」

「この支部の戦技会のレベルを僕は知らないが、あの程度の双装オルトロスで挑いどんだとしても、望みの結果が得られたとは到とう底てい思えない」

「あの程度……？」

「ああ。まったくなっていない。三流の技師の仕事だ。相手がだれだろうときみは勝てなかった。それは断言できる」

「……言ってくれますね」

　底冷えする声でアズリィがつぶやく。

　真威栖も今度ばかりは目をそらさなかった。

　一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きに、間にはまされた風詩が怯おびえがちに口を開いた。

「ふ、ふたりが言いたいことはわかったよ？　アズリィちゃんは、本来なら戦技会の決勝に出て優勝したかったし、真威栖くんは、そんなことはできなかったって思う……ってこと、だよね？」

「そう……ですけど」

「まあそんなところだ」

　アズリィと真威栖が慎しん重ちようにうなずく。するとふいに風詩が、

「真威栖くん、双装オルトロスは起動できるよね？」

「それは、無論だ」

　双装オルトロスの起動自体は、なにか特別な才覚を必要とするというものではない。

　もちろん、それを自由自在に操り戦うことはまったく別次元の話だが。

　風詩は真威栖の答えに、安あん堵どしたようにうなずいた。

「よかった。それだったら、アズリィちゃんがどれくらい強いのか、真威栖くん自身にちゃんと理解してもらったほうがいい……と思うんだ。えっと、お互たがいが一番よくわかる方法で」

「会長、なにを言いたいんですか？」

「えとえと……」

　風詩はびくつきながら、




「たとえばふたりで……勝負してみるとか」




「「は？」」

「だから、ふたりが双装オルトロスを使った模も擬ぎ戦でってこと」

　風詩の発言に、真威栖たちは固まった。

　それがいかに突とつ飛ぴな発言であるかは、真威栖ですらわかった。

　先に我に返ったのは、アズリィだった。

「会長、話を聞いていなかったんですか？　このひとは双装騎士セイヴアーではなく、双装技師エンジニアなんですよ!?　ランクに差があるとか以前の問題です！」

「うぅ……も、もちろん知ってるよぉ……。ただね、もしさっきの決勝戦が、そもそも勝てるはずのないものだったとしたら、真威栖くんの責任も軽くなるんじゃないかな。

　──それこそ、もしも双装騎士が双装技師に負けるようなら」

　風詩の雰囲気が、わずかに変質していた。

　相変わらず目線は合わせないが、その言葉は静かな迫はく力りよくを帯びていた。

「会長……」

「それに、真威栖くんはすごく双装オルトロスに詳くわしいみたいだし。ぜひウチに入ってもらいたいなって、風詩は思うなぁ……」

　一いつ瞬しゆん、その言葉が引っかかった。

　まるで真威栖のことを、すべて知っているような口ぶりだった。

　真威栖がにらむと、風詩はあいかわらず視線をそらした。

　真しん偽ぎのほどはわからない。

　だが話は理解した。

　双装オルトロスを使っての模擬戦、か──

「それをやれば、僕は責任を問われないのか？」

「！」

　真威栖の発言に、アズリィが目を点にする。

　まさか受けるとは思っていなかったのだろう。

　風詩はちらちらとアズリィのほうをうかがいながらも、うんうん！　としきりにうなずいた。

「わかった。ではやろう」

　真威栖はあっさりと答えた。

　アズリィが目を見開き、風詩が顔をほころばせる。

　無む駄だに身体からだを動かすことなど本来なら御ご免めん被こうむるが、今回ばかりは仕方ない。

「そんな……技師が騎士と戦うなんて……」

「なにをそんなに驚おどろいているか知らないが、やる以上は負ける気はない」

　しんっ。

　会長室が静せい寂じやくに包まれる。

　アズリィの表情から、ついに戸と惑まどいが消えた。

「[image: Д][image: а]ダー、よくわかりました。あなたが、どこまで身の程知らずなのかを」

「相そう互ご理解が深まってよかった」

　真威栖とアズリィは正面からにらみ合う。

「えとえと……。じゃあそういうことで、いいかな？」

　風詩がふたりの顔色をうかがいながら口にした。




　＊




　ついさきほどふたりが出会った建物。

　ドーム型の闘とう技ぎ場のメインコートで、アズリィは10メートルほどの距きよ離りを空け、白衣の少年──白銀真威栖と向かい合っていた。

　円状のコートをぐるりと観客席が取り囲み、そこから大きな歓かん声せいが生じている。

『みなさま、お待たせいたしました！』

　どこからか、スピーカーに拡大された声が響ひびいた。

　観客席の上のほうに突き出た実じつ況きよう席があった。そこにマイクを持って意気揚よう々ようと叫さけぶ女子生徒の姿が見える。

『えー本日は、さきほどまで第七回学内選せん抜ばつ戦技評価会の試合をお送りしてまいりましたが、決勝戦はなんとアズリィ・アズラーニャ選手の不戦敗という、ヒッジョーに残念な結果に終わってしまいました！　いやーいったいなにがあったのでしょう……とても気になるところです……。で・す・が！　なんとここで、そのアズリィ選手がとある生徒と模擬戦を行うとのことで、急きゆう遽きよふたたびお集まりいただきました～！』

　女子生徒がノリノリで叫び、会場が一気に沸わいた。

　まさしくお祭まつり騒ぎである。

『では、そのエキシビションマッチの対戦カードをご紹しよう介かいしましょう！　まず一人目は、言わずと知れた戦兵学科の彗すい星せい、アヴァロン新東京支部学内ランキング第三位にして、戦技検定Ａランクの最年少到とう達たつ記録保持者レコードホルダー！

《撃滅の戦姫バーストプリンセス》！　アズリィ・アズラーニャ!!』

　会場から盛大な拍はく手しゆと、熱ねつ狂きよう的な応おう援えんの声が上がった。

　双装騎士セイヴアーの等級は、国際共通基準で定められている。

　Ａランクとはほぼその頂点──厳密にはさらにＳランク、ＳＳダブルエスランクと呼ばれるものがあるがあくまで例外──にいるものだ。

　だが大おお仰ぎような二つ名まで呼ばれても、アズリィは淡たん々たんとしていた。

　それでもナンバー３。

　ほかの支部も合わせれば、アズリィの上はまだまだ存在する。

　ここで慢まん心しんするほどアズリィは愚おろかではなかったが、この会場に集まっている大半の生徒たちよりも高い実力を認められていることは客観的な事実でもあった。

『対するは……えーちょっとお待ちください……。資料がまだ手元になく……あ、来ました。えっとですねぇ、なんと！　本日編入してきたばかりだそうです！

　その名もシロガネ・マイス選手です！　ようこそ、わが新東京支部へ！　さてさて、そのマイス選手の戦技検定ランキングはというとですねぇ……え、記録がない？　っていうか騎き士しじゃなくて技師!?　噓うそでしょ!?』

　素なのかわざとなのか、女子生徒の反応に会場がどっと沸いた。

　だがアズリィは笑わなかった。とてもそんな気分ではなかったからだ。




　対戦カードは──双装騎士セイヴアーと双装技師エンジニア。




　通常はありえない、否、前代未聞の組み合わせだった。

　双装騎士は、ほぼ例外なく全員が生体ナノマシンによる身体強化を受けている。

　その上で専門的に高度な戦せん闘とう訓練を施ほどこされている。

　それに対して技師は、双装オルトロスの専門家とはいえ、戦闘訓練は受けていない。

　技師本来の役割は、あくまで双装オルトロスの研究・開発・整備である。

　つまり──この戦いは実にばかげたものだった。

　それにもかかわらず、いやそれだからこそというべきか。自分たちを取り巻いている会場の盛り上がりが、アズリィにとっては不快だった。

　まさか、まともな勝負が成立すると考えているのだろうか？

　冗じよう談だんではないと思う。

　アズリィは、この新東京支部の置かれた日本で生まれ育った人間ではない。

　はるか北方の大国で、アヴァロンから双装騎士セイヴアーの候補生としてスカウトされた。

　デスペラーダの引き起こしたテロ事件で世界が混乱するなか、まだ幼いアズリィが生きていくためには、ほかに選べるような選せん択たく肢しもなかった。

　組織の発足当初から訓練を重ね、語学や多分野の知識とともに新しん鋭えい兵器である双装オルトロスの扱あつかいを学び、晴れて双装騎士となった。

　幸いにして、アズリィには『戦う才能』があったのかもしれない。

　戦技会にはその第一回から出場し、順調に高い成績を収め続け、さきほど声高に宣伝されたように国際的な双装騎士の等級で三番目に高いＡランクに、最年少で到達した。

　自分が双装騎士であること。

　強い騎士であること。

　それはアズリィにとって生きるための糧かてであり──

　同時に、自分自身の存在証明だった。

　それなのに。

　高ランクの双装騎士である自分が、格下はおろか双装技師エンジニアに負けるなんてことがあるとしたら、その存在意義が根本的に揺ゆるがされる。

　だがあの白銀真威栖という少年の態度を見るに、あわよくばそれがありえるとでも、考えているのかもしれない。

　自分はそこまで侮あなどられているのか。

　不ふ愉ゆ快かいだ。

　そんな思い上がりを見過ごすことはできない。

　アズリィの手には二本のレイピア。

　真威栖の手には二本の直ちよつ剣けんを、それぞれが装備している。

　見た目には中世の兵士のような装備だが、実際にはただの刀とう剣けんとは比べようもない。

　これが、双装オルトロスと呼ばれる現代の主力兵器である。

　空中に投とう影えいされた大型スクリーンには、ふたりのステータスが表示されていた。

　それぞれの持つ双装オルトロスのＤ粒りゆう子し残量が、一本のゲージとなって表現されているのだ。

「──いまならまだ、降参を認めてあげます」

　アズリィは静せい謐ひつな声で告げた。

　だが真威栖は変わった様子もなく平然としている。

「時間が惜おしい。早く終わらせよう」

　まったく臆おくしてもいない。それがさらにアズリィを苛いら立だたせた。

「……[image: Д][image: а]ダー。では、お望みどおりに」

　アズリィは強気に微笑ほほえんでみせた。

〈　模も擬ぎ戦せん闘とう規定に則り、登録者はミラージュモードで双装オルトロスを起動してください　〉

　人工音声によるアナウンスが流れる。

　ミラージュモードは、訓練時などで用いるために兵器としての双装オルトロスの出力を抑おさえて殺傷能力を制限したものだ。

「Ｄリンク、接続コネクトッ！」

「……Ｄリンク接続コネクト」

　アズリィと真威栖は、同じ音声コマンドを口にした。

　途と端たん、ふたりの双装オルトロスが低いうなりを上げて駆く動どう。

　やがてそれぞれの全身を包むように、発光する粒子が取り巻いた。

　アズリィたちが手にした二ふた振ふりの武器。それらは外見こそ大差ないものの、対極的な役割を担っている。

　攻こう撃げき用デバイス──《アサルト》。

　防ぼう御ぎよ用デバイス──《シュラウド》。

　双装オルトロスは、正式には『全天候型統合戦闘兵装』と呼ばれる。

　その名のとおり、あらゆる環かん境きよう下において万能的な戦闘行動をとることを可能にした、世紀の大発明だった。

　真威栖の持つ《三七式》は、第二世代双装オルトロスのなかでの傑けつ作さく量産機だ。

　アヴァロンでも練習機として採用されるほどシステムの安定性が高く、扱いやすい性能となっているため、一時的に真威栖に支給されたものだった。

　対してアズリィの持つ双装オルトロスは、《ブレイズ・エスパーダ》。

　つい数時間前、真威栖によってバラバラにされたものだが、いまは元の美しい姿に戻もどっていた。もちろん真威栖が直したのではなく、ほかの双装技師エンジニアの手によってである。

　見た目は《三七式》よりもスマートだが、外見だけではない。

《エスパーダ》は《三七式》と並ぶ第二世代型の名機だが、より攻撃能力が高められている。つまり、シュラウドよりもアサルトの性能に重きを置いているのだ。

　そして《ブレイズ・エスパーダ》はその発展型。

　攻撃に特化した双装オルトロス。

　それは、アズリィ自身の戦い方にもっとも適していた。

〈　粒子領域Ｄテリトリーの展開が確認されました。カウントダウンを開始します。10、９──　〉

　人工音声がカウントダウンを読み上げる。

　やかましい観客も、そのときばかりは息をひそめた。

　真威栖とアズリィが、互たがいをじっと見み据すえた。

〈　３、２、１──　〉

「爆ばく砕さいします」

「！」

　開始の言葉と同時に、アズリィは《ブレイズ・エスパーダ》のトリガーを引いた。

　真威栖の眼前に赤いきらめきが集まる。




　直後、空間が爆発した。




　＊




　闘技場の中央に、炎ほのおと黒こく煙えんが膨ふくれ上がる。

『おおっといきなり出ました！　アズリィ選手お得意の爆発系アサルトエフェクト!!』

　実じつ況きようが叫さけび、会場が大だい歓かん声せいに包まれた。

　おびただしい煙けむりのなかから真威栖は転がりながら飛び出した。

　その全身はやわらかな緑色の粒子に包まれている。

　Ｄ粒子。

　双装オルトロスのアサルトとシュラウド、そのそれぞれに内蔵された二つのエネルギー機関──対反応動力核ツインエンジン──から生み出される物質。

　双装オルトロスはこのＤ粒子を放出して制せい御ぎよすることで、『エフェクト』と呼ばれるさまざまな現象を引き起こすことができる。

　そのひとつが、『粒子領域』。

　もっとも基本的なシュラウドエフェクトであり、身体からだとその周囲の空間を高密度のＤ粒子で覆おおうことで、絶対的な防御と運動能力の強化を可能とする。

　だがその効果をもってしても、真威栖の身体は大きく吹ふき飛ばされていた。

　アズリィのアサルトエフェクトはそれほどの威い力りよくだった。

　勢いにさからわず転がり、なんとか四し肢しをつく。

　アズリィの姿がなかった。

　どこに──

　真威栖が顔を上げた。

　空中にアズリィがいた。

　通常の人間ではありえない跳ちよう躍やく力。これも身体を覆った粒子領域による加速運動ブースト。

　アズリィが片方の《ブレイズ・エスパーダ》を振ふるう。

　ふたたび真威栖の周辺に、赤く光る粒子が出現。

　それはＤ粒子がアサルトの制御を受けたときに起こる発光現象。

　爆発が四点で生じた。

　真威栖の前後左右。

　ずしん！　と空気が重く震ふるえる。

　爆発に次ぐ爆発。

　とどろく轟ごう音おんが会場をさらに沸わかせた。

　すさまじい衝しよう撃げきの渦か中ちゆうで、真威栖は冷静に分ぶん析せきする。

『粒子機雷マイン』か──

　爆発系のアサルトエフェクト。

　Ｄ粒子によって構築された粒子領域は、通常兵器では一切貫かん通つうすることができない。それこそミサイルの直ちよく撃げきでも、だ。

　Ｄ粒子に干かん渉しようできるのはＤ粒子しかない。

　ゆえに『粒子機雷』などの攻撃的エフェクトを司るアサルトが、『粒子領域』などの防御的エフェクトを司るシュラウドに対する、唯ゆい一いつの有効手段となるのだ。

　絶対の盾たてと、それを貫つらぬくことができるたったひとつの矛ほこ。

　だからこそ双装オルトロスは二つで一つ。

　既き存そんのあらゆる兵器を無力化した、完全無比の個人用統合戦せん闘とう兵装。

　真威栖の周囲で、無数の『粒子機雷』が炸さく裂れつ。

　空中スクリーンに表示された真威栖のステータス、そのゲージが大きく削けずられた。

『シロガネ選手、粒子残量が約20パーセント減少ッ!!』

（なんて数だ……）

　真威栖の《三七式》に、『粒子機雷』の拡張プログラムは搭とう載さいされていない。だがたとえあったとしても、これほどの数を同時に制御することはできないだろう。

　向こうがそれを可能としているのは、まずアズリィの持つ双装オルトロス《ブレイズ・エスパーダ》の性能によるもの。

　そして、それを正確に操ることができる騎き士しの力だ。

　まさに爆ばく裂れつ地じ獄ごく。

　たまらず真威栖は粒子領域の出力を上げ、後ろに跳とんだ。

　だが読まれていた。

　アズリィが弾だん丸がんのごとき速さで間合いを詰つめる。

《ブレイズ・エスパーダ》が宙を疾はしる。

　ガギン！

　真威栖はぎりぎりで、片方の直剣でそれを受け止めた。

　そこから激しい金切り音が鳴り、火花が散る。

「意外と、反射神経は鈍にぶくないんですね」

　アズリィが余よ裕ゆうの態度で言った。

　双装オルトロスのアサルトエフェクト──『超振動刃ハイドロブレード』。

　単体で粒子領域を破ることはできないが、高周波振しん動どうにより鋼鉄すらダンボールのように切り裂さくものだ。その威力により相手の粒子領域を減げん衰すいさせることができる。

「きみもいい動きだ。悪くないぞ」

「……!!」

　真威栖のナチュラルな煽あおりに、アズリィの白い頰ほおに朱しゆが差し込む。

　だが実際、本当に真威栖は感心していた。

　派手なアサルトエフェクトだけではない。

　これほどまでに動けるのは、アズリィ自身の身体能力によるものだ。

　通常、ここまでアサルトエフェクトを連発していれば、その分、シュラウドエフェクトに使えるＤ粒りゆう子しの出力は弱くなる。

　粒子領域によるブーストを抑え、あくまで自身の肉体に頼たよっている。

　だからこそ、アズリィは存分に攻撃に専念できる。

　加えて双装オルトロスは、Ｄ粒子の制御に使用者の脳波を利用している。扱あつかうエフェクトの規模や種類が複雑になるほど、使用者に高い適性と負荷を要求する。

　それに耐たえるには厳しい訓練を重ねる以外にない。

　苦戦しないはずがない。

　相手は──本物の双装騎士セイヴアーだ。

「『散弾盾シエル』！」

　真威栖は短縮コマンドを叫び、左の直ちよつ剣けんのトリガーを引いた。

　その刀身がひときわ強い輝かがやきを放つ。

　直後、アズリィの身体が《ブレイズ・エスパーダ》ごと後ろに弾はじかれた。

『散弾盾シエル・シールド』──シュラウドエフェクトのひとつ。Ｄ粒子を放射状に飛ばすことで近接状態の物体に強い衝撃を与あたえることができる。

　なんとか間合いが空いた。体勢を立て直す。今度はこちらの──

「そうきましたか。でしたら」

　アズリィが軽やかなステップで、ふたたび地面を蹴けった。

　速すぎる。

　ほんのまたたき程度の一いつ瞬しゆん。

　アズリィが真威栖の懐ふところにもぐり込み、《ブレイズ・エスパーダ》を振りかざしていた。

「『炸裂刃ニトロブレード』ッ！」

　その赤い刀身が黄金色に輝く。

　Ｄ粒子による爆発エネルギーを直接刀身に乗せた斬撃。

　それを交差させた直剣で受け止めた真威栖は、しかし零ぜろ距きよ離り爆ばく発はつを食らって吹き飛ばされた。

　なすすべなく地面に叩たたきつけられ、何度もバウンドする。

　勢いは止まらずそのままコート端はしの防ぼう護ご壁へきに激げき突とつした。

　静せい寂じやく。

　広がった煙けむりが、ゆっくりと晴れていく。

　やがて、そのなかから白衣をまとった少年の立ち姿が現れると、堰せきを切ったように大きな歓かん声せいが会場に沸き起こった。

『シロガネ選手、まだ立っています！　ああっと、しかしぃ！　粒子残量が50パーセントまで減少っっ!!』

　もし粒子領域をまとっていなければ、全身を複雑骨折していたことだろう。

　だが──

　真威栖は自分の手を見つめた。

　それを包む領域が明めい滅めつし、揺ゆらめいている。

　Ｄ粒子の減衰──粒子領域の構築密度に劣れつ化かが生じている証だ。

　防戦一方。

　傍はた目めにも真威栖は押されていた。

　そもそもが勝てるはずのない勝負であることは、真威栖自身わかっていた。

　この会場にいるほとんどの人間も、奇き跡せきのような番ばん狂くるわせを期待しつつも、実際にはそんなことが起きるはずはないという諦てい念ねんを抱いだいていることだろう。

『編入生のシロガネ選手、すでに双装技師エンジニアとしては十分すぎるほどの善戦を見せてくれていますが……さすがにこれはもう限界かぁ!?』

　たしかに厳しいな──

　真威栖はいつもの癖くせで、指先で眼鏡めがねの位置を直した。

　アズリィがこちらへ悠ゆう然ぜんとした足取りで近寄ってくる。




　真威栖の双装オルトロス《三七式》のＤ粒子は、枯こ渇かつ寸前だった。




　＊




（なんなんですか……）

　アズリィは強い違い和わ感かんを覚えていた。

　アサルトエフェクトをトリガー。

　アズリィの放った『粒子機雷マイン』が、真威栖の周辺で次々と炸裂。

　その爆裂地獄のなかで、真威栖はひたすら闘とう技ぎ場を駆かけ回り、転がり、かろうじて直撃をしのいでいた。

　だが完全に防げてはいない。

　じわりじわりと、そのＤ粒子残量がゼロに近づいている。

　一方、アズリィの粒子残量には余裕があった。

　これだけ攻こう撃げきを連発していても、その分アズリィは粒子領域をきわめて低い出力で使っている。しかもアサルトエフェクトにより真威栖の《三七式》の粒子を相当量削っているので、これだけの差が生じているのだ。

　違和感のもとは、真威栖の攻撃があまりに消極的であることだ。

（なるほど、防ぼう御ぎよにすべてをかけているんですね……）

　粒子領域を破は壊かいされることを恐おそれ、シュラウドのみをフル稼か働どうさせてＤ粒子のほとんどを防ぼう壁へきの強化にまわしている。だからここまでかろうじて防げているのだ。

　生体強化を受けていない技師なら、ある意味当然のことかもしれない。

　だがそれでは勝てない。

　双装騎士セイヴアーであるアズリィは、そのことをよく知っている。

　実際に大きく差が開いたふたりのステータスが、それを如によ実じつに示していた。

　それにしても真威栖は攻撃に乏とぼしい。

　まるで、はなから勝つ気がないかのようだった。

　こんなにも消極的な相手との戦いは、アズリィも滅めつ多たに経験したことがなかった。

　逃にげまどう真威栖の動きが、しだいに鈍ってきていた。

　本人の体力のなさか、あるいは過負荷によりシュラウドの粒子処理速度が低下したのだろう、とアズリィは判断した。

「そろそろ、後こう悔かいしているんじゃないですか？」

　無様にひざをついた真威栖に、アズリィは悠然と近づいた。

　正直なところ、かすかに罪悪感を覚えていた。

　いくら相手が了りよう承しようしたこととはいえ、やはり双装騎士セイヴアーと双装技師エンジニアが戦えば、こんな結果になることは火を見るより明らかだったのだから。

「……私もこれ以上、一方的にあなたをいためつけるのは気が進みません」

「そうか」

「お願いします。降参してください」

「なぜ？」

「なぜって……あなた、この状じよう況きようが理解できないんですか？　すでにあなたの双装オルトロスの粒子残量は10パーセントを切っています。どう考えても勝ち目はありません」

「本当にそう思うのなら、やってみればいい」

「……！」

　真威栖のあくまで淡たん々たんとした態度。それがアズリィの神経を逆なでした。

「──もう、なにも遠えん慮りよはしません」

　アズリィが《ブレイズ・エスパーダ》を振ふりかざす。

　その刀身に赤い光──大量のＤ粒子が集束する。

　それは双装オルトロスを知っている人間からすれば、恐きよう怖ふ以外のなにものでもない。

『ああっとこれはあ！　アズリィ選手、ついにあのアサルトエフェクトを使うのか!?

　シロガネ選手、万事休すだぁああ!!』

　会場から、歓声とも悲鳴ともつかない叫さけびが聞こえた。

　コマンドとともに《ブレイズ・エスパーダ》が振り下ろされる。




「『縮退粒子爆雷アグニ』ッ!!」




　それは──《ブレイズ・エスパーダ》最大のアサルトエフェクト。

『粒子機雷マイン』数十発分に相当する莫ばく大だいなＤ粒子を一点に集め、一度に点火することで、比ひ較かくにならないほどの大だい爆ばく発はつを引き起こす。

　それほどの大量の粒子を一度に制せい御ぎよする必要があるため、本来であれば発動には非常に高い負荷を使用者に生じさせる。

　だがアズリィは、それをすでに自分のものとしている。

　本人が望むのなら──痛い目くらいには遭あわせてやるつもりだった。

　その覚かく悟ごで『縮退粒子爆雷アグニ』を解き放った。




　破壊を司る赤い粒子は──しかし、なにも引き起こすことはなかった。




「え──」

　ヒュゥゥン……。

　アズリィの《ブレイズ・エスパーダ》が、吐と息いきのようなかぼそい音を発した。

　途と端たん、アズリィは重力が一気に増したような感覚を味わう。

　それは身体を防護・強化する粒子領域を解除したときに感じる、双装騎士セイヴアー特有のもの。

　空中投とう影えいされたスクリーンに表示された、アズリィのステータス。

　そこに会場にいた全員が目を奪うばわれていた。

　Ｄ粒子残量──ゼロ。

　その意味するところは、戦せん闘とう不能。





〈　双装オルトロスの駆く動どう停止が確認されました。

　　模も擬ぎ戦せん闘とう規定に則り、登録者『シロガネ・マイス』の勝利となります　〉






　人工音声が、静寂のスタジアムに場ば違ちがいに淡々とした声を響ひびかせた。







「……なぜ……」

　アズリィは、愕がく然ぜんと立ち尽つくしていた。

　その目の前で、真威栖は平然と白衣についた汚よごれをはたき落としている。

　まるでちょっとした運動に付き合ってやったというくらいの態度だった。

「まったく、僕の一いつ張ちよう羅らが埃ほこりだらけだ。替えはたった七着しかないというのに」

「あなた……なにをしたんですかっ!?」

　アズリィは真威栖に詰つめ寄った。

　すると真威栖は、眼鏡の奥からアズリィを見返した。

　静かな、しかし鋭するどい眼光がアズリィを射い貫ぬく。

「わからないのか？」

　煽あおりの口調ではない。

　純じゆん粋すいに質問する、学者のような口ぶり。それがアズリィをさらに動どう揺ようさせた。

　絶句するアズリィを前に、真威栖がゆっくりと口を開いた。

「きみの双装オルトロス《ブレイズ・エスパーダ》は、攻撃性能に重点を置いている。

　それはつまり、通常より多くのＤ粒りゆう子しをアサルトエフェクトに使うことができるように造られている、ということだ。だからこそきみは、『縮退粒子爆雷アグニ』を最大威い力りよくで放つことに躊ちゆう躇ちよしなかった」

「……だとしたら、なんですか」

「だが知っているか？　双装オルトロスが許容量以上の粒子の供給を受けると、どうなるか」

「えっ……」

「双装オルトロスは、一度の稼働時間内に制御可能な粒子の総量というものが決まっている。

　なぜか？　それはＤ粒子の発するエネルギーに、双装オルトロス自体が耐たえられないからだ。膨ぼう大だいなＤ粒子をリアルタイムで演算処理している量子電脳クアンタムブレインにしろ、他の部品にしろ、だ」

　突とつ然ぜん講こう釈しやくをはじめた真威栖を、アズリィは呆ぼう然ぜんと見つめる。

「ところが、その制御可能な粒子量というのは、自機から出力されたＤ粒子の最大量しか想定していない。つまり、外部の双装オルトロスから放出された粒子が加わってしまえば、その許容量を超こえることになる。

　そう、たとえば僕の双装が出力した粒子であるとかな」

　アズリィの顔から血の気が引いた。

　だがすぐに首を振った。

「ばっ、馬ば鹿かなことを言わないでください！　量子電脳がすべてのＤ粒子を個別に認識しているんですよ!?　外部から放出された粒子を扱あつかえるわけ──」

「できるとも。なぜなら僕が、自機の粒子の識別ＩＤを外して放出していたからだ。

　つまり僕は、きみが利用できるように無制御の粒子をわざと捨てていたんだ」

「……!!」

　そのとき、アズリィはようやく理解した。

　なぜ真威栖の攻撃があれほど貧弱だったのかを。

　自分の身を守るために必死になっていたからでは、決してなかったということを。

「だから……あれほど弱って……」

「そうだ。だがきみは許容限界量以上のＤ粒子を操ろうとし、その結果──双装オルトロスの対反応ツイン動力核エンジンがオーバーヒートを起こした。《ブレイズ・エスパーダ》のメリットを信しん頼らいしているからこそ、その裏にあるリスクに気づかなかったんだ」

　正道での勝利が無理なら、邪道でくつがえせばいい。

　それだけのこと。

　そのとき、本当に相手を侮あなどっていたのは、真威栖ではなく自分のほうだったことを、アズリィはようやく思い知った。




「騎士には騎士の──、

　技師には技師の戦い方がある」




　幾いく度どとない爆ばく炎えんにより、煤すすだらけとなった真威栖の《三七式》。

　そして無傷ではあるが、駆動停止したアズリィの《ブレイズ・エスパーダ》。

　たとえ粒りゆう子し残量が一割程度しかない状態であっても、それがなにを意味するのか、その場にいただれもが理解していた。

「もういいか？　重ねて言うが、さっきの件は本当にすまなかった。では僕は忙いそがしいのでこれで失礼するぞ」

　真威栖があっさりと背を向けて、その場から立ち去っていく。

　直後、闘とう技ぎ場にかつてない大だい歓かん声せいが沸わき起こった。

　その熱ねつ狂きようの渦か中ちゆうで、アズリィはしばらく動くことができなかった。




　＊




　お祭まつり騒ぎ状態の盛り上がりを見せる闘技場から、真威栖はほとんど逃げるようにして脱だつ出しゆつした。

　インタビューだの取材だの、冗じよう談だんではなかった。

　真威栖はその足で、本校舎にある事務局を目指した。

　予定外のトラブルで済ませられていなかった、学園への編入手続きをするためだ。

「まったく、余計な運動をさせられたものだ……」

　真威栖は周囲の生徒の視線を引き連れながら、独り言をつぶやく。

　真威栖は根っからのインドア人間である。

　ラボに一日中こもり、昼も夜もなく双装オルトロスの開発に没ぼつ頭とうする。それが真威栖にとってもっともストレスのない、理想的な生活だった。

　ちなみに独り言が多いのも、長年のひきこもり生活による弊へい害がいである。

「ふっ、まあ結果的に問題はない」

　このアヴァロン新東京支部の造兵学科では、高等部の三年となれば全員に個別のラボが与あたえられると聞いている。

　真威栖は編入生で、現在二年生。

　つまりあと一年もいれば自動的に望みが叶かなう。
















　いや、今後の成果によってはもっと短縮できるかもしれない。

　そうすれば、あれの開発にも改めて本ほん腰ごしを入れて着手できる。

　ひと悶もん着ちやくあったとはいえ、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだった。

　真威栖はようやく事務局に到とう着ちやくした。

　すぐとなりにレーザーディスプレイの掲けい示じ板ばんが出ている。

　一応目を通しておくか、と真威栖はなにげなくそこに目をやった。

　すると、一枚の電子用紙に自分の名前が出ていた。

「おぉ、これだな」

　簡易的な通達文書。そこにはこう書かれていた。




　白銀真威栖　殿どの

　転属試験に合格したため、本書日付時より以下の所属とする




　戦兵学科　双装騎士（Ｅランク）





七月一日






　真威栖は目をまたたかせた。

「戦兵学科……？」

　双装騎士？

　いったい、なんのまちがいか。

　疲つかれているのかもしれない。真威栖は目をこすり、眼鏡めがねをかけ直した。

　しかし、何度見てもそこに記されている文字は変わらない。

　そこにはつまり「おまえ、今日から双装騎士な」と書かれていた。

　真威栖はあわてて受付に駆かけ込んだ。

「す、すまない。いま出ている掲けい示じの件で質問が。僕の編入先は造兵学科だったはずだが……。な、なにかのまちがいでは？」

　少々お待ちください、と待たされること一分。

「いえ、それで合っていますよ」

　クールな雰ふん囲い気きの美人受付嬢じようは、そう答えた。

「さきほど、転属のための実技試験を受けられたはずですが？」

「実技試験、だと……？」

　なにを言っているのか。まったく身に覚えがない。

　──いや、あるではないか。これ以上ないほど明確に。

　あのアズリィとの模も擬ぎ戦。

　自分はただ責任を免めん除じよしてもらうための取引だと思っていた。

　だが、それがちがっていたとしたら。

「そんな、馬鹿な……」

　真威栖はようやく思い至った。

　あの皇風詩とかいう騎き士し会長。

　びくびくおどおどした態度。あれに完全に騙だまされていたということを。彼女が、とんでもない食わせ者だったということを。

「は、謀はかったなぁああああああああああああああ[image: !!?]」

　──理想のラボが、はるか彼方かなたに遠ざかる。




　＊




　闘技場の控ひかえ室前で、アズリィはなにをするでもなく佇たたずんでいた。

　まだ現実を受け入れきれずにいた。

　自分は、敗北した──

　騎士ですらない、技師の少年に。

　いくら正せい攻こう法ほうではないとはいえ、結果は結果。突つきつけられたその非情な事実は、自分が想像していた以上にアズリィの心を打ち砕くだいていた。

「ここにいたんだ」

　突とつ然ぜん、後ろから声がした。

　小こ柄がらな人ひと影かげ。長い前まえ髪がみに目が隠かくれている。

　皇風詩だった。

「会長……」

　アズリィはとっさにうつむいた。合わせる顔がない、と思ったからだ。

　双装騎士セイヴアーが双装技師エンジニアに敗北した。

　それはこの支部のすべての双装騎士を束ねる騎士会長の風詩にとっても、不ふ名めい誉よな結果にちがいないはずだった。

　自分がそれをしてしまった。

　だが予想に反して、風詩はアズリィを叱しつ責せきに来たのではないようだった。

　むしろまったく気にもしていないのか、いつもと同じ穏おだやかな表情を浮うかべている。

「さっき、これを真威栖くんから預かったんだ」

　風詩が突然、手のひらに乗せた小さな部品を差し出した。

　アズリィは怪け訝げんに思いながらもそれを受け取る。

　それはマイクロシリンダーと呼ばれる、双装オルトロスの対反応動力核ツインエンジンを構成する部品のひとつだった。

　アズリィは息をのんだ。

　その部品は、一目で危険だとわかるほどに劣れつ化かしていた。

「真威栖くんが、これを見み抜ぬいて取り替かえたんだよ」

「え……」

「もし、彼がこれに気がつかずアズリィちゃんがそのまま決勝戦に臨んでいたら、試合中に双装オルトロスが暴発して、大おお怪け我がを負っていた可能性もある」

「そんな……」

　自分の身に起きたかもしれない危機と、それにまったく気づかなかった自分の迂う闊かつさの両方に、アズリィは愕がく然ぜんとした。

　それに、そんなことを彼は一言も口にしていなかった。

　いや──ちがう。

　彼は言っていたではないか。

　目の前に整備不良の双装オルトロスがあれば手をつける。

　それが技師として当然のことだ、と。

　当然のことだからこそ、わざわざ恩を売るようなことは言わなかっただけだ。

　戦いを終えてなお、アズリィはさらに打ちのめされた。

　自分はただ負けただけでなく、命まで救われていたのか。

　そんな相手に、自分は侮られていると勘かんちがいして息巻き、自分の力を誇こ示じしてやることしか頭になかった。

　アズリィはようやく冷静に、すべての事実を理解した。

　その途と端たん、消えてしまいたいほどの恥はずかしさと自己嫌けん悪おに苛さいなまれた。

「担当した技師の生徒には、風詩から厳しく注意しておくから。

　……ああ、それとね、アズリィちゃん。一いつ般ぱん的に双装技師エンジニアが双装オルトロスを最小単位まで精密分解するのに、どれくらい時間がかかるか知ってる？」

「？　それは……」

　唐とう突とつな質問にアズリィは面食らった。

　風詩がなにを言おうとしているのかわからなかった。

「教練課程で定められている目標時間は、一時間以内。アヴァロンで最さい優ゆう秀しゆうの技師の記録でも、三十分以上はかかっている」

　はっとした。

　アズリィが控え室にいなかったのは、せいぜい十分程度だ。

　いつ真威栖があそこに迷い込んだのかはわからないが、実質的な作業時間は、数分ほどしかなかったにちがいない。

　アヴァロンでトップクラスの技師でも三十分かかるものを、わずか数分で……？

「アズリィちゃん。風詩からひとつ、お願いしたいかな」

　背の低い風詩はアズリィを見上げながら、どこか嬉うれしそうに言った。

「いまごろはもう通達が出てると思うけど、彼に双装騎士セイヴアーとして、ウチに在ざい籍せきしてもらうことにしたから」

「え？」

　アズリィは驚おどろき、目を丸くした。

　真威栖を技師としてではなく、自分と同じ騎士に？

「ちょっと考えがあってさ。双装騎士としては、アズリィちゃんのほうが先せん輩ぱいだね。だから真威栖くんの面めん倒どうを見てあげてほしいんだ」

「ど、どうして私が……！」

　アズリィはうろたえた。

　自分ほどに不適切な人間はいない、とまず思った。

　あんな大衆の面前で敗北した自分が彼を指導するなど、どういう皮肉か。だいいち、きっと真威栖自身も断るにちがいない。

　だが風詩はのほほんとしている。

　普ふ段だんはびくびくおどおどしているが、こういうときの風詩にはどんな反論をしても無意味だと、付き合いの長いアズリィはよく知っていた。

「たしかにアズリィちゃんは騎士で、真威栖くんは技師だ。それでもきっと、ふたりが一いつ緒しよにいることはプラスになると思うよ。ふたりそれぞれにとって、ね」

「……」

　風詩の言葉は抽ちゆう象しよう的で、アズリィにはすぐに意図を吞み込めない。

　困こん惑わくしたままでいると、風詩はアズリィが腰に差した《ブレイズ・エスパーダ》に視線を落とした。

「アズリィちゃんは、双装オルトロスの名前の由来を知っている？」

「[image: Д][image: а]ダー。オルトロス──ギリシア神話に出てくる二つ頭の狗いぬ、ですよね。

　双装オルトロスが、アサルトとシュラウドという対になる二つのデバイスから成り立っていることから付けられた名めい称しようだと教本で読みました」

「その関係は、騎士と技師の関係にも似てると思わない？」

「え……」

　風詩の問いに、アズリィは眉まゆをひそめた。

　そんなことをいままで一度も考えたことはなかったからだ。

　同じアヴァロンという組織の人間であっても、双装騎士セイヴアーと双装技師エンジニアは対極の役割、まったくべつの存在であるとしか捉とらえていなかった。

「切り離はなせないもの、対になる存在──双装オルトロスが必然的な役割からそうなっているのと同じように、騎士と技師も、いずれが欠けてもその存在は成り立たない。

　──風詩たちはいつだって、独りじゃ戦えないんじゃないかな」

　アズリィは、微笑ほほえむ風詩を怪訝な眼差しで見つめた。

　よくわからなかった。

　ただそれが単純に戦術的な意味の話ではない、ということだけは理解した。

「えとえと……それで、さっきのお願いごとだけど……ど、どうかな？」

　いつものように、目をそらしがちに風詩が尋たずねる。

「……[image: Д][image: а]ダー。わかりました」

　アズリィは重くうなずいた。

　風詩の言葉の意味を理解したわけではなかった。

　ただアズリィのなかで、あの白衣の少年──白銀真威栖の存在は、すでに拭ぬぐいきれないほどに大きくなっていたからだ。
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　闘とう技ぎ場を出て本校舎のほうに戻もどったアズリィは、白い人影を目にして立ち止まった。

「あ……」

　それはあの奇き抜ばつな白衣の少年──真威栖だった。

　忙せわしない足取りで、血走った目をあちこちに向けている。だれかを探しているような様子だった。

　真威栖がアズリィに気づいた。

　ひどく気まずかった。

　どんな顔をして彼と向き合えばいいのか。

　だがその葛かつ藤とうはアズリィだけだったようで、真威栖は普ふ通つうに声をかけてきた。

「きみか、ちょうどいいところにいた。あの騎き士し会長はどこにいるか知らないか!?」

「え……？　だ、[image: Д][image: а]ダー。会長なら、さきほどこれから外出すると言っていました。数日は戻らないらしいです」

　アズリィが聞いたままを伝えると、真威栖は口を開けて固まった。

「逃にげたな……!!」

「？」

　そういえば、会長は真威栖に双装騎士セイヴアーになることを了りよう承しようさせたのだろうか？

　そうでないとしたら、ずいぶん横暴というか自由奔ほん放ぽうである。だが、そういうところは実に風詩らしいやり方だった。

「くっ……許せん！　こうなったらあの騎士会長室に時限式のコショー・グレネードをありったけ仕込んでやる……！」

　真威栖は物ぶつ騒そうなことをつぶやくと、すぐにきびすを返した。

「あ、あの！」

　立ち去ろうとする真威栖を、アズリィはとっさに呼び止めた。

　だが振ふり返った真威栖と目が合うと、途端に気持ちが萎い縮しゆくした。

「さ、さきほどは……その……」

　あなたのおかげで命拾いをしました。

　助けてもらい、ありがとうございました。

　たったそれだけの言葉が、喉のどから上に出てこなかった。

「なんだ？」

「あの、ですから……」

　自分のプライドが邪じや魔まをした。

　そのこと自体がまた、アズリィの心を挫くじいていた。

　だがそこで、ふとアズリィは目を見張った。

　真威栖の首元から、わずかに青黒いあざが覗のぞき見えたからだ。

「あなた、その傷……」

「ん？　ああ、これか。たいしたものではない」

「で、ですがそれはさきほどの戦いで……」

「まともに戦せん闘とう訓練もしていない技師が双装オルトロスを使って戦えば、これくらいの症しよう状じようがあっても当然のことだ」

　真威栖ははじめから覚かく悟ごしていたように、けろりと答えた。

　粒子領域などのシュラウドエフェクトで全身を保護されるといっても、身体からだがまったく負荷を受けないわけではない。もちろんアズリィのような双装騎士セイヴアーはべつだが、そうでない人間なら身体にあざのひとつもできておかしくなかった。

　だがアズリィは自分のことのように、いやそれ以上にあわてた。

「ちゃ、ちゃんと手当てをしなきゃダメです！　ちょっと一緒に来てください！」

「べつにきみが気にすることでは──お、おい？」

　アズリィはなかば強引に、真威栖をその場から連れ出した。







　やってきたのは、校内の医務室だった。

　まだしぶとく治ち療りようを遠えん慮りよする真威栖を、椅い子すに座らせる。

「脱ぬいでください」

「なに？」

　真威栖がきょとんとしてアズリィを見返した。

　目が合うと、なぜか無性に恥はずかしくなった。

「ふ、服を脱いでくださいと言ったんです！」

「ああ……」

　自分が男性に服を脱げと言う日が来るとは、思ってもみなかった。

　いくらそういう意味ではないとしても、一度意識してしまうと妙みような羞しゆう恥ち心しんが生まれてしまい、身体が熱くなった。

　真威栖がしぶしぶと白衣を脱ぎ、さらには制服に手をかけた。

　シャツの下からあらわになったのは青白い肌はだ。

　やはり背中や脇わきに何箇か所しよか、あざができている。それほどひどくはないが、アイシングくらいはしておいたほうがいいだろう。

　氷のうを探しながら、アズリィはあらためて真威栖の身体に目をやった。

　華きや奢しやだ。お世辞にも筋肉質とは言いがたい。

　だが、それでも男の身体であることに変わりはなかった。

　広い肩かた幅はばや角ばった骨格は隠かくしようもなく男のそれであるし、わずかに感じる汗あせの匂においなどはアズリィにとっては未知のもので、なぜか頭がしびれるような感覚がした。

　気づくと脈みやく拍はくが速くなっていた。

　ドキドキした。

　我ながら不思議に思う。

　なぜ自分は、たかが異性の身体ひとつでこんなにも動どう揺ようしているのだろうか？

「どうした？」

「ひゃっ……!?」

「ど、どうした？　なにがあった？」

「な、なんでもありません！　た、ただ……こんなに近くで見るのが、初めてだっただけで──」

「初めて？」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　完全に失言だった。

　頰ほおも体も熱くてたまらなかった。

「と、とにかく手当てをするので、じっとしていてください！」

「いだだだ……[image: !!?]」

　アズリィは真威栖の身体をおさえつけて、患かん部ぶに氷のうを押し当てた。

　真威栖は顔を青くして悲鳴を上げた。

　その大げさな態度に、アズリィは首をかしげる。

「子供じゃないんですから、すこしくらい我が慢まんしてください」

「ち、ちがうそうじゃない！　傷のほうじゃなく、きみの握あく力りよくが──ひぎゃああああ！」

　静かな医務室に、患かん者じやの悲鳴が響ひびきわたった。
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　治療を終え、真威栖はかろうじて生きていた。

　なんとなく処置前よりもげっそりした感じが、なくもない。

　患部には丁てい寧ねいにテーピングが施ほどこされている。

　さすが双装騎士セイヴアーだけあって、こういった生傷の処置は手て馴なれたものだな、と真威栖はひそかに感心していた。

　唯ゆい一いつ、アズリィの腕わん力りよくが人並み外れていることだけが想定外だったが。

「……さきほどは、すまなかった」

　真威栖は目の前に立つアズリィに向けて、そう口にした。

「な、なんのことですか？」

　だがアズリィは驚おどろいたように目をまたたかせた。

　気になっていたのだ。

　あれほどの大勢の目の前で、本職の双装騎士セイヴアーである彼女を負かしてしまった。

　あろうことか双装技師エンジニアである自分が。

　しかも正面から戦うのではなく、卑ひ怯きようといっていいようなやり方で、だ。

　それが彼女の立場を悪くしたのではないかと心配だった。

　あの騎士会長室では、真威栖もせっかく来たばかりで追い出されたのではさすがに話にならないと思い、風詩の提案を受けてしまった。もっとも、結局は手のひらの上でいいように転がされていただけだったが。

　あの会長は後日あらためて問い詰つめるとして、アズリィには、ちゃんと謝っておきたかった。

「きみを侮ぶ辱じよくするつもりはなかった。それはわかってくれると助かる」

「わ……私こそ……すみませんでした」

　今度はなぜか、アズリィが同じように謝罪を口にした。

「私の《ブレイズ・エスパーダ》に異常があったことを、会長から聞きました。あなたがそのことに気づいてくれなければ、あやうく事故を起こすところでした。

　あの……。助けていただき、ありがとうございました」

　今度は、するりと言葉が出た。

　胸のつっかえがとれたように、気が楽になるのをアズリィは感じていた。

「気にするな。それが僕の仕事だと言っただろう」

「[image: Д][image: а]ダー……。それでも、この借りはいずれお返しします。必ず」

　改めて言われ、真威栖は不思議に思う。

　このアズリィという少女は、どうも真ま面じ目めというか、義ぎ理り堅がたいところがあるらしい。

　ふと、真威栖はアズリィが腰こしに吊つり下げた双装オルトロス──《ブレイズ・エスパーダ》に目を留めた。

「ちょっと、それを貸してくれないか」

「えっ、あの……」

「いいから」

　真威栖はやや強引に、二本のレイピアを受け取った。

　改めてつぶさに観察する。

「アズリィ・アズラーニャ。きみは戦いのときに、アサルトを常に限界性能付近で扱あつかう癖くせがあるようだ」

　確信的な真威栖の言葉に、アズリィが目を見開いた。

「どうして、それを……」

「双装オルトロスを見れば、使い手のことはだいたいわかる」

　真威栖は白衣から工具を取り出し、さらに言った。

「悪いことではない。それはつまり双装オルトロスの性能を最大限引き出すための戦い方を知っている、ということだからな。ただ、そのせいで冷れい却きやくユニットの働きが追いつかず、余よ剰じよう熱がフレームにゆがみを生じさせているのだ」

　その場で真威栖は双装オルトロスにごく簡易的な調整を施ほどこした。

「これで、多少はマシになる」

　真威栖は、アズリィに《ブレイズ・エスパーダ》を手て渡わたした。

「次からは、内部温度をステータスに可視化しながら使ってみるといい」

「は、はい……」

　アズリィは呆ほうけたように、素直にうなずいた。

　それと、と前置きして真威栖は言った。

「信じてもらえないかもしれないが、きみのことを優れた双装騎士セイヴアーであると、戦ってみて本心から思った」

「えっ……」

「ハンデなしの条件で戦えば、双装騎士の九割はきみに勝てないだろうな」

　突とつ然ぜん褒ほめられ、アズリィはにわかに困こん惑わくした。

「言っておきたかったのはそれだけだ。もし双装オルトロスについてわからないことがあったら、今度からは僕に相談するといい。

　戦うことが騎士の役目なら、それを支えるのが僕たち技師の役割だからな」

　真威栖のその言葉で、アズリィは目が醒さめるような気がした。

　ようやくわかった。

　ある意味で、真威栖はまっすぐなのだ。

　どこまでも純じゆん粋すいに、双装技師エンジニアであることをまっとうしようとしている。

　それはアズリィが生きつ粋すいの双装騎士であることと同じく。

　これほど対照的な真威栖とアズリィだが、根っこは同じなのかもしれなかった。

　風詩から頼たのまれた件を、アズリィは改めて意識した。

　騎士会長直々の命令なら仕方ないのだし──

「これから私があなたの面めん倒どうを見ます。会長からも頼まれましたので」

「そうなのか。……いや、というか僕はまだ自分が騎士になると納得していないぞ!?」

「はぁ……。でも、きっと変えられないと思いますよ。ああ見えて、会長は人をいいように使うのが得意なので」

「な、なんたる暴君……。くっ……まあ、ここの勝手がわからないことは事実だし、きみが教えてくれることはありがたいが」

「はい」

　初日からトラブル続きだったが、とりあえずこれからは、真威栖もこの新東京支部の一員となるのだ。

　ひと悶もん着ちやくあったアズリィとも、これで無事和解できたようだった。

　真威栖はその証として、アズリィに握あく手しゆを求めた。

「これからよろしく頼む、アズリィ」

　自分は所しよ詮せん、双装技師エンジニアでしかない。

　さきほどのように奇き抜ばつな手で窮きゆう地ちをしのぐことはできても、アズリィのように本質的に戦う力は持ち合わせていない。

　自分は無力だ。

　あの灼しやく熱ねつの日、それを消えない痛みとともに思い知った。

　いまも真威栖は無力なまま。

　それでも、自分には果たすべき使命があると課していた。

　だから。

　アズリィが戸と惑まどい気味に、真威栖の手を握にぎり返した。

「あ、あの……。私も……いいですか？」

「なにがだ？」

「その……な、名前でお呼びしても……」

　そのときばかりは、アズリィはまるであの風詩のように目をそらしながら、こちらに気を遣つかうようにして言った。

「きみの好きに呼べばいい。僕がそうしているしな」

「[image: Д][image: а]ダー！　……ま、マイスさん」

　アズリィが白磁のような頰をほんのりと桜色に染め、うすく微笑ほほえんだ。

　それは真威栖がこれまで生しよう涯がいで見たどの笑顔よりも、尊いものに感じられた。

「怒おこっているきみも美しいが、やはりきみはそうしているほうがいい」

「ひぇ……[image: !!?]」

　途と端たん、アズリィが急激に赤面した。

　ふにゃふにゃになって、あちこちに視線を泳がせる。

「な、なぜあなたはそういうことを面と向かって言うのですか!?　そ、そういうのは……ダメです！　控ひかえてください！」

「思ったままを言ったまでだ。きみはマクスウェルの電磁方程式並みに美しいぞ」

「意味がわかりませんし、とにかく禁止です!!」

　アズリィはもはや、真威栖とまともに目を合わせることができなかった。




　だが、このときのアズリィはまだ十分に理解していなかった。

　真威栖が双装騎士としては、いかに問題児であるかということを。








File. 02　昔日との邂かい逅こう






　部屋の外から近づいてくる足音が聞こえる。

　真ま威い栖すは遮しや光こうゴーグルをかけて、目の前の作業に集中していた。作業台に載せた金属フレームから激しい光と火花が散っている。

　コンコン、と扉とびらが軽くノックされた。

　チリチリ……チリッ……。

　真威栖は気づいたが、手が離はなせないので無視した。

　ドンドン！　と扉が強く叩たたかれる。

　パチパチ!!　バチバチッ[image: !!!]

　すでに真威栖には、ノックの音が聞こえていなかった。

　ドガン[image: !!!!]

　扉が吹ふき飛ばされ、さすがの真威栖も振ふり返らざるをえなかった。

「マイスさん！　ここにいましたね!?」

　薄うす暗ぐらく狭せまい部屋に明かりが差し込む。

　その光を背に、肩かたで息をしたアズリィが立っていた。

　腰の双装オルトロス専用ベルトには、補助バッテリーを兼かねた鞘さやに納まった状態の二本のレイピア──《ブレイズ・エスパーダ》が両りよう脇わきに吊り下げられている。

　真威栖はゴーグルを上げて、アズリィを見返した。

「アズリィか。僕のラボになんの用だ？」

「ら、ラボ……？　ここでいったい、なにをしているんですか!?」

「なにを、とは。見てのとおりアーク溶よう接せつだが……」

「専門用語を聞いているんじゃありません！　だいいち、いまは授業時間ですよ!?」

「僕には必要ない」

「必要とかそういう……」

「ともかく、いまは作業中だ。近づくと怪け我がをするぞ」

「っていうかそれ以前に、ここは食堂です!!」

　言い合う真威栖とアズリィを、食堂のおばちゃんたちが目を丸くして見ていた。

　真威栖が勝手に持ち込んで勝手に設営したラボ（※貧相なプレハブ小屋）が、広い食堂エリアのかたすみに鎮ちん座ざしていた。

　たったいまアズリィが吹き飛ばしたのは、その小屋の扉である。

「それがなにか？」

「なにか？　じゃありません！　どういう了りよう見けんなんですか!?　だいいち、こんなものをどこから揃そろえてきたんですか？」

「設備の入手ルートについては秘密事じ項こうだ。ここは利便性が高いからな。水や食料もすぐ手に入る」

「勝手に学園の施し設せつを占せん有ゆうしないでください！」

「だが、学生は食堂スペースを自由に利用していいと、学園規則第十一条五項こうに記き載さいがあったぞ？」

「それはっ……！　だ、だからといってこんな勝手が……」

「よくある法解かい釈しやくの相そう違いだな。今後規則が改定されることがあれば、また議論することにしよう。ところで、きみは授業はいいのか？」

　逆に問い返され、アズリィは一いつ瞬しゆんきょとんとした。

「わ、私はマイスさんの指導役ですから。だからこうしてわざわざ抜ぬけ出してきているわけで、決して来たくて来ているわけでは……」

　つぶやきながら、アズリィは細い指先をもじもじと絡からめている。

　不平の言葉のわりに、その口元は妙みようにゆるんでいるようにも見えた。

「そうか。だがきみは必要ない。授業に戻もどるといい」

　真威栖の身も蓋ふたもない答えに、ぴきっ、とアズリィの表情が凍こおりつく。

　それに気づかないまま真威栖は作業を再開する。すでにアズリィのことなど眼中にないという態度である。それがまずかった。

「……Ｄリンク接続コネクト」

　黒いオーラをまとったアズリィが《ブレイズ・エスパーダ》を起動した。

　その全身をＤ粒りゆう子しの光こう彩さいが覆おおう。

　真威栖は手を止め、青ざめた。

「ま、待て。ひとまず冷静に話し合おう。暴力はなにも生まな──」

「いま片付けますね♪」

　アズリィの放ったアサルトエフェクト『粒子機雷マイン』が、真威栖のラボを吹き飛ばした。
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　──話は数日前にさかのぼる。




　あの模も擬ぎ戦の日から、ようやく騎士会長が支部に戻ってきたと聞いた真威栖は、すぐに会長室に突とつ撃げきした。

「貴様、僕を謀はかったな!?」

「ふぇぇっ!?」

　最初に出会ったときと同じように、皇すめらぎ風かぜ詩うたはおののいた。

「なにが『ふぇぇ』だっ！　もう騙だまされないぞ！」

「そ、そんなぁ……」

　風詩が怯おびえたように真威栖から視線をそらす。

　長い前まえ髪がみからわずかにのぞいた瞳ひとみ──それがうるんでいた。

　一瞬、その反則的──いや、犯罪的な愛らしさに気持ちがぐらついた。

（くっ……騙されるな……）

　だが真威栖は強い意志でその甘い気持ちをねじふせた。

「なぜ僕が双装騎士セイヴアーにならないといけないんだ!?」

「なんだぁ……そ、そのことかぁ」

　風詩はたいしたことでもない、という感じで落ち着きを取り戻した。

「で、でもでも真威栖くん、けっこう強いみたいだし。騎士としても十分やっていけるって、風詩は思うな」

「そういう問題ではない」

「うーん、でもっ、でもね？」

「でも、なんだ」

「アヴァロンにある各学科って、あんまり仲がよくないんだよ……。もちろん一いつ緒しよの仲間ではあるんだけど、互たがいに縄なわ張ばり争いというか、優ゆう秀しゆうな人材はなるべく自分たちのところに集めて結果を出して、それで予算を奪うばい合ってるから。戦兵学科と造兵学科なんかはとくに、ね。ほら、双装騎士セイヴアーと双装技師エンジニアってすごく対極的なひとたちだから……」

「……それが、僕になんの関係がある？」

「えっとだから……風詩が真威栖くんを欲しかったっていうか……。よ、予算もできるだけ欲しいっていうか……」

　風詩は目をそらしながら、ごにょごにょとつぶやく。

　苛いら立だちを押し殺して、真威栖は静かに言った。

「僕を造兵学科に戻してくれ。どんなにこき使われようとも構わない。僕がこの支部にあるすべての双装オルトロスを改良してやる」
















「……それは、できないかな」

「なぜだ。僕は双装技師エンジニアだ。騎士ではない」

「そんなことをしたら、真威栖くんの力が知れ渡ってしまうもの」

「……！」

　真威栖は衝しよう撃げきを受けた。

　あのとき生じた違い和わ感かんの正体は、これだ。

「だからこそ、あんな風にわざと真威栖くんには双装騎士セイウアーとして派手にデビューしてもらったんだし。さっきも言ったように、騎士と技師は対極的な存在だからね。隠かくれ蓑みのには最適なはずだよ」

　風詩は淡たん々たんと言った。

　やはりこの少女は、真威栖の正体を知っている。

　隠し通せていると考えた自分が甘かった。

「で、でも安心して？　風詩以外、知っている人はほとんどいないと思うから。それに、風詩も本当の意味での真実は知らないんだよ」

　風詩は謙けん遜そんするように付け加えたが、真威栖の心境は穏おだやかではなかった。

　この小動物めいた少女が、ひどく底知れない存在に思えたからだ。

「……もちろん、真威栖くんの能力や知識は、とても貴重だよ。それこそ全面的に頼たよりたいことは山ほどある。でもできない──いや、してはいけないんだよ。それをしたら、真威栖くんの命が危うくなる。敵は、外にだけいるとは限らないし」

「自分の身は、自分でどうにかする」

「うん、真威栖くんはそう言うだろうけど……。でもだめ」

「頼たのむ」

「えっと……だ、だめ？」

「このとおりだ」

「ふぇぇ……えとえと……やっぱり、だめっ♪」

　真威栖は本気で風詩をにらんだ。

　風詩はびくついて顔をそらしながら、

「ただ……、真威栖くんが個人でやっている分には問題ないんじゃないかな」

　と、まるで独り言のようにつぶやいた。

「それなら学園にある資材や文ぶん献けんは自由に利用してもらっていいし。風詩も、個人的に力になれると思うから。ね？」

　意味深な言い方だった。

　だが、真威栖が理解するにはそれで十分だった。

　不本意なかたちではあるが、いまはそれが向こうとしても最大の譲じよう歩ほ案であり、どうやらそれ以上は望めないのだということを。

「……わかった。では、好きにやらせてもらう。必要物資はあとでまとめて要求する」

「うん。それじゃあ改めて、この新東京支部にようこそ。まずは、ゆっくりと学園生活に慣れてほしいな。いずれ……真威栖くんの力が必要になるときまで」

　用件は済んだと思い部屋を出ていこうとしたとき、背中に声がかけられた。

「真威栖くん」

　首だけで風詩を振ふり返った。

「なんだ」

「アズリィちゃんと、仲良くしてあげてね」

「……？」

　その言葉の真意が、そのときの真威栖にはまだわからなかった。
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　目が覚めると、真威栖はベッドに寝ねていた。

　身体からだがだるく重い。薬品の匂においが鼻び腔こうを突つく。

　どうやら、ここは以前にアズリィに連れてこられた医務室のようだ。

　なぜ自分がここにいるのか、真威栖はぼんやりと思い起こした。

　そういえば、真威栖のラボにやってきたアズリィが、双装オルトロスのアサルトエフェクトでラボを吹ふき飛ばしたのだった。それに巻き込まれて気を失ったのだろう。

　こうして寝ているということは、だれかにここまで運ばれたということか。

（まったく、なんて荒あらっぽいんだ……）

　いくら真威栖が授業をサボって勝手なことをしていたとはいえ、いきなり爆ばく破はとは。

　アズリィたちアヴァロンの生徒は、学生であると同時に組織の一員でもある。

　つまりアヴァロンの主要任務である『デスペラーダの殲せん滅めつ』を遂すい行こうする使命を帯びている。その戦いのもっとも最前線に立つのはだれであろう、双装騎士セイヴアーだ。

　戦場で身体を張る者として、多少の粗そ暴ぼうさは仕方ないともいえるが……。

　それにしても、身体の重さが消えない。

　まるでだれかに乗っかられているような──

「ん？」

　ようやく気づいた。




　真威栖の腰こしの上に、見知らぬ女子生徒がまたがっていた。




「…………おい」

「んー……意外とふつうなのねぇ……。とくに変わったところもないしぃ」

　きわめて特とく徴ちよう的な少女だった。

　長い銀ぎん髪ぱつ。病的に白い肌はだ。

　制服の袖そで口ぐちやスカートのすそにはフリルがあしらわれており、全体的にゴシック風になっている。ほかの生徒とは部分的にちがうため、おそらくは改造されたものだろう。

　いつのまにか、真威栖は上半身裸はだかだった。

　その胸板の上を少女が細い指先でなぞっている。

　真威栖は、まずは冷静に状じよう況きようを把は握あくしようと自分に命じた。

「そこのきみ、聞いているか？」

「……？　あらぁ、起きたのぉ」

　少女と目が合った。
















　その瞳は、まるで血を吸ったような深い紅。

　両目に生体ナノマシンの副作用の一種である十字の紋もん様ようが刻まれていた。

　人間というよりは吸きゆう血けつ鬼きだといわれたほうが、まだ真実味がある。それほどに人並み外れた迫はく力りよくと美び貌ぼうの持ち主だった。

「いったいそこで、なにをしている？」

「なにって……だって、気になったんだものぉ」

　少女が赤いマニキュアをつけた指先をはわせ、そのまま手を真威栖のズボンのなかにもぐり込ませた。

「!!　お、おい──」

「んん……なんかぁ、固いものがあるけどぉ？」

「そ、それは僕の秘蔵の……」

「えぇ[image: ～][image: ～]なにかしらぁ」

　少女が無ぶ遠えん慮りよにズボンのなかをまさぐる。

　あろうことか黒くて棒状のものをぎゅっとつかみ、それを外に取り出した。

「……なぁに、これ？」

「僕特製のフラッシュライトだ。耐たい熱ねつ、耐水性に優れており、災害時でも使える便利な一品だ」

「じゃあ、んー……こっちの、二つの丸いものはぁ？」

「それも僕特製のマルチグレネードだ。片方はスモーク弾だん、もう片方は音おん響きよう弾だんだ」

「ふぅん……」

　少女は真威栖のズボンをまさぐり続け、次々と道具を取り出した。

「貴方あなた……身体はふつうだけどぉ、面白いのねぇ」

「ふっ、それほどでもない。……ではなく！　もう一度聞こう。いったい人の上でなにをしている？」

「ふふっ、ごめんなさぁい。いきなりナンバー３の騎き士しに勝ったっていう、噂うわさの編入生のことが気になったものだから」

　ようやく、少女が真威栖の上から降りた。

　真威栖は急いで身体を起こした。念のため自分の身体を見まわしてみるが、裸はだかであること以外は異常もない。

　ひとまずほっとして、シャツを羽織りながら少女に問う。

「きみはいったい何者だ？」

「アタシは、ザラン・サザランカ。貴方と同じ双装騎士セイヴアーよ。っていうか、いちおぅ同じクラスなんだけどぉ？」

「そうなのか？　知らなかった」

　真威栖は基本的に、他人に関心を持たない。もともとの偏へん屈くつな性格と、長年にわたるひきこもり生活が醸じよう成せいしたきわめて内向的な人間だった。

「僕は白しろ銀がね真威栖だ」

「ええ、知っているわぁ」

「そうか。まあ、同級生のようだしな」

「そうねぇ……ふふ」

　ザランは意味深に微笑ほほえんでいる。

「しかしいくら気になったとはいえ、いきなり人の上に乗って身体を調べるとは、ずいぶんと非常識だな」

「そぉ？　でもアタシは双装技師エンジニアなのに騎士に戦いを挑いどんだりはしないけどぉ」

　ザランが挑ちよう発はつ的に言った。

　もしかしたら、彼女も先日の真威栖とアズリィの戦いを見ていたのかもしれない。

　それにしても、このザランの独特の雰ふん囲い気きはなんだろうか？

　優ゆう雅がであり、獰どう猛もうでもある。だがそれらが本質とは思えない。いや、この感じを真威栖は以前、遠い昔に経験したことがある気がした。

　ふと、真威栖はその本質を表す的確な言葉を理解した。

　これは──〝自信〟だ。

　みずからに対する、絶対的な自信。それがザランにはある。

　ザランは何事もなかったかのように、くるりときびすを返した。

「じゃあね、マイス。お先に失礼するわぁ。なんだか五月蠅うるさそうなのの気配がするから」

「？」

　ザランは不可解なことを口にし、優雅に去っていった。







　医務室を出ると、ちょうどアズリィと出くわした。

　真威栖を見て一いつ瞬しゆん驚おどろいたものの、やがて安あん堵どしたように表情をゆるめた。

「あ、あの……気分は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「まあ問題ない。もしかして、きみが僕をここに運んだのか？」

「はい、私のせいでしたので……。その、さきほどはすみませんでした」

「まったくだ。次からは、もっと穏おん便びんな交こう渉しようを希望する」

「[image: Д][image: а]ダー。次からは『粒子機雷マイン』の威い力りよくを調整します」

「いや、そういうことではないのだが……」

　アズリィはきょとんとしている。あまりの嚙かみ合わなさに脱だつ力りよくしてしまったので、ひとまず追つい及きゆうは置いてさきほどの少女について聞いてみることにした。

「ところで、ザラン・サザランカという生徒のことなのだが……」

「ザランさん？　彼女がなにか？」

「いや……彼女は、どういう人物なのだ？」

「えっと……半年前に、マイスさんと同じように編入してきた方です。そのときからすでに双装騎士セイヴアーとしての実力は高くて、いまではうちの戦技評価ランキングのナンバー６です。騎士として優れているのはたしかなのですが、あの人もやや素行に問題があります。さきほども授業を無断で欠席していたようですし……。

　というか、ザランさんとなにかあったんですか？」

「いや……なんでもない」

　さすがに、初対面で身体を隅すみ々ずみまで調べられたとも言いにくかった。

「あの……今日のところは、私がみなさんに説明をしておきますので、寮りように帰って休んでいてください」

「む、いいのか？」

「[image: Д][image: а]ダー。で、でもっ、明日あしたからはちゃんと授業に出てくださいね！」

「わかった。とりあえず授業には出よう」

「え……それならいいですけど……。そ、それでは」

　アズリィは意外そうな顔をすると、ぺこりと頭を下げて足早に立ち去った。

（まあ、多少は仕方ないか）

　真威栖は改めてそう思いつつ、次のラボをどこに建てるか考えはじめていた。
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　新東京支部・東側校舎高等部二─一教室。

　最後列の席に座る真威栖を、いくつものヒソヒソ声がとりまいていた。

（ほら、あれがこないだの模擬戦でアズリィ・アズラーニャに勝ったっていう……）

（アズリィってウチのナンバー３でしょ？　信じられない……）

（あんたたち、この間の戦い見てないの？　ほんとにすごかったんだから！　あんな方法で相手の双装オルトロスを停止させるなんて普ふ通つうは考えつかないよ）

（でも、ぜんぜん強そうに見えないね。それより、なんで白衣？）

（（さあ……））

　あれやこれや。

　真威栖は一応耳に入ってきてはいたものの、たいして気にはしなかった。

　それよりも考えていたのは、真威栖がこれまで独力で進めていたある試作型双装オルトロスの開発計画についてだった。

　実際あの言葉どおりに、真威栖は双装オルトロスの研究開発に必要な設備や機器について、風詩からひそかに工面してもらっていた。すくなくとも、自分ひとりですべてまかなっていたこれまでと比べれば実にまともな環かん境きようといえる。

「さて、と」

　授業が終しゆう了りようすると、すぐに真威栖は席を立った。教室から出ていこうとしたところ、アズリィに行く手を阻はばまれた。

「どこに行くんですか？　次は野外訓練ですよ」

「断る」

「な、なぜですか？　ダメに決まっているでしょう！」

「授業に出るとは言ったが、訓練に出るとは言っていない」

「屁へ理り屈くつを言わないでください……！」

「体調不良だ」

「認めません」

　アズリィは断固として立ちはだかる。どうにも付け入る隙すきがないようなので、真威栖は情に訴うつたえることにして頭をおさえた。

「うっ……昨日、きみに爆ばく破はされたときの後こう遺い症しようが……」

「大げさですよ。たかが爆破くらいで」

「た、たかが!?　実際、僕のラボは跡あと形かたもなく吹ふき飛ばされたのだが!?」

「私は違い法ほう建築物を撤てつ去きよしただけです」

「きみには人の情というものがないのか？」

「[image: Д][image: а]ダー。情より規則です」

　なかなか手強かった。立ちはだかるアズリィをどうやってまこうか思考をめぐらせていると、クラスメイトの女子が声をかけてきた。

「ねぇねぇ、ふたりっていつも一いつ緒しよにいるよね～？　……もしかして、なにか怪あやしい関係だったりするの？」

「はい？」

　茶化すような言葉にアズリィは目を丸くした。

　なにを言われているのか、ぴんときていない様子だった。

　一方、真威栖は難しい顔をして腕うでを組んだ。

　アズリィが一足先に真威栖と親しくなったのは、真威栖がアズリィの双装オルトロスをバラバラにした一件があったからだ。一応あの一戦を経て責任は免めん除じよされたとはいえ、彼女の戦技会決勝戦を台無しにしたという話は、真威栖としてもあまり公にはしたくない。

　とはいえ、爆破など不ふ穏おんな言葉についての説明はしておいたほうがいいだろう。

「いや、決して怪しい関係ではないぞ」

「本当に？」

「もちろんだとも。ただ単に、彼女は（授業や訓練に出るよう）激しく僕を求めてくるので、その際の（爆破的な）熱を、僕がこの身をもって受け止めているというわけだ」

　真威栖のきわどい発言に、教室が沸わいた。

　同級生たちの黄色い声に包まれ、ようやくこの場の空気を理解したアズリィは、やかんのように沸ふつ騰とうしてつかみかかってきた。

「な・に・を！　言ってるんですかあなたは!?」

「いや……じ、事実を……」

「どうしてそこまで誤解をまねく言い方ができるんですか!?」

「それは……すまなかっ……それより……手をはな……グェ」

　つかみ合うふたりを見て、さきほどとはべつの悲鳴が上がる。

「うわぁ、リアル修しゆ羅ら場ばだ……痴ち情じようのもつれってやつ？」

「さすが《撃滅の戦姫バーストプリンセス》、こええ」

「愛が届かぬなら自分で手にかけてやるってこと……!?」

「ち、ちがいます！　これはっ……！」

　アズリィが必死に弁解しようとし、いよいよ真威栖の顔が青くなりはじめた、そのときだった。

「おい、ふざけんじゃねえぞ！」

　男の怒ど声せいが響ひびきわたった。

　教室の入口付近で、小さな事件が起こっていた。
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　クラスメイトの一部の男子生徒が、教室を訪れていたべつの生徒と揉もめていた。

　声を張り上げているのは真威栖と同じクラスの双装騎士セイヴアーたち三名ほどで、それに囲まれるようにして、意い匠しようの異なる制服を着た男子生徒が怯おびえている。あれはたしか、造兵学科の双装技師エンジニアのはずだ。

「なんで双装オルトロスの調整に三日もかかんだよ!?」

「そ、そう言われても……規則なので……」

　どうやら双装オルトロスの受け取りに来た担当技師に、彼らが文句を言っているらしかった。

「ちょっとさぁ、おれらのこと舐なめてない？」

「たかが双装技師エンジニアがよ」

「だいいち、オレがこのまえの戦技会で一回戦負けしたのも、てめーの整備が不十分だったからじゃねーのか!?　どう責任取るつもりだよ」

「そんな……」

　言いがかりをつけられ、技師の少年は完全に怯えていた。実際、体格も身体能力もはるかに上の騎士たちに囲まれれば萎い縮しゆくして当たり前だった。

　たしかに、双装騎士セイヴアーに多少の粗そ暴ぼうさがあるのは仕方ない。

　とはいえ、あれは問題外だろうなと真威栖は思った。

「ちょっと、やめなよダリル」

「うっせ、黙だまってろ！」

　クラスメイトの女子が声をかけるが、激げき昂こうしている男子──ダリルに落ち着く様子はない。その取り巻きのような同級生も関わるなと言わんばかりに威い圧あつしている。

　アズリィもダリルたちをにらんだものの、すぐに介かい入にゆうしようとはしない。もしかしたら、こういったトラブルはさほどめずらしいことではないのかもしれなかった。

「──待て」

　だが真威栖は、ためらいなく口を挟はさんだ。

　ダリルたちの後ろから声をかけた。

「きみたちの双装オルトロスを、僕に見せてくれ」

「あぁ？」

「整備に不満があるというのなら、僕が調整してやると言っている」

　真威栖の申し出に、ダリルたちは顔を見合わせた。だがやがて、品の悪い笑みを浮うかべてそれぞれの双装オルトロス《三七式》を、真威栖に差し出した。

「いいぜ。だったらおまえが見てくれよ。ただし、この場で十分以内にな？」

「ちょっと、いい加減にしてください！」

　アズリィが声を上げるも、ダリルたちはニヤニヤと意地悪く笑っている。あきらかに、真威栖が困る姿を期待している様子だった。

　だがあいにく、真威栖に困る理由はなにひとつなかった。

「十分も必要ない」

「なに……？」

　真威栖は白衣から工具を取り出し、手際よく《三七式》の外装を取り外すと、技師の生徒にいくつか確認をしながら三人分の双装オルトロスに簡易的な整備──内部フレームのかみ合わせやケーブルの接続調整──を施ほどこした。

　実際、十分もかからなかった。

「できたぞ。これでいいか？」

「すごい……」

　真威栖のあまりの手際のよさに、技師の生徒が目を丸くして啞あ然ぜんとしている。

　ダリルも驚おどろいていたが、やがて怒いかりの矛ほこ先さきを真威栖に向けることは分が悪いと思ったのか、ふたたび技師の生徒をにらみつけた。

「チッ……おい、やっぱやればできんじゃねーかよ。ったく、使えねーやつだな」

「す、すみません……」

「いいや、僕がしたことはただの応急処置だ。本来なら部品ごと交こう換かんして、動作検証も含ふくめて三日は必要だ。むしろ、きみの使い方に問題があるようだ」

　真威栖の最後の一言に、ダリルたちが固まった。

「なんだと？」

「ハァ？」

「おいおい、こいつなに言っちゃってんの？」

　今度は逆に、真威栖が取り囲まれた。

「きみたちの双装オルトロスを見たが、どれも酷ひどい状態だ。双装オルトロスに必要以上の負荷がかかっている」

「おい、てめえこのあいだの模も擬ぎ戦でまぐれ目立ちしたからって、調子に乗ってんじゃねーぞ！」

　ダリルたちが一いつ斉せいに双装オルトロスを起動した。

　しかもそのＤ粒りゆう子し反応から、模擬戦などで使用されるミラージュモードではなく、実戦用のミリタリーモードであることがわかった。

「なにしてるんですか!?　やめてください！」

　さすがに今度ばかりは、アズリィも黙っていなかった。

　校内でのミリタリーモード起動は重い規則違い反はんだ。

　アズリィがすかさず《ブレイズ・エスパーダ》に手をかける。だがそれを真威栖は手で制した。

「待て。双装オルトロスを起動すれば、きみも同罪だ」

「で、ですが……！」

　どう見ても、いまの彼らは頭に血がのぼっている。

　力ずくで制圧したのでは、彼らが本当に反省することはないだろう。

　そこで真威栖は、さきほどから思いついていた方法を取ることにした。

　みずからも《三七式》を鞘さやから抜ぬき、ダリルたちに向き直った。

「提案だ。もし僕がきみたちに勝ったら、二度と彼に言いがかりをつけないと約束してもらおう」

「マイスさん……!?」

　真威栖の危険な挑ちよう発はつにアズリィが慌あわてる。一方、ダリルが獰どう猛もうに笑い返した。

「へっ、こいつは最高の馬ば鹿かだな。いいぜ。その勝負に乗ってやるよ」

「じゃあやっちまおうぜ」

「ああ、後こう悔かいするんじゃねーぞ！」

　ダリルたちが双装オルトロスを構える。

　一いつ触しよく即そく発はつの雰ふん囲い気きに教室が凍こおりついた、その直後だった。

　ダリルたちの双装オルトロスが立て続けに駆く動どうを停止した。

　それに伴ともない、その場のＤ粒子反応が完全に消しよう滅めつする。

「────は？」

　ダリルたちは、それぞれの持つ《三七式》を信じられないように見つめた。

「な、なんで……！」

「ところで、これがなにか、きみたちにわかるか？」

　真威栖はふと、小さな部品を彼らの目の前にかかげてみせた。

「これは対反応動力核ツインエンジンと冷れい却きやくユニットを接続するシャフトのひとつだ」

「なっ……！」

「さきほど、僕がきみたちの《三七式》から外しておいたものだ。実はある回路をつなぐと、これがなくとも双装オルトロスは起動するんだ。もっとも、すぐに量子電脳クアンタムブレインが異常を検知して双装オルトロスは自動停止してしまうのだが。せめて、きみたちが自分自身でチェックすれば気づけた程度のことだ」

　真威栖の言葉に、ようやく事態を理解したダリルたちは愕がく然ぜんとして固まった。

「さて、僕の勝ちだな」

　真威栖はあっけらかんと言った。

「もっとも、素手で双装オルトロスを装備した僕と戦いたいというのなら話はべつだが」

　そこまで言うと、ダリルたちがようやく我に返ったように騒さわぎ出した。

「ふ、ふざけんなてめぇ！　こんな卑ひ怯きようなやり方が通ると思ってんのか!?」

「卑怯？　きみは、同じことを敵にも言うのか？」

「なっ──」

「僕がデスペラーダの人間だったとして、同じ質問を浴びせるのか、と聞いている」

　真威栖の発言に、ダリルは絶句した。

　やがて苦し紛まぎれに吠ほえ返す。

「た、戯たわ言ごと言ってんじゃねーぞ！　敵に双装オルトロスをいじられるわけねーだろうが！」

「なぜそう言い切れる？　仮に僕が敵の内通者だったら？　あるいは敵に双装オルトロスを奪うばわれ、罠わなをしかけられたとしたら？」

「なっ……」

「戦いは戦場ではじまるものではない。それがわからないようなら、きみたちに双装技師エンジニアを非難する資格はないぞ」

　真威栖が威い嚇かくするように《三七式》を向けると、ダリルは完全に追い詰つめられたことを悟さとって青ざめた。

「ちっ……アホくせえ！　付き合ってられっかよ！」

　ダリルたちは捨て台詞ぜりふを吐はいて、逃にげるように教室を出ていった。

　それを見届け、ようやく真威栖は安あん堵どした。

　これで心置きなく新しいラボの準備に取りかかれる。そう思って教室を出ていこうとすると、クラスメイトたちが一斉に真威栖を取り囲んだ。

「白銀くん、すごーい！」

「あたし、ちょっと感動しちゃった……」

「カッコよかったよ[image: ～][image: ～]!!」

（主に）女子たちが真威栖に近づき、熱っぽい視線を向けてくる。自分を取り巻く同年代の少女たちの勢いに、今度ばかりは真威栖もたじろいだ。

「な、何事だ？　僕はたいしたことはしていないぞ」

「またまた～謙けん遜そんしちゃって～」

「ねぇ白銀くん、あたしの双装オルトロスも最近調子悪いんだけど見てくれない？」

「マイスくん。それが終わったらわたしのもいい……？」

「ちょっとぉ、ウチが先だってばぁ」

　真威栖は腕うでをとられて四方八方にひっぱられた。

　かつて経験したことのない状じよう況きように、全身から冷や汗あせが吹ふきだす。

　こういう状況の対処法について、真威栖に知識はない。早急に応援が必要だ。真威栖はとっさに、女子の壁かべの後ろで佇たたずんでいるアズリィを呼んだ。

「あ、アズリィ、彼女たちをどうにか……」

「楽しそうですね。自分でなんとかしてください」

「なぜそんなに冷たい目で僕を見る……!?」

　アズリィのツンドラ地帯のような視線に、孤こ立りつ無む援えんを察した。

　理由は不明だが、なにかが彼女の機き嫌げんを著しく害しているらしい。

「ふふっ……マイス、見てたわよぉ」

　さらに猫ねこ撫なで声というのか、背筋がぞくりとするような声がした。

　振ふり返ると女子たちのなかに、あのザラン・サザランカもいた。

「いまのは面白かったわぁ。ねぇマイス。よかったら、アタシにもいろいろと教えてくれなぁい？　そうね、できたらふたりっきりで……ふふ……」

　ザランは真威栖の腕をからめとると、そのまま身体からだを密着させた。

　むにゅり、とその豊満な胸の膨ふくらみが真威栖の二の腕に押しつけられる。真威栖の頭のなかで、どこかの回線がショートした。

「なにをしているんですかザランさん!?　ふ、ふしだらですよ！」

　それを見たアズリィがザランに指を突きつける。

「貴女あなたっていちいち大げさで五月蠅うるさいわねぇ……。まるで処女みたぁい」

「しょ……!?」

　アズリィが熟したリンゴのように赤くなる。

「そ、だとしたら、なっ……」

「あはっ、初心うぶな反応ぉ[image: ～][image: ～]おっかしぃぃ[image: ～][image: ～][image: ～]♪」

「……そろそろ僕は失礼していいか？」

　真威栖が一応聞こうとしたとき、




「あ、あのっ!!　こちらに真威栖という名前の人がいるって──」




　教室に、ひとりの女子生徒が駆かけ込んできた。

　しっとりとした黒くろ髪かみをおさげにして胸元に垂らしている。

　背せ丈たけはアズリィと同じくらいか。造兵学科の制服姿で、スカートの下から黒のストッキングに包まれた足がすらりと伸のびている。

　顔立ちは端たん整せいで、周囲を癒いやすような可か憐れんな雰囲気に溢あふれていた。

　だがいまは苦しそうに胸をおさえながら、白い頰ほおを上気させている。どう見てもただならぬ様子だった。

　突とつ然ぜんの訪問者に、真威栖に群がっていたクラスメイトたちも含めて全員が注目した。

　まただれかの担当？　などとクラスメイトのひとりが言ったが、だれの担当技師でもないようだった。

　少女と真威栖の目が合った。

「あ、あ……」

　どことなく気弱そうな雰囲気の少女。その面おも影かげが、古い記き憶おくを呼び起こした。

「いるか──」

　呆ぼう然ぜんと、真威栖はつぶやいた。

　全身を揺ゆさぶるような衝しよう撃げきに吞のまれて、真威栖もその場に立ち尽つくした。自分の声がかすれていることにも気づかなかった。

「五十海いかるみいるか、なのか？」

「真威栖、くん……」

　その少女──いるかは薄うす桃もも色いろの唇くちびるを震ふるわせ、かぼそく喘あえいでいた。

　その過か剰じようなほどの反応が、いるか本人だということを真威栖に理解させた。

　わからなくて当然だった。

　あれから、七年以上経っているのだ。

　どうしているかがここに？

　どんな言葉をかければいいのか、それすらもわからずに、真威栖が茫ぼう然ぜん自じ失しつのまま固まっていると、いるかがゆっくりとした足取りでこちらに近づいてきた。

　衆しゆう人じん環かん視しのなか、教室の中心で真威栖たちは見つめ合う。

「いるか、どうしてきみがここに──」

　真威栖のその疑問の言葉は、しかし途と中ちゆうで封ふうじられてしまった。

　物理的に口がふさがれたからだ。

　いるかの、唇によって。

　なにが起きているのか、すぐにはわからなかった。

　いるかが真威栖の頰に両手をそえ、爪つま先さき立だちになって背を伸ばし、目を閉じてわずかに首をかたむけながら、その唇を押し当てていた。

　しっとりとした感かん触しよく。

　真威栖はようやく、自分がキスされているということを理解した。

　だがそれ以上の明確な思考は働かなかった。

　いるかがゆっくりと、真威栖から唇を離はなす。まぶたを持ち上げ、ほんの数センチの距きよ離りで真威栖を見つめたいるかは──

「きゅ～……」

　奇き妙みような声を発して後方に傾かたむき、ばたん！　とそのまま床ゆかに倒たおれた。




「なんでぇぇぇぇぇ[image: !!?]」




　教室にいた全員が、ツッコミの悲鳴を上げた。

　その中心で、真威栖は全身に滝たき汗あせをかいた。

　とっさに倒れたいるかの身体を抱だき上げる。だがいるかはぐったりとして目を閉じていた。どうやら気を失っているらしい。

「お、おい、いるか!?　その……色々と聞きたいことはあるのだが、なぜよりにもよってこのタイミングで気を失う!?　こ、これではまるで僕が──」

　猛もう烈れつに嫌いやな予感がしたのもつかの間、背中に強い殺気を感じた。
















「マイスさん……あなたは……」

　さきほどでさえ《ブレイズ・エスパーダ》を抜ぬかなかったアズリィが、すでにそれを起動して真威栖に向けていた。

「その方、気を失っていますね……」

「た、たしかに、そのようだが」

「マイスさん、あなたが、やったのですか……？」

「僕はなにもしてないぞ!?　た、たしかに間接的に僕という存在が影えい響きようを及およぼした可能性はなきにしもあらずかもしれないが……」

「犯行を認めましたね！」

「きみの脳内でどういう意味の変へん換かんがされたんだ……!?」

　アズリィはもはや聞く耳持たない、という様子である。

「どういうことか、説明してもらいます」

　あの模も擬ぎ戦のときをはるかに上回る戦意を放つアズリィを前に、これは本当に命が危ないな、と真威栖は確信した。

　白衣の下から道具のひとつを取り出し、足元に放り投げた。

　スモークグレネードの破は裂れつ音とともに、一いつ瞬しゆんにして濃こい煙えん幕まくが広がる。

「ゲホッ！　ま、待ちなさ──」

　真威栖はいるかを抱き抱かかえて、その場から全速力で逃げ出した。




　＊




　ベッドに横になったいるかのまぶたが、ゆっくりと開かれた。

「あれ、ここは……」

「はぁ……き、気がついたか……。ここは……ぜぇー……寮りようにある、きみの……部屋だ……」

　真威栖は全身で息をしながら、あえぐようにして答えた。

　身体中汗だくですでに体力が尽きかけていたが、ひとまずいるかが無事に目を覚ましたことにほっとした。

「わたしの……部屋？」

　いるかがぼんやりとした表情で、辺りを見み渡わたす。大きなものはベッドや机があるくらいで、お世辞にも広いとはいえない部屋だったが、クッションやカーテンなど、全体的に女の子らしい淡あわい色取りやデザインのものが添そえられている。

　ここは、造兵学科の女子寮にあるいるかの部屋だった。

　教室から命からがら逃にげ出した真威栖は、一番時間が稼かせげるであろう場所としてここに逃げ込んだのだった。

「ああ。勝手に悪いとは思ったが、きみの持っていた鍵かぎを拝借した。どうしても人目を避さけたかったのでな。かといって、僕の部屋やラボに連れ込むと、それはそれでべつの問題が生じそうだったこともあり……」

　真威栖は誤解がないように弁解したが、そもそもいるかはこちらの話を聞いていないようだった。

　真威栖を幽ゆう霊れいを見るかのように見つめている。

「真威栖……くん……？」

「やはり、いるかなんだな」

「……そん、な……」

　いるかはきゅ～とうなって、ふたたびベッドに沈しずみ込んだ。

「またか……」

　五十海いるかは、幼いころから些さ細さいなことでよく気を失う少女だった。

　さらに根気よく待つこと数分。

　ゆっくりと、いるかがもう一度目を覚ました。

「大だい丈じよう夫ぶか？　気をたしかに持ってくれ」

「真威栖くん……？　あれ……ゆ、夢じゃない……の？」

「夢？　僕はちゃんとここにいるぞ」

「真威栖、くん……」

　いるかは瞳ひとみをうるませた直後、真威栖の胸に飛び込むようにして抱きついた。

「！　お、おい？」

「また会えた……ほんとうに……ほんとに」

　あとは言葉にならない。

　かぼそい嗚お咽えつを上げ、いるかは肩かたを震わせている。

　気まずかった。

　だが、真威栖も気持ちは同じだった。

　まさか、自分を知っている人間にまた会うことがあるとは、思っていなかった。

　捨てたつもりだったはずの日々。

　それがいま、はっきりとした重さと熱を持って、真威栖の腕うでのなかにあった。

　真威栖はそっといるかの頭をなで、しばらくそうしていた。







　それから、いるかからこれまでの話──彼女の身の上に起きたことを聞いた。

　いるかは去年の春、このアヴァロン新東京支部の造兵学科に入学してきたらしい。

　いまは十六歳で、学年も真威栖たちと同じ高等部の二年生だ。

　真威栖が編入してきたのは数日前だったが、学科がちがうためその存在は今日の今日まで知らなかったようだ。

「そうか。五十海博士は……」

「うん。お父さんは去年の秋に……。ずっと悪かったのに、倒れるほんのすこし前まで仕事しようとしてて」

　いるかと真威栖は、幼なじみといっていい関係だった。

　真威栖が幼いころから通っていた、とある研究所。そこでいるかの父親も働いていた。

　そのため彼の娘むすめであるいるかもときどき研究所を訪れており、年の近い真威栖とは顔を合わせることが多かった。

　ただ、いるかの父親は心臓に重い病気をわずらっていた。

　本人は気き丈じように振ふる舞まっていたが、良くないのだということは当時からも感じていた。

「とても優ゆう秀しゆうな人だった。何度も助けてもらった」

　心の底から出た言葉だった。

　いるかがぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「ねぇ、真威栖くん。在あ莉り栖すちゃんのことは……」

「わかっている」

　真威栖は、いるかの言葉を制した。

　いるかがなにを言おうとしたのかは、聞かずともわかった。

「あまりその名前を口にしないほうがいい。下手をすれば、いるかにも迷めい惑わくが及ぶ」

「そんな……わたしなんかより真威栖くんのほうがずっと……！」

　いるかは痛切に、表情をゆがめた。

「ずっと、つらいはずなのに……」

　真威栖は否定も肯こう定ていもしなかった。

　自分にはその資格がない。ただ、いるかのことを心配しているのは本当だった。

　いるかはこの世界の大勢の人間が知らない真実を知っている、ごく限られた関係者のひとりでもある。

　真威栖が自分の父親のことをまるで同どう僚りようか部下のように評したことにも疑問を抱かないのは、いるかが真威栖の過去を知っているからだ。

「ごめん……。でもひとつだけ、覚えておいてほしいな。わたしだけは、本当の真威栖くんのことわかってるから……」

「……助かる」

　言葉少なに真威栖は応じた。

「でも、こうしてまた会えるなんて……本当に夢みたい」

　となりに座った真威栖の肩に、いるかがそっと頭を預けた。

「ずっと心配だったんだよ……。お父さんも、真威栖くんのことは機密事じ項こうだって言って、なにも教えてくれなかったから」

「すまない」

　とっさに謝ったものの、それで自分の行いが許されるはずもないだろうことは、痛いほどわかっていた。

「ねぇ──真威栖くんは、どうしてここに来たの？」

　いるかが言った。

　それは決して非難するような口調ではなかったが、真威栖は石つぶてを投げつけられているような痛みを感じた。




「僕は、僕の目的を果たす」




　幻げん痛つうに耐たえながら真威栖は答えた。

　それはあの灼しやく熱ねつの日からずっと変わっていない──真威栖が生きるたったひとつの意味であり、存在を許される理由だと信じていた。

「僕は強い双装オルトロスを造らなければいけない。どんな双装オルトロスであっても打ち倒たおし、破は壊かいできる力を。そのためにここにいる」

「真威栖くん……」

　いるかが驚おどろいたように真威栖を見つめている。

　真威栖はあまりいるかを不安にさせたくなかったので、話を変えた。

「いるかは、なにか目標があるのか？」

「わたしは……、お父さんみたいな、立派な技術者になりたいな」

「ああ。いるかならきっとなれる」

「……ありがとう」

　そう答えると、いるかは安心したように目を閉じて、真威栖にしなだれかかった。

　控ひかえめだがふんわりとした膨ふくらみが、真威栖の腕をそっと包み込む。

　他人の目がないにもかかわらず、妙みようなうしろめたさを感じた。

「い、いるか……さきほどのことだが。あれは、その、いったいどういう意味で……」

　真威栖がしどろもどろに質問すると、いるかはきょとんとした。

「あれって？」

「だから、教室できみが……」

　真威栖はそこまで言って、ふといるかの態度に違い和わ感かんが生じた。

「もしかして、覚えていないのか？」

「えっと……うん……。実は、真威栖くんの教室に行ったところまでは覚えてるんだけど、真威栖くんを見つけてから頭が真っ白になっちゃって、記き憶おくが曖あい昧まいで……。わたし、なにか変なことしたかな……？」

　その言葉に啞あ然ぜんとしたものの、不安そうにするいるかの顔を見て、真威栖はとっさに真実を吞のみ込んだ。

「いや……、だ、大丈夫だ。あれくらい、僕には造作もない」

「ほんとうに……？」

「もちろんだとも。息を吸うのと同じくらい慣れている。だから気にするな」

「うん……ありがとう」

　実際のところ慣れてもいないし造作はあったのだが、いるかにこれ以上ショックを与あたえたくなかった。下手をしたらまた気絶してしまうかもしれない。

　真威栖が黙だまり込むと、気まずい空気が残った。

　なにか話題を作らねばと焦あせったとき、ふとあるものに目が留まった。

　部屋のベッドの脇わきに、ぬいぐるみ……手作り感あふれる人形が置かれていた。

　ややぼさぼさ気味の髪かみに眼鏡めがねをかけていて、上から白衣を着せられている。

「いるか、あれは？」

「ああ、あれは真威栖くん人形だよ」

「人形……？」

　僕の？

　改めて凝ぎよう視しする。自分に似ているかといわれれば、まあそうかもしれない。

「自分で、作ったのか」

「うん、もちろん」

「どうして……？」

「え、だってこうすれば、二十四時間三百六十五日、ずっと真威栖くんと一いつ緒しよにいられるでしょ？」

「…………そう、か」

「あ、でもねこれはちょっと恥はずかしいんだ。まだ１００番目くらいのやつだから……」

「なんだって？」

　いるかはふと立ち上がって、クローゼットを開けた。

　なにかが雪崩なだれのように転がり出てきた。

　大量の白い塊かたまり。そのすべてが──真威栖風のぬいぐるみだった。

「こっちの１５０番目くらいからは、もっと上手になったんだよ。ほら、この目の辺りとか……」

　いるかが女神の笑みをたたえたまま、嬉うれしそうに説明している。

「……そ、そそ、そうだな」

「どうしたの？　なんか手が震ふるえてるよ？」

「いい、いや、べべべつに」

　本来なら、いるかが自分を慕したってくれているというのは光栄なことだが……。

　この悪寒はいったいなんだろう？

「あとね、これが真威栖くんの八歳の頃の写真集。それとね──」

　いるかが次から次へと取り出す。

　気づけば、部屋の中は真威栖グッズで溢あふれかえっていた。

　というか、真威栖に関するものしか存在しなかった。

　女性は神秘──そういうフレーズをどこかで聞いたことがある。なるほど、あれはつまりこういうことなのだなと結論づけて、真威栖はそれ以上深く考えないことにした。

　そのとき、いきなり外からすさまじいボリュームの声が響ひびきわたった。

『マイスさん!!　あなたは完全に包囲されています!!』

「何事だ？」

「えっと……なんか外にすごいいっぱい人が集まってるけど……」

　真威栖は窓から外を見下ろした。

　すると寮りようの下に、完全武装状態の双装騎士セイヴアーたちが集まっていた。

　その先頭で目を血走らせたアズリィが拡声器を握っている。

『おとなしく人質を解放して投降してください!!』

「人質!?　僕は立てこもり犯か……!?」

「わたしって人質だったんだ……。でも、真威栖くんならいいよ。どこまでだって一緒に……」

　いるかが真威栖にそっと抱だきついてくる。

「そ、そうか……。いや、ではなく！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、きっと。わたしがみんなにちゃんと説明するから」

「ほんとうに頼たのむぞ。このままだと、彼女がここを爆ばく破はしないとも限らないからな」

　実際、外で鬼おにの形相のアズリィが「爆ばく砕さいしますよ!?」などと叫さけんでいる。

　彼女なら十分にやりかねなかった。




　＊




　数日後。

　昼時になって真威栖が教室を出ると、アズリィに呼び止められた。

「どこに行くんですか？」

「決まっているだろう。食堂だ」

「では、私も一緒に行きます」

「……僕を監かん視しするつもりか？」

「べつに。ただ、午後は野外訓練がありますので」

　先日のいるかとの一件以来、アズリィは妙に真威栖に対する警けい戒かい心を強めていた。

　真威栖の指導係として訓練をサボらないように目を光らせている、という事情もあるのだろうが、どうもその態度には個人的な感情が混じっている気もした。

「まあ、きみがそうしたいというなら好きにすればいい」

「[image: Д][image: а]ダー。……あっ、ちがいますからね!?　べつにこれは私がマイスさんと一緒にいたいとか、そういう理由じゃないんですよ!?」

「一緒に行きたいのか、行きたくないのかどっちなんだ？」

「それは……！　………行きたい、ですが……」

「なら付いてくるといい」

　淡たん々たんと言って教室を出ると、そこで予想外の人物に出くわした。

「あ、真威栖くん」

　造兵学科の制服を来たおさげ髪の女子生徒──いるかがそこにいた。真威栖を見つけて嬉しそうに顔をほころばせる。

「いるか、どうした？」

「あの……よかったらね、お昼一緒にどうかなって思って……」

「それならちょうど、僕たちも向かおうとしていたところだ」

「僕……たち？」

　そこでようやく、いるかが真威栖のうしろにいたアズリィに目を向けた。

「えっと、このまえの……」

　先日の件でふたりには一応面識ができていたが、まともに話すのはこれがはじめてだったようだ。

「ああ、彼女は同じクラスのアズリィ・アズラーニャだ。僕のラボを爆破することが趣しゆ味みの、きわめて怪かい力りきで荒あらっぽい優ゆう秀しゆうな双装騎士セイヴアーだ」

「どういう紹しよう介かいですか!?」

「？　事実だろう。それに僕は褒ほめたつもりだ」

「ぜんっぜんそんな気がしません……！　っていうか趣味ってなんですか!?　私はマイスさんが勝手に設置する小屋を撤てつ去きよしているだけです！」

「……そっ、か」

「いるか、どうかしたか？」

「ううん、なんでも……。造兵学科の五十海いるかです。よろしくね、アズリィさん」

「[image: Д][image: а]ダー、いるかさん」

　ふたりの少女はにこやかに握あく手しゆをかわした。







　食堂エリアのかたすみに「KEEP OUT」と書かれたテープが張られ、一部が立入禁止となっていた。以前、真威栖が不法占せん拠きよしていたためにアズリィが爆破した場所だ。

　そのすこし手前の四人掛がけのテーブルに真威栖たちは陣じん取どった。

　真威栖のとなりにはいるかが、正面にはアズリィが座っている。

「ところで、マイスさんはいつもその格好なんですね」

「この白衣のことか？　まあ機能的だからな。ちなみにこの白衣は僕特製で、裏側に多数の道具を収納できるようになっている。よければきみにも一着進しん呈ていしよう」

「すごくいりません。それより、ずいぶん偏かたよったメニューですね」

　アズリィが真威栖の手元を見て言う。そこには山盛りのサラダがあるだけだった。

「僕の主食は野菜だ」

　むしゃむしゃと生野菜を口にしながら、真威栖もアズリィを一いち瞥べつする。

　対照的に、アズリィのプレートには肉料理が山盛りになっていた。

「い、いけませんか!?」

「べつになにも言ってないぞ」

「真威栖くん、ここのお肉ってすごくおいしいんだよ？　取りすぎちゃっても仕方ないと思うな」

　いるかがさりげなくフォローするも、アズリィは恥ずかしそうにしぼんだ。

「……それにしても、本当にふたりはお知り合いだったんですね」

「そうだ。だから先日の一件は、完全な誤解なのだ。僕は断じてやましいことなどしていないぞ」

「それならいいんですが……。それで、どういうご関係なんですか？」

　アズリィがいるかに尋たずねる。

「えっと……もう七年以上前のことなんだけど、わたしのお父さんと、真威栖くん……のご両親が同じ場所で働いていて。そこで真威栖くんとは小さい頃ころから会うことが多かったんだ。真威栖くんには、ときどき一いつ緒しよに遊んでもらってたから」

「そうだな」

　真威栖は言葉少なにうなずいた。

「ただ、父は病気で去年亡くなって……」

　いるかの声がわずかに沈しずむと、アズリィははっとした。

「立ち入ったことを聞いて、申し訳ありませんでした」

「う、ううん、気にしないで。もう立ち直ったから。それに、真威栖くんとここでまた会えたから、わたしはもうなにも……」

　いるかがすこし恥ずかしそうに口にして、真威栖を見つめた。

　その視線にこめられたただならぬ親愛さに、アズリィは驚おどろいている。

　一方、真威栖はやはり妙みような後ろめたさと気まずさに襲おそわれた。

「い、いるかさん？　これは善意からの忠告ですが、ああいった行こう為いは……その、控ひかえたほうがいいと思います！」

「えっと、それはどういう……」

　いるかが首をかしげたので、アズリィも眉まゆをひそめた。

「ですからその、教室でマイスさんにしたこと……です」

　説明するアズリィの頰ほおもすこし赤い。

　だがあのときのことを覚えていないいるかは、不安そうに真威栖を見た。

「でも真威栖くん、あのときのことは造作もないって……」

「え？」

　アズリィがそれを聞いてぽかんとした。

　すさまじいタイミングの悪さに、真威栖の背中に嫌いやな汗あせが浮うかぶ。

「い、いるか待て、それは──」

「あれくらい、息を吸うように慣れているって」

「ななっ、慣れ……!?」

　アズリィがパニックに近い状態でうろたえ、真威栖はそれ以上に慌あわてた。

「ち、ちがうぞ!?　それは断じて正確な事実ではなく、一種の比ひ喩ゆ的表現というやつで──」

「真威栖くん、やっぱりわたしなにか迷めい惑わくなことを……」

「いや!?　決して迷惑というわけでは──」

「よかった……。あの、ごめんねアズリィさん。実はわたしあのとき混乱してたみたいで、ちゃんと覚えていなくて」

「そ、そうなのですか？」

「でも真威栖くんが言うとおり、たいしたことないみたいだから」

「たいしたことがない!?　マイスさん、あなたは……！」

「つ、つまりあれは……」

　いるかとアズリィの双そう方ほうに対して生じた論理的矛む盾じゆんに、真威栖は完全に硬こう直ちよくした。

　なんだこの状じよう況きようは？　なぜ僕はここまで追い詰つめられている!?

「アズリィさん、真威栖くんを責めないであげて」

　窮きゆう地ちを察してくれたのか、いるかがアズリィから真威栖をかばうように言った。

「し、しかしですね！」

「おねがいだから」

「うっ……」

　幸いなことに、どこまでも無む垢くで純じゆん粋すいないるかの瞳ひとみは、アズリィの怒いかりさえも霧む散さんさせたようだった。

　やがてアズリィが「……まあいいです」と口にし、真威栖は命拾いした。

「ところで、マイスさんはいつも訓練をサボって、あのウサギ小屋のような場所でいったいなにをしているんですか？」

「僕のラボが、ウサギ小屋だと……」

　なにげないアズリィの言葉に真威栖は大きなショックを受け、顔を歪ゆがませた。

「重要な訓練をサボるくらいですから、念のために」

「新しい双装オルトロスの研究と開発だ」

「あんなところで……ひとりで、ですか？」

「ああ」

　平然とうなずく真威栖に、アズリィは困こん惑わくした。

　双装オルトロスの開発は、アヴァロンでは造兵学科の仕事である。

　双装騎士セイヴアーの育成とならんで重要視されている。だからこそ造兵学科という独立した部門で、それを担う生徒の育成が行われているのだ。

　いくら元双装技師エンジニアとはいえ、それをひとりで行おうとしている真威栖が、アズリィにはひどく無む謀ぼうで常識知らずに思えた。

「だがかなり難航している。とにかく資材が足りないんだ。いくら僕といえども、無から有は生み出せないからな」

　そこで真威栖は、あることを思い出した。

「そういえば、アズリィ。きみはこのあいだの戦技会で準優勝した報ほう酬しゆうとして、新しい双装オルトロスが与あたえられたと聞いたが」

「《四よん零ぜろ式》のことですか」

「なに、《四零式》だと？」

　途と端たん、真威栖は食事を続けることも忘れてしまった。

「それって……たしか第三世代型の双装オルトロス、だよね？」

「そうです」

　いるかの質問にアズリィがうなずく。

《四零式》は、真威栖がこのまえの模も擬ぎ戦で使用した《三七式》の正当な後こう継けい機にあたる双装オルトロスだ。

《三七式》のＤ粒りゆう子し出力は、おおよそ１５０[image: ]０００ＰＳ／ＫＧ。

　対して《四零式》は、新型対反応動力核ツインエンジンの搭とう載さいにより、２５０[image: ]０００ＰＳ／ＫＧもの出力を実現している。カタログスペック上ではあるが、《三七式》の１・５倍以上のエネルギーを扱あつかうことができるということになる。

　加えて第三世代型と呼ばれる双装オルトロスの最大の特とく徴ちようは、最新の電磁熱光学迷めい彩さいエフェクト──粒子領域を応用したステルス化を実現していることだ。

　つまり敵を早期に発見し、かつ一方的な先制攻こう撃げきが可能となる。

　今後、アヴァロンにおける主力機になると期待されている双装オルトロスだった。

「わたしも実物はまだ見たことがないなぁ……」

「アズリィ、折り入って頼たのみがある」

「なんですか？」

「これは、一見チャレンジングな選せん択たくに思えるかもしれないが、長い目で見れば全人類にとって非常に有意義なことだ」

「まわりくどいですね……。はっきり言ってください」

「簡単なことだ。それ、僕にくれ」

「ダメです」

　アズリィが即そく答とうした。真威栖は絶望に顔をゆがめる。

「頼む」

「ぜったいにイヤです。どうせまたバラバラにされるだけですから」

「しかし、きみは僕に借りがあると言っていたな。それと交こう換かんでどうだ」

「こんなときにそれを持ち出すんですか!?」

「ふっ……借りというのは、作ったほうが貸したほうに一方的に隷れい属ぞくする義務が発生するのだ。恨うらむなら過去の己を恨むがいい」

「そうですか。ますます断る決意を固めました」

「なっ……!?　し、しかしだな、きみも新しい双装オルトロスにまた身体を最適化させるのは、大変ではないのか？」

　双装オルトロスは、使用者の脳に強い負荷を生じさせる。

　Ｄ粒子とエフェクトを自由自在に操る上で、双装オルトロスに内蔵された量子電脳クアンタムブレインと脳波をリンクさせるためだ。しかも双装オルトロスごとにリンクする波形が異なるため、新しい双装オルトロスに慣れるには、通常は長時間の訓練が必要となる。

　アズリィはそれも理解しているはずなのだが、

「それはべつに構いません。それが私の役割ですから」

　その言葉は、どこか機械的だった。

　まるで自分の意志など存在していないかのような彼女の横顔を、真威栖は吸い寄せられるように見つめてしまった。

「アズリィ、ひとつ聞いてもいいだろうか」

「なんですか、改まって」

「きみは、どうして双装騎士セイヴアーになったのだ？」

「え？」

　それほど特別な質問ではないと思ったのだが、アズリィは目をまたたかせた。

「いや……立ち入ったことを聞くつもりはないのだが。なにか強い動機があってのことなのではないか、と。きみはアヴァロンでも指折りの実力者のようだからな」

　そのように補足するも、やはりアズリィはぴんと来ていない様子だった。

「私の、理由……」

　アズリィが独り言のようにつぶやく。

　真威栖はいるかと顔を見合わせた。

　もしかしたら、なにか気に障さわることがあったのかもしれない。

「いや……すまない。無理に答えずともいい」

「[image: Д][image: а]ダー。それより、今日の訓練はちゃんと出てくださいね。マイスさんはいまは私と同じ双装騎士セイヴアーなんですから。じゃないとラボを爆ばく破はしますよ」

「きみはときどきテロリストのようなことを言うな……」

「真威栖くん、がんばって。ちゃんと食べて体力つけないとだめだよ？　真威栖くんは放っておくと眠ねむるのも食べるのも忘れるんだから……。あ、よかったら、わたしが今度お弁当作ってあげるけど」

「なに？　それは非常に助かる」

「ふふ……じゃあ今度、ラボに持っていくね♪　もし泊とまらせてくれれば、朝ごはんも作ってあげられるよ」

「泊ま……!?　マイスさん、やはりあなたはいるかさんとそういう──」

「いるか、それは危険なのでやめるべきだ。主に僕の命がな」

「マイスさん!?　誤ご魔ま化かさないでちゃんと説明してください！」

　真威栖たちの関係について、アズリィはふたたびしつこく追つい及きゆうするのだった。




　＊




「──なるほど、そんなことがあったんだね」

　その日、アズリィは皇風詩のいる騎士会長室を訪れていた。

　すでに報告をはじめてから、一時間以上が経過していた。

「[image: Д][image: а]ダー。マイスさんは色々と素行に問題がありますが、そのなかでも重大なのがいまお話ししたようなマイスさんの交友関係です。もちろん個人的に付き合いが深い相手がいることは仕方ないことですが、風紀を乱すような逸いつ脱だつした行こう為いは控ひかえるべきです。私たちはアヴァロンという組織の一員であると同時にまだ学生でもあるわけですので、そういったところから見てもマイスさんを取り巻く環かん境きようは決して適切とはいえません」

「はぁ」

　めずらしく饒じよう舌ぜつに語るアズリィに、風詩は気の抜ぬけた相あい槌づちを打った。

「えっと……そ、それで相談っていうのは、なんだったっけ？」

「え？　あっ、ですから、どうやって借りをお返しするのがよいかと……」

「ず、ずいぶん話がそれたね……まあいいけど。それで、真威栖くんはなんて？」

「それが、私に支給された《四よん零ぜろ式》を譲ゆずってほしいと」

「ああ……なるほどね。それは真威栖くんらしいなぁ……」

「たしかにマイスさんに恩があるのは事実ですが、かといって厳密に私の所有物でもない双装オルトロスを譲っても、それを返したことには……」

　アズリィはあの真威栖の頼みについて、実はあれから真しん剣けんに悩なやんでいたのだ。

　以前、借りを必ず返すと宣言したのはほかならぬアズリィ本人であるし、真威栖もめずらしくこだわっているようだったので、なにかしてあげたいとは思っていた。

　アズリィの相談を聞き終えた風詩は、その背せ丈たけに似合わない大きな椅い子すをくるりと回転させると、おもむろに立ち上がった。

「これは、アズリィちゃんの貸し借りとは関係ないんだけど……。

　風詩は真威栖くんに《四よん零ぜろ式》を託たくしたいと思うんだけど、どうかな？」

　予想外の発言に、アズリィは驚おどろいた。

「いいんですか？　せっかくの新型を……」

「ほ、ほら？　真威栖くんて双装技師エンジニアでもあるわけだし、色々と興味があるんじゃないかな。彼の勉強にもなるだろうし」

「会長がそう言うなら……私は、構いませんが」

「うん、じゃあそういうことで。受領した《四よん零ぜろ式》は、あとでアズリィちゃんが真威栖くんのところに持っていってくれると助かるな」

「[image: Д][image: а]ダー……いえ、了りよう解かいしました」

　真威栖のところに、という部分でアズリィの頰ほおがわずかにゆるんだのを、風詩はあえて気づかないふりをした。

「ああ、それでアズリィちゃんの借りの件だけど……」

「はい。非常に重大な案件です」

　アズリィは前のめりにうなずいた。関心事としてはそちらのほうが上だった。風詩はその勢いに若干たじろぎながらも、

「アズリィちゃんが真威栖くんになにかしてあげるとか、どうかな？」

「それは……具体的にはどんな？」

「う、うーんと……たとえば料理を作ってあげるとか」

「……それは、私にはちょっと……。私はピロシキも作ったことがないので」

「そうなんだ……。あっ、じゃあマッサージしてあげるとかどう？　なーんて、アズリィちゃんのあれは風詩も前に気絶しかけたし──」

　冗じよう談だんめかして言いかけると、なぜかアズリィは表情に自信を取り戻もどした。

「[image: Д][image: а]ダー。それは得意です」

　双装技師エンジニアが機械や電子機器に対して詳くわしいように、身体が資本である双装騎士セイヴアーにとって肉体のメンテナンスはお手の物だ。

「わかりました。それでは、行ってきます」

「え？　あ、アズリィちゃん？　いまのはちょっとした冗──」

　最後まで聞くことなく、アズリィは会長室を飛び出していった。

　ぽつん、と残された風詩は目をまたたかせる。

　やがて自分の引き起こした状じよう況きようについて理解した。

　やばい。どうしよう。

　真威栖の身に深刻な危機が迫せまりつつあった。

　あの様子では、下手をすれば悲ひ惨さんな事故が起きかねない。

　風詩は椅子にすとんと小さな腰こしを下ろし、しばしうーんとうなった挙句、ぽん、と手を鳴らした。

「まぁ、いっか♪」

　皇風詩──支部最強ナンバー１の双装騎士は、そういう少女だった。

　だがやがて、ふいに表情をくもらせる。

　真威栖ではなく、彼女に対しての罪悪感を抱いだいたからだ。

「本当のことを知ったら、アズリィちゃんは怒おこるかな」

　白銀真威栖という人間について、風詩はアズリィたちに隠かくしていることがある。

　それはもしかしたら、アズリィにとっては受け入れられないことかもしれない。

　彼女の人生は、双装オルトロスと切り離はなすことはできないのだから。

「もし、《炎ほのおのイヴ》が起きさえしなかったら。

　もし、双装オルトロスと呼ばれる兵器が生まれなかったら……」

　それは歴史においては無意味な『if』の話。

　七年前の十二月二十四日。

　デスペラーダが引き起こした未み曾ぞ有うの大規模同時多発テロ──通つう称しよう《炎のイヴ》により、世界中が業火に吞のまれた。

　かつて東京と呼ばれた都市もすでに機能していない。

　それがなければ、アズリィも、もちろん風詩たちほかの生徒もみな、いまここにこうしていることはなかっただろう。

　革新的兵器──『双装オルトロス』。

　それを生み出したのは、ひとりの天才少女であるとされている。

　それはおそらく、双装オルトロス関連のあらゆる文書や書しよ籍せきに記き載さいされているであろう、公然の事実。世界中の人間が知っていることだ。

　だがその人物を好意的に捉とらえる者は、一部のカルト的集団以外存在しない。

　なぜならその双装オルトロスの生みの親こそが、デスペラーダを率いて《炎のイヴ》を引き起こしたのだから。

　稀き代たいの天才。

　そして世界を変へん貌ぼうさせた首しゆ謀ぼう者しや。

　人類の敵。

「風詩たちもこの新東京支部も、もっと強くならないとね」

　デスペラーダを打だ倒とうし、忌いまわしき過去を清算するために必要なこと。

　風詩たちにとっての最終目的。




「デスペラーダの首領──狗いぬ改かい在莉栖を殺すために」




　＊




　真威栖が新たに屋上に設営した、みすぼらしい外見のラボ。

　放課後、その扉とびらが外からノックされた。

　ラボのなかで端たん末まつのセッティングをしていた真威栖が、警けい戒かいしながら「どうぞ」と答えると、現れたのはアズリィだった。手には双装オルトロス専用の大型ケースを抱かかえていた。

　真威栖は中ちゆう腰ごし姿勢のまま固まった。

「？　どうしたんですか」

「いや、また爆ばく破はされるかと……」

「今日はしません」

「そうか。できれば明日あしたからもしないでくれ」

「それはマイスさんの行動次第ですが──」

　そこで、ラボのなかを見み渡わたしたアズリィがふいに黙だまり込んだ。

　その視線が捉えたのは、あちこちに散らばったおびただしい数の精密部品。さらにラボのなかを見渡すと、端末につながれた双装オルトロスの量子電脳クアンタムブレインや、狂くるったような数式の殴なぐり書きで黒く染まったホワイトボードなどが置かれている。

　アズリィは思わず圧あつ倒とうされた。

　これは努力の跡あとであり、苦く悩のうの跡だ。

　すべてを理解できるわけではなかったが、そのことだけはアズリィも十分に察することができた。

「で、用件は？」

「あ……。これを、持ってきました」

　アズリィが大型ケースを作業台の上に置いた。それを真威栖に見せるように開くと、中には真新しい二ふた振ふりのカタナが収納されていた。

　第三世代型双装オルトロス──《四よん零ぜろ式》だ。

「マイスさんに、これをお預けします」

　あまりにもあっさりとアズリィが言ったので、真威栖は驚きよう愕がくした。一いつ瞬しゆん、なにかの罠わなかと思ったほどだ。

「本当に、いいのか？」

「はい。会長からも頼たのまれましたので」

「ふむ……そういうことか」

「それに、私もまだ《ブレイズ・エスパーダ》を完かん璧ぺきに扱あつかいきれているわけではありませんから。まず先に、もっと自分を鍛きたえようと思います」

「そうか。……ところで、さっそくだが触さわってもいいか？」

「どうぞ」

　真威栖がうきうきとした仕草でケースから《四よん零ぜろ式》を取り出すと、アズリィは呆あきれたように嘆たん息そくした。

「マイスさんがそれをどうしようと口を挟はさむつもりはありませんが、せめていきなりバラバラにするのはやめてくださいね」

「ああ、すぐにはしない」

　真威栖はさっそく《四よん零ぜろ式》をいじろうとしたものの、アズリィがすぐに立ち去ろうとしないので不思議に思った。

「どうした？」

「いえ、その……」

　アズリィは視線を落とし、もじもじと指先をからませた。

「つ……疲つかれて、いませんか？」

「？　それはまあ、慣れないランニングやら筋肉トレーニングなどをさせられればな。僕の身体からだは、本来は完全なるインドア仕様にできているのだ」

　このところ、真威栖は双装騎士セイヴアーとしてはごく当然の訓練をさせられていた。

　それが当たり前であるアズリィたちとはちがい、まだ慣れていない真威栖の身体は度重なる酷こく使しに悲鳴を上げていた。

　わざわざそれを確認しに来たのだろうか？　と思っていると、

「よかったら、私がその……疲れをとってあげますけど……」

「……なに？」

　ひどく小さな声で言うアズリィを、真威栖はぽかんとして見返した。







　真威栖は白衣と上着を脱ぬぎ、アズリィに言われるままラボのなかに置いてある仮か眠みん用の簡易ベッドの上に寝ねそべった。

　先日の借りを返したい、と前もってアズリィは説明した。

　真威栖としては《四よん零ぜろ式》の件で便べん宜ぎを図はかってくれたことで十分だったのだが、アズリィはなぜかマッサージをしてあげると申し出てきたのだった。

　とりたてて、それを受けたいというわけではなかった。ただアズリィのやけに必死な様子を見て、真威栖も無下に断ることはできなかったのだが、

「しかし、やはりきみにこんなことをしてもらわずとも……」

「安心してください。私、これは得意なんです」

「そう……なのか」

　まあ、これで効率的に疲ひ労ろう回復が促そく進しんされるというのであれば悪いことではない。

　真威栖は気分をリラックスさせ、肩かたの力を抜ぬいて待っていると、やがてアズリィのほっそりとした指先が背中に触ふれた。

「ではいきます」

「ああ、たの──いだだだっ……!?」

　ドリルのごときすさまじい指圧に、たまらず真威栖は悶もん絶ぜつした。

「あ、ごめんなさい」

「ななっ、なんのつもりだ……!?」

「なにって……これが正しいやり方ですよ。それに痛いってことは、そこが悪いってことなんですから。ちょっとぐらい我が慢まんしてください」

「いや、し、しかし……！」

　ちょっと？　生命の危機を感じたのに？

「こっちも、疲労がたまっていますね」

「ひぎゃああああっ!?」

　真威栖は痛みにもだえ、戦せん慄りつした。

　このままでは殺される……!!

「ま、待て！」

　焦あせった真威栖は、とっさにアズリィの手を握にぎって止めた。

「な、なんですか？」

「いや、その、だから……」

　なにか言わねば。この場を生きのびるために。

「ぼ──僕が代わりにやってやろう！」

　追い詰つめられた挙句に、真威栖はそう言った。

「えっ……」

「そ、そうだ。きみのほうが疲れているのではないか？　ずっと双装騎士セイヴアーとしてやってきたきみのほうが、慢まん性せい的な疲労が蓄ちく積せきされているにちがいない。きっとそうだ。いや絶対にそうだとも……！　だから僕にやらせてくれないか!?」

「しかし、それでは私の借りが……」

「それはいつか、べつのかたちで返してくれればいい……！」

　とにかく圧死はしたくなかったので必死にまくしたてた。

「──わ、わかりました……」

　真威栖はとりあえずほっとする。

　だがうなずくアズリィは、なぜか頰ほおを朱しゆに染めていた。




　＊




「では……いいか」

「はい……お願い、します」

　真威栖の目の前に、きわどい格好でアズリィがねそべっている。

　ただでさえ、双装騎士の制服は双装オルトロス使用時のＤ粒りゆう子し感応性を高めるために露ろ出しゆつが多いのだが、こうして横になると肩や脇わき、腰こしまわりやふとももなど目の毒となる部分が否応なく視界に飛び込んできてしまう。

　しかもそれが息を吞むほどに美しく若い女の子となれば、なおさらだ。

　アズリィの腰のくびれからふとともにかけて丸みを帯びた、危険なライン。

　真威栖はそれをできる限り直視しないよう、全力で意識をそらし続けた。

　たしかに、とっさに危機回かい避ひの手段として提案したことだった。

　だがこれはこれで、ちがう問題が生じているような……。

　改めて考えてみると、同年代の女子の身体にこんな風に主体的に触れた経験など、真威栖にあるはずもなかった。

　金属や工具の手て触ざわりはよく知っていても、女の子の感かん触しよくは知らない。

　それに真威栖はそもそもちゃんとしたマッサージのやり方も知らなかったが、ここは見よう見まねでやってみるしかない。

　おそるおそるアズリィの背中に触れると、やわらかな、それでいて弾だん力りよくのあるみずみずしい感触が指先に返ってくる。

「ぁっ」

　アズリィが小さく呻うめき、真威栖は時限爆ばく弾だんを起動したかのようにぎょっとした。

「!!　す、すまない！」

「い、いえ！　こちらこそ変な声を出してしまって、すみません……」

「や、やめるか？」

「大だい丈じよう夫ぶ、です。続けて、ください……」

　アズリィの白いうなじが目に入った。

　暑くもないのに、真威栖は全身にびっしりと汗あせをかいていた。

　まずい。よくわからないが、これは非常にまずい。

　なぜか脳裏にいるかの顔が浮うかび、よりいっそう危機感が強まった。

「──あの、どうしてなんですか」

　ふいに、アズリィが言った。

「な、なにがだ？」

「マイスさんはどうして、そこまでして双装オルトロスの開発にこだわっているんですか？　こんな風に、ひとりで努力してまで……」

　ふと真威栖の手が止まった。

　アズリィの言葉は、真威栖という存在の核かくとなる部分を突ついていたからだ。

「僕には、力がない」

「それは……腕わん力りよく的な意味ではなくて、ですか？」

「それもあるが……。昔からそうなのだ。僕はずっと、それこそ生まれたときから、自分が劣おとった存在であると実感してきた。いや、痛感させられてきたというべきか」

　真威栖は昔の記き憶おくを再生しながら答えた。

　本当のことだった。

　この世に生を受け自我が芽生えたそのときから、すでに自分のとなりには、自分をはるかに上回る優れた存在がいた。

　どうあがいても届きようのない、そんな存在が。

　そして同時に、この世界でもっとも大切だった女の子が。

「僕は無力だ。だから、僕は力を造りあげるしかないんだ」

「マイスさん、それは……」

　そのとき、ふいにアズリィが身体を起こそうとした。

　だがそのせいで、真威栖の指先が、うつぶせになったアズリィの身体のとある部分を不ふ可か抗こう力りよく的に撫なでてしまった。

「[image: !!!]」

　アズリィが声にならない声を上げて跳はね上がり、真威栖を巻き込んで台の上から転がり落ちた。

　同時にアズリィの肘ひじに軽い衝しよう撃げき。ふごぉ!?　という悲鳴が聞こえた気がした。

「くっ……あっ、マイスさんすみませ──」

　とっさにアズリィは謝りかけ──全身が硬こう直ちよくした。

　倒たおれたアズリィの上に、真威栖が覆おおいかぶさっていたからだ。

「ま、マイスさん……!?」

　真威栖は無言。

　その静かな迫はく力りよくに、アズリィはこの行こう為いの意味をおぼろげに察した。

　年とし頃ごろの男である真威栖が、なにを考えているのかも。

　ばくんばくん！　と心臓が大きく高鳴る。

「だ、だめですそんな！　こんなところで……だ、ダメです……」

　口から出る言葉とは裏腹に、真威栖を押しのける腕うでには、なぜか力が入らない。

　顔が火を吹ふきそうなほど熱くなる。

　真威栖の身体からだの温度と重さが、麻ま薬やくのようにアズリィの頭をしびれさせた。

「だめ……なんですから……」

　アズリィはつぶやきつつ、そっと目を閉じた。

　覚かく悟ごができているかといえば、噓うそになる。

　けれど──嫌いやではなかった。

　ただあまりの恥はずかしさで死んでしまうかもしれなかった。

「……おねがい……します……。せめて、や、やさしく……」

　最後にそれだけを、震ふるえる声で懇こん願がんした。

　だがそのまま数秒間、間の抜けた沈ちん黙もくが流れた。

「…………？　あのぅ……マイス、さん？」

「むー……」

　真威栖は腹部をおさえたまま、顔面蒼そう白はくで気絶していた。

　さきほどアズリィが驚おどろいて飛び跳ねた際、アズリィの肘が真威栖のみぞおちを直ちよく撃げきしていたことを知ったのは、だいぶあとになってからだった。

　アズリィは盛大にあわてて真威栖を揺ゆり起こそうとするも、反応は鈍にぶい。

「ちょっと、しっかりしてください！　マイスさ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん!?」




　狭せまいラボのなかに、少女の懸けん命めいな呼びかけが響ひびきわたった。








File. 03　《デスペラーダ》






　自分は〝何者か〟になれるだろうか、と五十海いかるみいるかはいつも考えている。




　幼い頃ころから、いるかは〝普ふ通つう〟だった。

　なにか飛び抜ぬけた特技があるわけでもなく、運動や勉強が得意なわけでもない。小学校に上がって数年が経過する頃には、自分は特別ではない、何者でもない人間なのだということに気づくことができた。

　それはきっと、身近に本物の〝特別〟がいたからだろう。

　それが、真ま威い栖すという男の子だった。

　いるかから見て、真威栖は紛まぎれもなく天才だった。

　いや、それは客観的な事実としてもそうだったのだろう。幼いいるかは、父親の職場である研究所のなかで時間をつぶすことが多かった。そこで、真威栖がいるかの父親やその同どう僚りようたちと対等に話す姿を何度も目にした。会話の意味など当時のいるかにわかるはずもなかったが、その光景はいまでも強く印象に残っている。

　そしてもうひとり、真威栖には双ふた子ごの妹がいた。

　それが、在あ莉り栖すという女の子。

　いるかが天才だと思う真威栖が、真の天才と呼ぶ少女。

　いるかにとって、在莉栖はもはや異次元の存在だった。実際、真威栖とちがって、彼女とはちゃんと話をする機会もほとんどなかった。

　だが早くして自分の身の丈たけがわかっていたからこそ、いるかは多くを望まなかった。

　自分は彼とは到とう底てい釣つり合わない、凡ぼん庸ような存在。

　それでも、ときどきは一いつ緒しよにいて、一緒に遊び、一緒に笑ってくれる。

　いるかにとっての〝特別〟な男の子が。

　それだけで、十分すぎる幸せだった。

　けれど。

　世界はそれを許してくれなかった。あの《炎ほのおのイヴ》により世界情勢は大きく様変わりし、いるかからも多くのものを奪うばい取った。

　真威栖がいなくなった。

　父親もいなくなった。

　どうしてなのだろうと、この七年という時間のなかで、いるかは考えつづけた。

　やがて、あるひとつの答えに辿たどりついた。

　それはきっと──自分が〝何者でも〟ないから。

　自分がもし、大切な人と並び立てるような特別な存在になれば、きっと自分にとっての大切な人はいなくならない。そんな風に考えるようになったいるかは、真威栖と父親の影かげを追って必死に勉強し、双装技師エンジニアとしてこの国際特務学園アヴァロンに入学した。

　学ぶべきことは山のようにあり、また世界を守る組織の一員という立場はあまりに重かった。さらに幼い頃とは比ひ較かくにならないほど特別な人間たちに囲まれ、いるかはまたしても自分が何者でもなく、また永遠にそうなれないことを痛感させられていた。

　そんなときだ。

　この学園で、真威栖と再会したのは。

　気絶してしまうほど嬉うれしかった。

　自分の努力は、きっとまちがっていなかったのだと、これは神様からのプレゼントなのだと思った。

　いま、真威栖は自分の近くにいてくれている。

　あの頃と変わらず、それはいるかにとって十分すぎるほどの幸福。

　──けれど、ふいに思う。

　こんなに凡庸な自分が、真威栖のとなりにいる資格があるのだろうか、と。

　真威栖はいつかまた、自分の前から去ってしまうのではないか、と。

　だから。




　いるかは〝何者か〟になりたいと、いまでも願っている。




　＊




「真威栖くん、いるー？」

　その日、夜になって真威栖のラボをいるかが訪ねてきた。

　双装オルトロスの冷れい却きやくユニットを交こう換かんしていた真威栖は、手を止めて入口を振ふり返った。

「いるかか。どうした？」

「ちょっと、課題で教えてもらいたいことがあって……」

　いるかは申し訳なさそうな表情で、胸に造兵学科の教本を抱だいていた。

　造兵学科は双装オルトロスの研究開発のための学科だ。真威栖やアズリィたちのような訓練や模も擬ぎ戦などはなく、その代わりに高度な専門知識や応用実験が求められる。とはいえ、真威栖ならお手のものだった。

　このところ、いるかはこうして頻ひん繁ぱんに真威栖のもとにやってくる。

　真威栖としても拒こばむ理由はなかったし、それにいるかの顔を見ることで安心を感じている自分がいるのも事実だった。

「──あ、それとこの前言ったとおりこれ、真威栖くんに」

　ラボの作業台に教本を広げてしばらく指導したあと、いるかがカバンから包みを取り出した。かわいらしいサイズの弁当箱だ。

「僕に？　もしや、作ってきてくれたのか？」

「う、うん……」

　いるかがはにかみながらうなずく。

　弁当の中身は真威栖の好みに合った野菜中心のメニューになっていた。まだほんのりと温かい。

「ありがとう。非常に助かる」

「いいよ。だって真威栖くん、今日はお昼からなにも食べてないでしょ」

「ああ、そうだったな。だが、どうして知っているんだ？」

「えぇ、それくらい知ってるよ。真威栖くんのことだもん」

「……そういうものか」

　なにやら胸がざわついた。

　いや気のせいだろう、と真威栖は気持ちを切り替かえようとしたが、

「あ、それから、もっと早く休まないとダメだよっ。昨日だって眠ねむったの、深夜三時二十七分だったでしょ？」

「なに……？」

「おとといは四時十二分、その前は三時五十五分……。この一週間の一日の平均睡すい眠みん時間は三時間六分だもん。こんなんじゃ、そのうち身体壊こわすよ？」

　いるかが心の底から心配するように言う。

　正確な就しゆう寝しん時間など、もちろん真威栖自身覚えているはずもない。

　だが、思い起こすとたしかにそのくらいの時間帯だった。

「どうしたの？　なんか顔色が悪いけど……」

「いや……。い、いるかはその、僕をどこかで見ていたり……」

「えっ、そんなことは……。ときどき、校内では見かけるけど。で、でもべつに真威栖くんのことずっと眺ながめたりはしてないよ！」

　いるかは頰ほおを染めて懸命に否定した。微び妙みように会話がかみ合っていない。

　深く追つい及きゆうしてはいけない。なにか禁きん忌きに触ふれてしまう気がした。

「そ、そういえば……僕からも、いるかに渡わたしたいものがあったのだ」

　真威栖は気を取り直すように言って、いるかに小さなアクセサリーを手渡した。

　それは金属加工されたイルカ形の飾かざりが施ほどこされた指輪だ。

　いるかは差し出されたそれを、呆ぼう然ぜんとしたまま見つめた。

「真威栖くんが……わ、わたしに……？」

「ああ、ちょっとした保険……のようなものだ。できれば、常に身に着けておいてくれるとありがたい」

「でも……」

「この弁当のお返しとでも思ってくれ」

「う、うん！　ありがとう……！」

　いるかは大げさに瞳ひとみをうるませながら微笑ほほえんだ。

　だが指輪と真威栖をちらちらと見つめながら、やがてこちらを窺うかがうように言った。

「ねぇ、真威栖くん。よかったらその……指にはめてもらえない、かな……？」

「？　ああ、わかった」

　自分で着けられるはずだが、と不思議に思ったが、たいしたことでもないので指輪をつまんでいるかの手をとった。

「あ、そっちじゃなくて……」

「む、こっちか」

　真威栖はいるかに言われるまま、左手の薬指にそれをはめた。

　ゆっくりと指の第二関節まで押し込むと、いるかはとろん……と目をとろけさせ、頰を朱しゆに染めた。

「あぁ……」

「い、いるか？　どうした」

「ううん、なんでも、ない……。あ、ひょっとしてこれ、ここで作ってくれたの？」

「そうだ。作業のついでだが」

「作業って……うわぁ、すごい」

　いるかが、ラボの作業台の上に目を向けた。

　そこには分解された対反応動力核ツインエンジンの部品や、ケーブルに接続されたむき出しの量子電脳クアンタムブレインが置かれていた。外見からは想像しにくいが、改めて双装オルトロスが精密兵器であることが実感できる光景だった。

「あれ、これってもしかして……元は《四よん零ぜろ式》？」
















「ああ、そうだ。アズリィから譲ゆずり受けた」

「ふぅん……。それで、真威栖くんがいまやってるのは……」

「《四よん零ぜろ式》をベースとした、特化型双装オルトロスの開発に取り掛かかっている」

　そのとき、いるかはその双装オルトロスを不思議そうに眺めた。

　通常、双装オルトロスはアサルトとシュラウドという二つのデバイスが対になっている。

　だが真威栖が試作している双装オルトロスは、大型のデバイスがひとつだけだった。

「僕にとっても、初めての試みだ。だが上手うまくいくと確信している」

　そう言って真威栖は量子電脳クアンタムブレインに接続コネクトした端たん末まつの画面を覗のぞき込み、レーザーキーボードで長い文字列を叩たたきはじめた。

　エフェクトを駆く動どうさせるために必要なプログラムである。

　難解を極めたその数列を、いるかが横から覗き込んだ。

「あ、真威栖くん、ここ……」

　ほんの、数秒のことだった。




「正しくは、0010100じゃない？」




　一いつ瞬しゆん、なにを言われたのかわからなかった。

　真威栖は頭をフル回転させて、いるかが口にしたことを咀そ嚼しやくする。

　それは膨ぼう大だいな計算式における細部のミス。自分でも見落としてしまうところだった。

「あ、ああ……。たしかに、そうだな」

「もう、真威栖くんうっかりしてるね」

　なんてこともないように、いるかは微笑んでいる。

「……どうしてわかった？」

「え」

「いまの数値の誤りだ」

　いるかは一瞬きょとんとしてから、もう一度端末の画面を覗き込んだ。

　すると、今度は露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「えっと……なんで、かな？　ちょっと閃ひらめいたみたいな気がして……」

　いるかは自分でも不思議そうにしている。

　偶ぐう然ぜんの閃き？

　いや、しかしそれで指し摘てきできるような類のものだろうか。

「ご、ごめんね、急に変なこと言って……」

「いや……助かったことは、たしかだ」

　いるかはそれほど気にしていないのか、ほっと安あん堵どの表情を浮かべる。

　いつもと変わらぬその様子が、真威栖にはなぜか不安で仕方がなかった。




　＊




　新東京支部の敷しき地ち内にある、ドーム型闘とう技ぎ場のひとつ。

　以前、アズリィと模擬戦を行ったその場所に、真威栖たち戦兵学科の生徒が集まっていた。

　本日のカリキュラムは、双装オルトロスを使った一対一の対戦である。

　今日もアズリィによって強制連行された真威栖は、戦う前からすでに疲ひ弊へいしていた。

「ま、まぶしい……」

　開放されたドームの天てん井じようからは、抜ぬけるような青空が覗いている。

　その清すが々すがしい日差しから逃にげるように青白い顔をした真威栖があとずさりすると、白衣の背中をアズリィにつかまれた。

「どこに行くんですか、マイスさん」

「その、僕は日光を浴びると……死ぬ。精神的に」

「モグラですか、あなたは」

「おっと、モグラが日光に弱いというのは誤りだぞ。モグラが昼間、地下で活動しているのは外敵から身を守るためであって──」

「すごくどうでもいいです。それより、真しん剣けんにやらないとまた怪け我がをしますよ」

　アズリィは真威栖を心配するように言った。その口調が妙みようにやわらかいので、真威栖は不思議に思った。

「そういえば、先日きみが僕のラボを訪ねてきたとき、途と中ちゆうからどうも記き憶おくがはっきりしないのだが……。なにかあったのだろうか？」

「ひぇっ!?　ななっ、なにもありませんでしたよ!?」

「そ、そうか。ならばいいが……。アズリィ、すこし顔が赤いようだが」

「気のせいですっ!!　か、借りはまたべつの機会にお返ししますので、その件については思い出す必要はまったくありません……!!」

　アズリィはもはや追及を許さないという態度だった。

「それにしても、なぜ双装技師エンジニアの僕がこんな肉体労働的なことを……。で、僕はだれと戦えばいいんだ？」

「ああ、それは……」

　アズリィが手元の端末を確認しようとすると、真威栖に近づく人ひと影かげがあった。

「──ふふっ、アタシの相手はマイスだったのねぇ」

　銀ぎん髪ぱつに真紅の瞳。ゴシック風の改造制服。

　ザラン・サザランカが、猫ねこのように目を細めて真威栖を見つめていた。

「きみか」

　アズリィが無言でザランを一いち瞥べつする。

　ふたりの仲は険悪──というほどではないが、あまり友好的でもないようだった。

　アズリィが感情を抑よく制せいしたように、ぶっきらぼうに言う。

「おふたりが、最初です。準備をお願いします」







　真威栖とザランはコートの中央へと移動した。

　それぞれが装備しているのは二本の直ちよつ剣けん──第二世代型双装オルトロス《三七式》。

　ザランのほうは外装が紫むらさき色いろにカラーリングされていたが、スペック的にはなんら変わらないものだ。

　ザランはどこか楽しげに真威栖を見つめている。

　その視線には、まるで恋こい人びとに向けるような熱っぽさが込められていた。

「手短に済ませよう。無論、全力でやってくれて構わない」

「せっかちねぇ……。でも、それも嫌きらいじゃないわぁ」

〈　模も擬ぎ戦せん闘とう規定に則り、登録者はミラージュモードで双装オルトロスを起動してください　〉

　人工音声のアナウンスを受け、真威栖たちは所定の位置で向き合った。

「Ｄリンク、接続コネクト」

「Ｄリンクぅ、コ・ネ・ク・ト」

　音声コマンドに応答し、双装オルトロスが起動。

　ふたりの身体からだをやわらかな緑色のＤ粒りゆう子しが取り巻いた。

　だがザランのそれには、ほんのわずかに攻こう撃げき的な赤い光が混じっていた。それを見た真威栖の全身に緊きん張ちようが走る。

　直後、

「『局所重力変異グラビトン』♪」

　空間が押しつぶされた。

　コートの中央の空間がぐにゃりと歪ゆがみ、真威栖の足元が陥かん没ぼつした。

　間かん一いつ髪ぱつ、真威栖は粒子領域の加速運動によって後方に飛びのいていた。

『ザランさん！　カウントダウンがまだはじまってないんですよ!?』

　スピーカーからアズリィが警告する。

　だが、ザランは悪びれもせずに笑っていた。

「五月蠅うるさいわねぇ。試合じゃないのよぉ？　それに、マイスが早く済ませたいっていうからやったのにぃ」

「……ああ、そうだな」

　真威栖は落ち着きを取り戻もどすようにしながら、そう答えた。

　ザランが先制攻撃をしてくることは、アサルトエフェクトの光こう彩さいから予見できた。むしろ本当に驚おどろいたのはべつのことだった。

「重力系エフェクトか……」

　アズリィが得意とする爆ばく発はつ系のエフェクトもそうだが、攻こう撃げき範はん囲いが三次元に及およぶ類のアサルトエフェクトは、扱あつかいが難しい。その影えい響きよう力を正確に把は握あくして制せい御ぎよしなければ、自分も被ひ害がいを受ける可能性があるためだ。

　つまり、脳波制御における精神的な負荷が大きい。

　だがザランの白い相そう貌ぼうに苦痛はいっさい現れていない。悠ゆう々ゆうと使いこなしている。

　真威栖は右の直剣アサルトのトリガーを引いた。

「『連装砲弾マルチカノン』ッ！」

　真威栖の周囲に、アサルト制御を受けた赤いＤ粒子が集束。

　そこに砲弾が複数形成され、同時に放たれる。

　Ｄ粒子を弾だん頭とうに内包した特とく殊しゆ砲ほう弾だんがザランを強きよう襲しゆう。だが──

「つまぁんない攻撃ぃ～」

　すべての砲弾がまるで同極の磁石のようにザランからそれ、闘技場の防護フィールドに激げき突とつした。

　真威栖はわずかに目を見張る。

「……『斥せき力りよく防ぼう壁へき』だな」

「正解ぃ。さすがマイス、詳くわしいのねぇ」

　重力系シュラウドエフェクトのひとつ。

　通常の粒子領域の外側に重力操作による斥力場を発生させ、敵のアサルトエフェクトの威い力りよくを減少、または無効化する。

　真威栖の放った『連装砲弾マルチカノン』は遠えん距きよ離り用の基本的なアサルトエフェクトだ。それほどエネルギーが大きいものではなく防がれてもおかしくはない。

　だが『斥力防壁』も操作はデリケートだ。

　じっとその場で動かずにでもいればべつだが、発動させた状態では、その斥力場の影響が自分自身にも及ぶからだ。

「さぁ、もっと楽しみましょう？」

　真威栖の背後に、ザランが出現。

　速い──

　粒子領域の加速運動。

　紫色の《三七式》の刀身が、真威栖の粒子領域に干かん渉しよう。

『超振動刃ハイドロブレード』が領域を構成するＤ粒子を削けずり取る。

　真威栖のＤ粒子残量が一割ほど減少。

　真威栖も同じく『超振動刃ハイドロブレード』をトリガー。

　粒子運動の加速に乗せて刺し突とつを繰くり出した。

「ちょっとぉ、せっかちすぎじゃなぁい？」

「……!!」

　真威栖の《三七式》の切っ先を、ザランの《三七式》の切っ先が受け止めていた。

　それはほんの１ミリ未満の精度。

　常人離ばなれした技ぎ巧こう。

　干渉し合う『超振動刃ハイドロブレード』の激しい火花とＤ粒子の燐りん光こうを心地ここちよさそうに浴びながら、ザランが微笑ほほえんだ。

「じゃあ、手ほどきしてあ・げ・る♪」

　ザランが真威栖の《三七式》を弾はじいた。

『超振動刃ハイドロブレード』を発動させた《三七式》の刀身が、四方から真威栖を斬きり刻む。

　目も身体もほとんど追いつかなかった。

　およそ同じ双装オルトロスを使っているとは思えない。剣けん戟げきの技術が桁けた違ちがいだ。

　間合いを詰つめていれば、さきほどのように『局所重力変異グラビトン』は迂う闊かつに使えない。そういう目算があった。

　だが身体能力の差は双装オルトロスの粒子領域で多少補えるとはいえ、戦い方は一朝一夕に身につくものではない。さらにスペック以上のこのスピードは、加速運動に独自の重力操作を加えている可能性もあった。

　これが、この新東京支部のナンバー６。

　アズリィに勝るとも劣おとらない双装騎士セイヴアーだ。

　真威栖は口元を歪め、距きよ離りをとる。

　粒子領域があるため肉体へのダメージはない。

　だがそれぞれのステータスが表示された空中スクリーンでは、真威栖はごっそりとＤ粒子残量を減らされていた。

　真威栖は左の直剣から、シュラウドエフェクト『鉤鎖線ワイヤークロー』をトリガー。

　周囲に展開していた粒子領域の形が変容。

　Ｄ粒子を細く束ねた鎖くさりが地を這はうように飛び出し、ザランの足首に絡からみつく。

「──あら？」

「『連装砲弾マルチカノン』！」

　続けざまに真威栖の放ったアサルトエフェクトが、今度こそ命中した。

　観客席のクラスメイトたちがどよめく。

　その攻撃を機に真威栖は接近戦を捨て、徹てつ底てい的てきに砲ほう撃げき戦に特化した。

　爆ばく風ふうとＤ粒子の干渉波が入り乱れる。

　ザランの《三七式》のＤ粒子残量も大きく減少。

　その数値上は、互ご角かくの戦い。

　観戦しているクラスメイトたちも、おそらくそう思っているはずだ。

　だが真威栖の感覚はちがった。

（雑だな……）

　ザランの戦い方に、強い違い和わ感かんがあった。

　ふたりの被ひ弾だん率はほぼ同じ。

　だが、それがおかしいのだ。

　双装騎士セイヴアーとして日の浅い真威栖と、支部のナンバー６が同じ？

　だが実際、真威栖の繰り出す攻撃は最初の砲撃を除いてザランを捉とらえている。

　まるで──攻撃そのものを避よける気がないようだった。

　決して動きが稚ち拙せつなわけではない。現に重力系エフェクトについては完かん璧ぺきなまでに使いこなしている。その差がちぐはぐだった。

　真威栖は困こん惑わくを抱いだきながらも、ザランの激しい攻撃に耐たえながら反はん撃げきを続ける。

　最初の宣言どおり、短期決戦だった。互たがいのＤ粒子残量がゼロに近づく。

　アズリィたちが固かた唾ずを吞のんで注目しているのがわかった。

　ザランが真威栖に肉にく薄はくし、右の直剣を後方に引いた。

　そこに大量の赤いＤ粒子が集まる。

　強力なアサルトエフェクトの予兆──

　ザランが凶きよう暴ぼうな、そしてぞっとするほど妖よう美びな笑みを浮うかべる。

　その瞬しゆん間かん、すべての光が力を失った。





〈　双装オルトロスの駆く動どう停止が確認されました。

　　模擬戦闘規定に則り、登録者『シロガネ・マイス』の勝利となります　〉






　ザランの《三七式》が、駆動を停止。

　それに伴ともなって発動しかけていたエフェクトも消しよう滅めつしていた。

「──あーあぁ、負けちゃったわぁ」

　ザランはさほど悔くやしそうにもせず、あっさりと真威栖に背を向けた。

　コートの外では、クラスメイトたちが騒さわがしく歓かん声せいを上げている。真威栖がザランに勝ったことは、彼らにとっても番ばん狂くるわせだったらしい。

　真威栖がゆっくりと退場すると、アズリィが待っていた。

「お疲つかれさまでした。その……意外でした」

「ふっ、僕もなかなかやるだろう」

「あ、いえ。マイスさんが卑ひ怯きような手を使わなかったことです。てっきり、事前に相手の双装オルトロスに爆ばく弾だんを仕し掛かけておくくらいはするかと」

「……きみは僕をなんだと思っているんだ？」

　真威栖は脱だつ力りよくしつつ、ふとザランを探した。

　だがすでに義務は果たしたといわんばかりに、どこかへと姿をくらましていた。
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　全員の訓練が終わったのは、夜も更ふけてからだった。

　解放されたクラスメイトたちが、闘とう技ぎ場から出ていく。

　だが真威栖はすぐには帰らずに、人気のなくなったドームの入口付近で、ある人物を待っていた。

　やがて、その女子生徒が姿を現した。

「あらぁ、マイスじゃない」

　ザランがあいかわらず優ゆう雅がな足取りで、ドームから出てきた。

　瞳ひとみの十字の紋もん様ようが、月明かりを受けてうっすらと輝かがやいている。

「なぁに？　わざわざアタシを待っていてくれたのぉ？」

「──なぜ、わざと負けた？」

　聞きたいことは、それだけだった。

　ザランは笑みを崩くずさない。

　真威栖は構わずに話し続けた。

「あの最後の攻こう撃げきのとき、互いのＤ粒りゆう子しが底を突つきかけていた状じよう況きようで、きみはまた『局所重力変更グラビトン』を放とうとした。きみの視界には、双装オルトロスからの警告表示も出ていたはずだ。

　だがきみはそれにも構わず、残量以上のＤ粒子をアサルトエフェクトに集中させようとし、結果として当然のように双装オルトロスの駆動が停止した」

「なぁんだ。知っていたのね」

「僕は双装技師エンジニアだ。双装オルトロスがどういう状態にあるかはだれよりもわかっている。唯ゆい一いつわからなかったのは、きみの考えだ」

　ザランの紅い唇くちびるが、不敵に弧こを描えがいた。

「だってぇ、つまぁんないんだものぉ」

「つまらない、とは、模も擬ぎ戦がか？」

「そうねぇ……。というか、あんな玩具おもちやのような双装オルトロスで戦うことが、かしらねぇ」

「《三七式》が、玩具？」

　ザランの言葉が解せず、真威栖は眉まゆをひそめた。

　たしかに最新型の《四よん零ぜろ式》などには劣るが、現役の主力双装オルトロスだ。扱あつかいやすさやシステムの安定性にも定評があり、第二世代型の名機といってもいい。

　それに不平を言う双装騎士セイヴアーがいるとは思ってもみなかった。

「だってぇ、そうでしょう？　アタシたちの敵──デスペラーダは、もっとずぅっと強力な双装オルトロスを保有しているんだものぉ。これって不公平じゃなぁい？」

「それは……無論だ。僕たちは、双装オルトロスのスペックでは水をあけられている。だが、だからこそ人類は優れた双装騎士の育成に取り組み、個々の技量とアヴァロンという組織力でそれに対たい抗こうしようと──」

「つまぁんない正論はやめてくれるぅ？」

　ザランは苛いら立だたしげに真威栖の言葉をさえぎった。

「アタシはもっと強いものにしか、興味がわかないの。そうねぇ……たとえば、いま貴方あなたが造っているものとか、ね」

　真威栖は内心、驚きよう愕がくした。

　この少女がなぜそれを知っているのか。

　いや……。詳くわしいことはなにも知らないはずだ。

　それに、真威栖が自前の小屋でひとり怪あやしげな工作に取り組んでいるくらいのことは、ほかのクラスメイトも知っていることだ。

「悪いが、その期待には応えられそうにはない」

「ふふっ……正直ねぇ。でもやっぱりいらないわぁ」

　ザランはまるで気まぐれな高級猫ねこだった。

「血気盛んなのはいいが、訓練は訓練だ。全力で取り組んでこそ意義がある」

「それ、貴方が言えることぉ？」

「ふっ、自じ慢まんじゃないが、僕の特技は自分を棚たなに上げることだ」

「そうみたいねぇ。……ふふっ、やっぱりマイスって面白いわぁ」

　ザランが真紅の瞳で真威栖を捉えた。

　まるで獲え物ものを見つけた肉食動物のように。

「強い人間と頭のいい人間は、好きよ」

　ザランが近づき、さらに密着するように身体からだを寄せた。

　真威栖はドームの外がい壁へきと、彼女の間にはさまれる。

　その白いふとともが股また下したに差し込まれた。

　ほんの数センチのところに、ぞっとするほど美び麗れいなザランの顔があった。

「なにを──」

　困惑の言葉を、ザランは人差し指で封ふうじた。

　冷たい指先が唇に触ふれる。

　その直後。

　真威栖の唇に、ザランのそれが重ねられた。

　先日のいるかのときとは似て非なる、甘かん美びな感かん触しよく。

　脊せき椎ついがしびれる感覚がした。

　呆ぼう然ぜんとする真威栖から、ザランが唇を離はなした。

「なにって、まえにマイスも人前でしてたことじゃない」

「いや、あれは……」

　ザランの白い頰ほおは、ほんのりと桜色に染まっている。

「ふふっ……。シたいこと、しましょう？」

　さらにザランが真威栖の手をとり、それを自分の腰こしのまわりに誘いざなった。

　硬こう直ちよくした真威栖の手を、スカートのなかに潜もぐり込ませる。

　指先がざらついた生地の感触と、すべやかな柔やわ肌はだの感触を捉える。

　そこでようやく、真威栖は強い自制心を働かせてザランの手を振ふりはらった。

　ほぼ同時、人の気配がした。

　ドームのなかから現れたアズリィが、恋こい人びとのように身体を重ねる真威栖たちを凝ぎよう視しし、凍こおりついていた。

　その顔は、表情の作り方を忘れてしまったようにこわばっている。

　なにか言葉を発するひまもなかった。

　アズリィは、逃にげるようにそこから走り去ってしまった。

「し、失礼する」

　またいるかのときのような勘かんちがいをされては困る。

　真威栖はザランから離れ、すぐにアズリィのあとを追いかけた。




　──遠ざかる真威栖の姿を、ザランは名残なごり惜おしそうにじっと見つめていた。
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　アズリィは、おそろしく足が速かった。

　途と中ちゆうまではなんとか背中を捉とらえていたのだが、噴ふん水すいのある広場まで来たところで、完全に見失ってしまった。

　そもそも双装騎士セイヴアーの全力疾しつ走そうに、真威栖が追いつけるはずもない。

　全力で走り続けたために呼吸が苦しかった。息を整えながら、どうしたものかと思案していると、

「なんですか」

　冷たい声がした。

　真威栖の背後に、ぽつんとアズリィが佇たたずんでいた。

　外灯の光の加減か、その姿はいつもよりもすこし小さく見えた。

「アズリィ……」

　真威栖が追いかけてきたのは、さきほどの行こう為いに対しての弁明をするためだった。

　だがそれを口にする前にアズリィが言った。

「べつに私は、マイスさんがだれとどんなふしだらな関係になろうと……ど、どうでもいいです。ただ校内では風紀が乱れるので、その、やめてください」

「誤解だ。僕にそんなつもりは……」

「わ、私には関係ありません！」

　アズリィは真威栖を拒きよ絶ぜつするように、強調して繰くり返した。

「私はただの双装騎士です。アヴァロンのいち戦力として人類に仇あだなすデスペラーダと戦い、その首しゆ謀ぼう者しやであるイヌカイ・アリスから世界を取り戻もどす。そのためだけの存在です」

　そのとき真威栖は以前に食堂で感じたことを、改めて認識した。

　アズリィの言葉には、意志がない。

　まるで機械と喋しやべっているような不安を覚えた。

　命を賭として戦うこと。

　それは本来、確固たる動機がなければ為なし得ないはずの重い選せん択たく。だがアズリィは、まるで刷り込まれた雛ひなのように淡たん々たんと口にしている。

「アズリィ、教えてくれ」

　不安に耐たえかね、真威栖は聞いた。

「どうしてきみは、騎士として強くあろうとする。なぜだ？」

　アズリィはこちらを見返し、わずかに首をかしげる。

「理由がないと、だめなんですか？」

「なに……？」

　ほんのわずかの恐きよう怖ふを感じた。

　アズリィの目は、いったいなにを見ているのだろうか。

「そういうわけでは……。ただ《炎ほのおのイヴ》で世界が変わり、人命や土地、沢たく山さんのものが失われた。このアヴァロンに所属する人間の多くは、それらを取り戻すために戦っているものではないかと僕が想像していたので──」

「対になる存在……」

　そのとき、アズリィがなにかをつぶやいた。

「なに？」

「オルトロスという、名めい称しようの由来です。アサルトとシュラウドという二つのデバイスが対になっているから、双装オルトロスはその名前が付けられた、と」

「それは……そのとおりだが」

　その意味を、真威栖が知らないはずはなかった。

　だがなぜそれを彼女はいま口にしたのだろうか？

「ですから、もしも……」

　アズリィの言葉に、じっと耳を傾かたむける。

「マイスさんはいつも、自分を双装技師エンジニアであると言っていますよね。いえ、いまは双装騎士セイヴアーでもありますが……」

「ああ」

「私は双装騎士です。その二つは、切り離せない存在なんだそうです。で、ですからもしも……マイスさんが、私を……」

　アズリィはその先を躊ちゆう躇ちよするように吞のみ込んだ。

　そのときアズリィがなにを言おうとしたのか、すぐにはわからなかった。

　だから軽率に真威栖は返してしまった。

「僕は僕、きみはきみだろう」

「……！」

　アズリィの表情が凍りついた。

　だが夜の暗さのせいで、そのことに真威栖は気づかない。

「きみはきみ自身の動機を持っているほうが自然だと、僕は思うが……」

「……そうですか」

　アズリィの声にはすでに温度がなかった。

　なにかを決定的に踏ふみまちがえたと、その段になって真威栖はようやく感じ取った。

「あ、アズリィ。いまのはべつにきみを──」

「世界が変わって、私はよかったと思ってます」

「……なに？」

　その言葉は、衝しよう撃げき的だった。

　一いつ般ぱん市民ならともかくとして、すくなくともアヴァロンに所属する人間が口にすることではない。それは、ある意味で組織の存在そのものを否定しているからだ。下手をすれば、危険思想を疑われかねない発言だった。

「それは、きみの本心なのか？」

「……」

　アズリィは答えない。だがその代わりに、腰に吊つり下げた《ブレイズ・エスパーダ》の柄つかにそっと触れた。

「私には、これしかありません。双装オルトロスを使って戦うことだけが、私の存在する意義です。これまでもそうでした。そして──これからもそうです」

　一方的に告げて、アズリィはその場から立ち去った。

　どれだけ双装オルトロスに関する知識が豊富であろうと、その孤こ独どくな後ろ姿にかけるべき言葉ひとつ、真威栖は持ち合わせていなかった。

　ひどい無力感に苛さいなまれるままその場に立ち尽つくしていたとき、足音がした。

　いったい、いつ近づいたのか。

　その驚おどろきは現れた人物を見てさらに強まった。

　そこにいたのは、小こ柄がらな戦兵学科の上級生──皇すめらぎ風かぜ詩うた。

「ちょっとだけ、話をいいかな」

　その口元には寂さみしげな微び笑しようが貼はりついていた。
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「えへへ……。ご、ごめんね、ちょっと偶ぐう然ぜん通りかかったから……」

　噴水まえのベンチで、真威栖と風詩は肩かたを並べた。

「偶然、気配を消して歩くのか？」

「えっと、あのあの……」

　風詩は困ったように縮こまる。

　真威栖は皮肉ったものの、双装騎士セイヴアーであればそれくらいの身体技術は身につけていておかしくない。ましてこの少女は、（こう見えても）それを統すべる騎士会長なのだから。

「まあいい。それより、話とは？」

「アズリィちゃんのこと、かな」

　風詩は答えた。

「本人のいないところで勝手にこんなことを言うのは、本当はよくないことだとわかってるんだけど……。どうしても、真威栖くんだけには知っておいてほしくて」

　なぜ自分だけ例外なのか。

　その理由はわからなかったものの、あんな風にアズリィに去られたあとで真威栖は事実を知りたい誘ゆう惑わくに勝てず、無言で風詩を促うながした。

「──アズリィちゃんはね、孤こ児じなんだよ」

　真威栖は正面の噴水を見つめたまま、じっと風詩の言葉に耳を傾けた。

「デスペラーダが引き起こした《炎のイヴ》──世界を変えたあの同時多発テロ事件のまえから、アズリィちゃんには頼たよれるような家族はいなかったようなんだ。生まれてすぐ祖国の孤こ児じ院いんに預けられて、十歳近くまでそこで育ったんだけど……風詩が知る限り、そこはお世辞にも恵めぐまれた環かん境きようとはいえないところだった。

　暴行や虐ぎやく待たいは当たり前。違い法ほうすれすれの労働に従事させられ、子供としての権利なんてだれも考えてはくれない。それでも食べていくために、天てん涯がい孤こ独どくの子供たちはそこを脱だつ出しゆつすることはできなかった。そんな子供たちのなかに、アズリィちゃんもいた。永久凍とう土どに囲まれた土地の奥深くで、その閉ざされた日々は続いていた」

　真威栖は、決して驚きはしなかった。

　それはいまも昔も、世界のあちこちで起きている問題だったからだ。

「でもそんなときに、《炎のイヴ》が起きた」

　真威栖のまぶたの裏に、燃え盛る街並みがよみがえる。

　決して消えることのないあの日の光景。

　炎の向こうに消えた、彼女の姿も。

「幸い、あの事件で直接的な被ひ害がいはなかったようなんだけど、国家自体が壊かい滅めつ的な状じよう況きようにあって、孤児院がなんの影えい響きようもなく運営できるはずがないよね。結局、アズリィちゃんも施し設せつにはいられなくなってしまったんだ。

　そしてちょうどその頃ころ、いまのアヴァロンの前身にあたる組織が、ある活動に取り組んでいた。それは、世界各地で親や家族を失った子供たちを引き取って保護するっていう、人道的支し援えん。でもそれは、ただの善意の活動じゃなかった」

「双装騎士セイヴアーの、候補者集めか」

　うん、と風詩は隠かくすこともなくうなずいた。

「アヴァロンの関係者ならみんな知っていることだけど、双装オルトロスはその性能を最大限に引き出すために、長い訓練と特別な素質を必要とする。

　いわゆる最適化というやつで、脳神経系に大きな負荷を加えるＤリンク接続コネクトは、大人になってからではなく成長期の子供のほうが、最適化が済むまでの時間も短く、そのあとの双装オルトロスの扱あつかいも有利になる」

　学園にアズリィや風詩たちのような十代の少年少女が多いのは、それが理由だ。

「それと一いつ緒しよにナノマシンによる生体強化も、身体形成に悪あく影えい響きようを及およぼす可能性があるから、本来は十四歳以上でなければ投とう与よはしない規定になっている。──でもそれを、アズリィちゃんは十歳の頃から受けている」

「なに……？」

　真威栖は風詩をにらんだ。

　アズリィのずば抜ぬけた身体能力──その理由をはじめて理解した。

　非道な行こう為いに腹の底に熱が生じる。

　だが風詩も、そのときばかりは動じなかった。

「アズリィちゃんが、自分で望んだんだ。それと同時に、だれよりも早く双装オルトロスを使った訓練に取り組みはじめた。つらかったはずだよ。あの子がどれほど努力したのか、どれほどの苦痛に耐たえてきたのかは、たぶん風詩たちの想像を超こえるものだったんじゃないかな。でもだからこそ、アズリィちゃんはいまこの新東京支部のナンバー３の双装騎士として、一目置かれている」

　知らない話だった。

　アズリィ・アズラーニャという少女のことを、真威栖はあまりに知らなすぎた。

　ただね、と前置きしてから風詩は続けた。

「アズリィちゃんには、戦う目的がないんだ」

「目的が……ない？」

「だれよりも熱心に訓練に励はげんで、真ま面じ目めに授業を受けて、双装騎士セイヴアーとしての実力をストイックに高めている。それはもしかしたら、双装騎士として力を認められなければ、また以前のように居場所を失ってしまうと感じているからなのかもしれない。

　でもその一方で、アズリィちゃんには動機がない。

　だれかを守りたいとか、故郷を取り戻もどしたいとか、そういうことを風詩は二年以上も一緒にいるけど、一度も聞いたことがない。

　命をかけてまで敵と戦い、生き延びる──その根本となる理由がないんだと思う。

　だから風詩は、心配なんだよ。いつかアズリィちゃんは、ろうそくの火が消えるみたいに、ふっと自分の命を投げ出してしまうんじゃないか……って」

　風詩は悲しみでも憐あわれみでもなく、やはり寂さびしそうに言った。

　ただ友達を失いたくない、ひとりの人間として。

　風詩が腰こしを上げた。

　どうやら、それで話はおしまいらしい。

「……僕に、なにをしろと？」

「なにも。ただ、真威栖くんはちがうでしょう」

「なにがだ」

「きみには戦う理由がある」

　自分よりずっと小柄な少女を、真威栖は見上げた。

　長い前まえ髪がみに隠れた視線に、すべてを見通されている気がした。

「ああ、そのとおりだ」

　真威栖ははっきりと答えた。

　自分がいまここに存在を許される理由。

　それはただひとつ。

　あの日の出来事に、そしてこの変へん貌ぼうした世界に対する責任を果たすためだ。

「──そういえば、風詩が前に言ったこと、覚えてる？」

「なんだ」

「敵は外にだけいるわけじゃない、ってこと」

　そういえば、文句を言いに行ったときにそんなことを聞いた気がする。そのときは、それほど深くは考えなかったが。

「気をつけておいてね」

　風詩は意味深に言って、てくてくと小さな足取りで立ち去っていった。

　真威栖はしばらくのあいだ、その場から動かなかった。

　いや、疑問に囚とらわれて動けなかったのだ。

　自分の背負った罪過は、どれほど大きいものなのか。

　そしてあのときアズリィに、自分はなにを言えばよかったのか。

　風詩との会話が真威栖にもたらしたその問いは──

　どんな高度な数式よりも難しく、答えのないものだった。
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　あの夜から数日が経った。

　昼休み、真威栖は騎士会長室を訪れていた。いま取り掛かかっている双装開発に必要ないくつかの特とく殊しゆ素材を工面してもらうためだった。

　扉とびらをノックし、その場で待った。しかし、待てども待てども返答がない。

「──会長は出張中ですよ」

　ふと聞き覚えのある声がした。

　アズリィが、通路の端はしからこちらを見ていた。

「出張？　どういうことだ？」

「あなたは、もうすこし世の中のことを知ったほうがいいです」

「僕にとってはラボのなかが世界のすべてだ」

「偏へん屈くつなひきこもりが言いそうな台詞せりふですね……」

「それで、なにかあったのか？」

「本当に知らないんですか？　今日から三日間、アヴァロン本部のある海上都市で各国首脳会議が行われているんですよ。それに伴ともない、各支部からＢランク以上の双装騎士セイヴアーの多くが、そちらに派は遣けんされています。もちろん会長もです」

「知らなかった。きみはいいのか？」

「私は残るように指示されました。さすがに、ここをもぬけの殻からにするわけにもいきませんので。とにかく、そこにいても無む駄だです。午後の授業がはじまるので、早めに教室に戻ってください」

　事務的に告げて、アズリィはきびすを返した。

「あ、アズリィ。先日のことだが……」

　とっさに真威栖はその背を追いかけた。

　聞こえていないはずはないのだが、なぜかアズリィはすたすたと歩調を速める。

「お、おい。ちょっと待つがいい」

　急いで追うも、廊ろう下かの角を曲がるとすでにアズリィの姿はない。そのまましばし校舎内を捜さがし回ったが見失ってしまった。

　仕方なく真威栖が教室に戻ってくると、クラスメイトたちが手を振ふってくる。

「あ、白しろ銀がねくんだぁ」

「どうしたの？　キョロキョロして」

「いや……アズリィを捜していたのだが」

「アズリィ？　さぁ……」

「《撃滅の戦姫バーストプリンセス》なら、さっき廊下を通り過ぎてったよ。いつもなら一番早く教室に戻ってくるのに、珍めずらしいなって思ったけど」

「そうか」

　仕方なく、真威栖は教室の隅すみに腰を下ろした。

（──ねぇ聞いた？　今度は白銀くんがアズリィを追っかけてるって）

（じゃあ元の鞘さやに収まったんだ）

（愛って複雑ねぇ……）

　誤解を含んだヒソヒソ声は気になったものの無視した。

　実際のところ、ここ数日はアズリィに避さけられている気がした。

　そのため真威栖が授業や訓練をサボっても、ラボに突とつ撃げきされて爆ばく破はされることは、めっきりなくなっていた。

　それはありがたいことのはずだが……どうもすっきりしない。

　いや、自分は後ろめたいのかもしれなかった。

　アズリィに対して自分はなにができるのか、気づくと真威栖はそんなことを考えていた。だがやはり、答えは出ない。

　ただ焦しよう燥そう感かんだけがつのる。

　それがどんどん膨ふくれ上がっていき──ついに真威栖は席を立った。

「あれ、白銀くんどこ行くの？」

「今日は早退する」

　一方的に言って、真威栖は教室を出た。

　一刻も早く──あれを完成させなければならない。
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　幼なじみの不健康な少年とちがい、いるかは朝型だった。

　造兵学科の寮りようの一室。まだ外も薄うす暗ぐらい早朝から、いるかは自室で造兵学科の課題に取り組んでいた。

　好きな紅茶を淹いれて、分厚い教本と格かく闘とうする。

　だが平へい凡ぼんな成績のいるかにはどれも難しい。途と方ほうにくれたいるかは、気まぐれにまだ習ってもいない技術書を手にして、ぱらぱらとめくって眺ながめてみた。難解な専門用語と数式の羅ら列れつ。理解できるはずもない。

　机に頰ほおをぺったりとくっつけ、いるかは嘆たん息そくした。

「双装オルトロスって難しすぎるよ、真威栖くん……」

　真威栖に聞けば、いるかの疑問をすべて解消してくれることはわかっていた。

　けれど、それでは意味がない。

　いるかが自分自身で原理を理解し、その応用事例を学び、やがては現状で提示されている技術的課題に対して解決策を提案できるようにならなければ、技師としての自分の存在価値がないからだ。

　ふと、技術書のなかのある単語に目が留まった。

「Ｄ粒りゆう子し……か」

　双装オルトロス──全天候型統合戦せん闘とう兵装の根源を成すともいうべき、特とく殊しゆ粒りゆう子し。

　文ぶん献けんによれば、それは双装オルトロスという兵器が完成するわずか数ヶ月前に発見されたと記録されている。双装オルトロスのエフェクトに代表されるように、さまざまな物理現象を引き起こす膨ぼう大だいなエネルギーを秘めている。だが、Ｄ粒子の生成には対反応動力核ツインエンジンが不可欠となる。

　いや、正確には双装自体が必要なのだ。

　量子電脳クアンタムブレインなどの演算装置の働きも含ふくめて、双装オルトロスがＤ粒子を生成しそのエネルギーをエフェクトとして発現させるまでのコア理論は、完全なブラックボックスになっている。いわば、双装オルトロス自体が謎なぞの塊かたまりであるといっていい。

　いるかたちアヴァロンの双装技師エンジニアが学んでいるのは、あくまでそのブラックボックスがどう働くかという情報と、それに基づいてなにができるのか、という知見だけなのだ。無論、それだけでも山のようにあるのだが。

　──それにしても、まさかここまでＤ粒子の特性を生かせないとは、提供した意味がない。唯ゆい一いつあのアーキタイプ・オルトロスとやらは汚お染せんレベルの粒子活性域に近づいていたが有効的なのは最終形のみで──

　ぼんやりと考えながら技術書を眺めていると、小さなあくびが出た。

　寝ね不ぶ足そくということではなく、あまりに内容が退たい屈くつだったためだ。まるで古典を読んでいる気分だ。ここまで文明レベルに差が開いているようではこの先──

「え……？」

　いるかは机から頰を離はなして、ゆっくりと頭を起こした。

　そしてぼんやりと、自分の思考について思考する。

　いま、なにを考えていた？

　一度閉じた技術書を、もう一度開く。

　そこには相変わらず、自分には読解が困難な内容がびっしりと並んでいる。

　だがいま一いつ瞬しゆん、いるかはそのすべてを把は握あくしていた。

　いやそれどころか、稚ち拙せつな内容に飽あき飽あきしてしまっていた。

　だが、そんなことはあるはずがない。

　ただの勘かんちがいか、きっとなにかの錯さつ覚かくに決まっている。けれど、これに似た感覚を以前にも一度だけ、どこかで──




「なぁに、この人形ぉ？」




　耳元で女の声がした。

　いるかは弾はじかれたように立ち上がり、壁かべに背中をぶつけた。

　全身が総毛立つ。

　いるかの部屋に、べつの人間がいた。

　長い銀ぎん髪ぱつに、ゴシック風の改造制服。まるで吸きゆう血けつ鬼きのような美しさを持つ少女。

　それはすこし意い匠しようが異なっているが、戦兵学科の制服だった。

　だがそれを着ている本人はいるかとは面識もない、見知らぬ少女。そしてその手には、なぜかいるかが作った真威栖人形が握にぎられている。

「なんかぁ、だれかに似てるかんじぃ……。あらぁ？　もしかしてぇ」

　驚おどろきと恐きよう怖ふのあまり、いるかは声も出せない。

　その少女がなにかに気づいたように、口端を吊つり上げた。

「あははっぁ！　おっかしぃぃい[image: ～][image: ～]!!　やだわぁ、貴女、ちょっと怖こわいわぁ」

　高らかな哄こう笑しよう。

　ぞっとするほどの迫はく力りよくに、金かな縛しばりにあったように身動きひとつとれなかった。

「だれ……なんなんですか……」

　かろうじてそれだけをつぶやくと、少女は口元に笑みを残したまま、

「ただね、今日の目的はあっちじゃないの。だってぇ、ずぅっと待っていたのよぉ。いくらうちのボスが同族でもね、その兆候が現れるときまではわからないものらしいの。ふふっ……でもだからって、こんなつまらないところに何ヶ月もいさせるなんて、人使いが荒あらいと思わなぁい？　ねぇ」

　少女が意味不明なことを口にし、真威栖人形を足元に投げ捨てた。

　それを靴くつで踏ふみ潰つぶし、いるかに近づく。

「でも──ようやく見ぃつけたぁ♪」

　いるかでは到とう底てい反応できない速度で、少女の手が首元へと伸のびた。
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　空がようやく明るみはじめた頃ころ。

　スポーツウェア姿のアズリィは、広い学園の敷しき地ち内をランニングしていた。

　毎日欠かすことなく続けている日課だった。だが、今日はいつもより一段とペースが速い。自分でも無茶をしているとわかるほどだった。

　肉体に負荷をかけて、頭のなかの余計な考えをすべて振り払いたかった。

　いつものコースを終えて、更こう衣い棟とうに入る。

　備えつけられているシャワールームに入り、汗あせだくの身体からだに熱い湯を被かぶった。

　立ち込める湯気に包まれながら、大量の雫しずくがアズリィのしなやかな身体をつたって流れ落ち、排はい水すい溝こうへと吸い込まれていく。

　こつん、とアズリィは壁におでこを付けた。

　脳裏に、追いかけてくる真威栖の声がよみがえった。

　──どうして、自分はあんな態度しか取れないのだろう。

　気持ちが整理できずにいた。そんなことは初めてだった。

　あの真威栖とザランの場面を目もく撃げきして以来、まともに顔を合わせられなくなっていた。

　いや、ちがう。

　本当にショックを受けたのは、そのあとのことだ。

　あのとき。

　自分はなにを言おうとしたのか？

　そして彼に、なんと言ってほしかったのだろうか。自分でもよくわからなかった。ただ、なにかひどく期待を裏切られた思いがして、心が挫くじけてしまったのだ。

　自分がこれほど精神的に未熟だとは、いままで知らなかった。

　きっと真威栖も、そんな情じよう緒ちよ不安定な自分のことなど呆あきれているにちがいない。

　そんなことを考えるほど、ずーんとまた気が重くなるのだった。

　憂ゆう鬱うつなまま、アズリィはシャワールームを出る。

　髪かみを乾かわかし、制服に着き替がえ、みずからの双装オルトロス《ブレイズ・エスパーダ》を腰こしのベルトに装備。いつもと同じ格好で更衣棟をあとにした。

　その足取りでそのまま戦兵学科の校舎へと向かう途と中ちゆうで、ふと違い和わ感かんを覚えた。

　静かすぎる。

　いくらまだ始業時間前とはいえ、奇き妙みようだった。

　アズリィは噴ふん水すいのある中央広場まで足を速めたが、だれともすれちがわなかった。

「どうして……」

　ありえない。

　本来なら、この時間は必ず巡じゆん回かい警備担当の双装騎士セイヴアーがいるはずなのに。

　そのとき、ふいに風切り音が聞こえた。

　ほとんど条件反射だった。

　地面に伏ふせようと身体を投げ出した瞬しゆん間かん、閃せん光こうがまたたき、轟ごう音おんと衝しよう撃げきに知覚が塗ぬりつぶされた。
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　──暗くら闇やみからゆっくりと浮うき上がる。

　そんな感覚を抱いだき、やがてかすかな光を感じた。重いまぶたを持ち上げる。アズリィは自分がうつぶせのまま気を失っていたことに気づき、覚かく醒せいした。

　立ち上がろうとした途と端たん、全身が内側から悲鳴を上げる。

　だがその激しい痛みすら吹ふき飛ばすような光景が、目の前にあった。

「な……」

　噴水があった場所に、大きなクレーターが穿うがたれていた。

　まるで隕いん石せきが墜おちてきたかのような有様だ。そのクレーターの周辺には、わずかに赤いＤ粒子の光こう彩さいがただよっていた。

　これは、アサルトエフェクトの残ざん滓し。

　ミラージュモードではなく、ミリタリーモード。兵器としての双装オルトロス本来の威い力りよく。

　なにが起きているのか。

　さきほどまでの静せい寂じやくから一転、学園のあちこちから爆ばく発はつ音がとどろいていた。

　アズリィの目の前を、双装オルトロスを手にした生徒たちが横切る。間断なくエフェクトを発動して戦闘行動をとっているが、なぜか肝かん心じんの相手の姿がどこにも見えない。

　逆に学園の双装騎士セイヴアーたちが四方から攻こう撃げきを受けはじめる。

　すさまじい集中砲ほう火かにあっけなく粒子領域を貫かん通つうされ、そのフィードバックの衝撃で意識を失い、次々と倒たおれていく。

　死し屍し累るい々るいの様相。

　アズリィが必死に目をこらすと、わずかに空間が蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらめいていた。

　あれは──

「ステルスエフェクト……!?」

　信じられなかったが、それがついに状じよう況きようを理解させた。

　まだアヴァロンでも一部の最さい新しん鋭えい機きでしか実現できていないそれを、敵の多くが──いや、おそらく全員が装備している。

　透とう明めい化した敵と残された双装騎士が斬きり結ぶ。

　だがその生徒もじりじりと力負けし、やがて死角に回りこんだべつの敵の攻撃を受け、その場に崩くずれ落ちた。

　それを見届けたのち、敵がステルスエフェクトを解除する。その場に現れたのは、全身を灰色の強化プロテクトスーツで覆おおった双装騎士たちだった。

　最新鋭の装備とともに、不気味な白い仮面で素顔を覆っている。

　どの人ひと影かげもまったく同じ姿。その異様な雰ふん囲い気きをアズリィたちはよく知っていた。

「デスペラーダ……」

　七年前、全世界に対して宣戦布告した巨きよ大だい武装集団。

　そして現在もなお、世界に対して脅きよう威いであり続ける混こん沌とんの中心──デスペラーダの部隊による襲しゆう撃げきだった。

　彼らの両手には、一対の斧おの型の双装オルトロスが握られている。

　それを目にした瞬間、アズリィの全身に戦せん慄りつが走る。

　あれはまさか、第三世代型の？

　重い身体を必死に引きずり、アズリィはその場に立ち上がった。

「Ｄリンク……接続コネクト！」

　声を絞しぼり出し、起動コマンドを叫さけぶ。だが《ブレイズ・エスパーダ》は、一切反応しなかった。

　こんなときに故障？

　いや、ちがう。おそらくは強力な電磁パルスを発生させるアサルトエフェクト。それによって《ブレイズ・エスパーダ》の内部回路が損傷を受けたのだ。

　粒子領域を展開した状態であれば、通常は脅威にはならない。だが遅おそかった。

　すでにこちら側の双装騎士セイヴアーの多くが地に伏せている。

　彼らの実力をもってしても歯が立たなかった。敵に双装オルトロスの性能で凌りよう駕がされていることに加え、このタイミングで高ランク騎士の多くが出で払はらっていることが災いした。

　いや、まさかそれを狙ねらって？

　とにかくなんとか戦せん況きようを把握し、反撃に動かなければ──

　アズリィがようやく身体を起こし、《ブレイズ・エスパーダ》の起動にもう一度取り組もうとしたとき、

「どうしたんだ、お嬢じようちゃん？」

　太い男の声が間近で聞こえた。

　背後に強化スーツの人影が立っていた。

　それに意表を突つかれた直後、後頭部への重い衝撃が、アズリィの意識をふたたび闇やみの奥へと刈かり取った。
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（ここは……）

　あたりは薄うす暗ぐらかった。

　まず壁かべや天てん井じようの輪りん郭かくが見え、アズリィは自分が室内にいることに気づいた。かなり窮きゆう屈くつな空間だ。壁の手前には、見覚えのあるものが整然と並んでいた。

《三七式》に、《ブレイズ・エスパーダ》──

　ここは、双装オルトロスなどの武器兵器を保管するための倉庫のひとつだ。

　そこまでは理解したものの、まだ頭がぼんやりした。それでいて全身はきしむように痛い。身体を動かそうとして、アズリィはようやく、自分の両手と両足が拘こう束そくされていることに気づいた。

「──首しゆ尾びはどうなっている？」

　すぐそばに、熊くまのように大おお柄がらな身体つきのデスペラーダ兵が立っていた。

　さらに倉庫の入口近くにも、べつのデスペラーダ兵。こちらはさきほど目にした斧型の双装オルトロスを手にしている。

　いまはどちらも奇き怪かいな仮面を外しており、荒あら事ごと慣れしていると一目でわかる粗そ野やな顔つきの男たちだった。

「例の目標を確保したようだ。となると、あまり時間はないな」

「ちっ……つまらねえ」

「まあ多少やり返されても、こっちは《ブルータル》があるんだ。適当に楽しんだところでズラかりゃいいだろ」

「はっ……それもそうだな」

　男たちは低い声で嗤わらい合っている。アズリィは気を失う直前の記き憶おくを辿たどり、自分が彼らの手によってここに運び込まれたことを理解した。

　奇妙だった。なぜ、あの場で殺さずにわざわざ？

　アズリィが首を動かして周りをよく確認すると、倉庫のなかには自分のほかにもうひとり、女子生徒が倒れていた。

　見知った顔。アズリィのクラスメイトだった。

〝なぜ〟──？

　簡単なことだ。

　その意味を察した瞬間、アズリィの全身を悪寒が這はい上がった。

「じゃ、お楽しみといくか」

　手前の男がいきなり、アズリィの上に馬乗りになった。

　顎あごをつかまれ、強引に正面を向かされる。強化スーツの性能なのか、すさまじい膂りよ力りよくだった。生体強化を受けているアズリィですら抗あらがえないほどに。

「つうかこいつ、よく見りゃずいぶんと上物じゃねーか」

「馬ば鹿かが。だから連れてきたんだろうが」

「へっ、いいセンスしてるぜ」

「ど……どきなさい！」

　全身の筋力を総動員して身体からだをよじらせる。だが男の体重と尋じん常じようならざる力にあっさりと押し込められた。

　男の手がこちらの首元に伸のびて、アズリィの服を力任せに引き裂さいた。

　ボタンが弾はじけ飛び、アズリィの白い鎖さ骨こつや下着、胸の谷間が男の眼前に晒さらされる。

　悲鳴は上げなかった。

　それでも身体の震ふるえまでは制せい御ぎよできなかった。

　頭からつま先まで、戦いの恐きよう怖ふとはべつの戦慄に支配される。男はうすら笑いを浮かべたまま、手を腰こしのほうへと伸ばしてスカートをまくり上げた。

「やめっ……私に、触ふれるな……！」

「ほかのやつならいいってか？　自分じゃなくて」

「え……」

　卑げ下びた笑みを浮かべた男が、まだ気絶したままのクラスメイトを見た。

　その視線の意味を理解した瞬間、言葉を失った。

「そ、それは……」

「いいぜ。そんならてめえに選ばせてやるよ？　自分がヤられるか、こっちのやつを代わりにヤらせるか。さあ決めろよ」

「な……」

　アズリィは、自分の級友にこれから起きることを想像した。

　その瞬間、ひとつの選せん択たく肢しが永久に消しよう滅めつした。

　もし仮に──そんなことを絶対に望みはしないが──選ぶとすれば、残ったほうしかありえなかった。

「さあ、どっちだ？　早く決めねーとどっちもヤっちまうぞ？」

「……ぁ……」

　本能に反して、身体から力が失われていく。
















　こんな状況でもなお、あるいはこんな状況だからこそ、理性という残ざん酷こくな回路が感情を抑よく制せいして働くのだということを、どこか他人ひと事ごとのように感じた。

　自分はきっと、そういうことに耐えられる人間なのだ。

「…………わかり、ました……」

　そう口にしたとき、アズリィの心の中心にはなにもなかった。

　いや、それは最初からずっと、祖国の孤こ児じ院いんにいた頃ころからなにも変わっていないのかもしれなかった。

「好きに……してください」

「かかっ！　いい！　いいこと言うぜ。男の悦よろこばせ方がわかってるじゃねえか!!」

　男が獣けもののように、アズリィの身体に覆いかぶさる。

　すぐにそのおぞましい感かん触しよくから意識を切り離はなした。

　自分にたいした価値はない。

　純潔など気にするほどの価値は。

　自分は双装騎士セイヴアー。

　それがすべて。

　だから、こんなことをされても、なにも痛くはない。なにも感じはしない。

　だが心とは裏腹に、頰ほおを一筋の涙なみだが伝った。

　アズリィは真威栖のラボに《四よん零ぜろ式》を持っていったときのことを思い浮かべた。

　そこで彼と過ごしたささやかな時間と、とても恥ずかしい勘ちがいをしたことも。

　──あのとき、本当だったらよかったのに。

　胸のなかに浮うかんだ自分の心の声を聞いたとき、

　鋭するどい擦さつ過か音が鳴り響ひびいた。

　男たちが同時にそちらを振ふり返り、倉庫の分厚い扉とびらに無数の線が刻まれた直後、扉が外から蹴けり破られた。




「──まったく、朝から騒そう々ぞうしいな。人が徹てつ夜やで作業していたというのに……」




　差し込む光とともに現れたのは白い人影。

　長い白衣をまとい、レンズの小さな丸まる眼鏡めがねをかけている。ぼさぼさ気味の髪かみに、目のまわりには色いろ濃こいクマを浮かべた、いかにも不健康そうな瘦そう身しんの少年。

　涙はこらえた。

　それでも、視界がほんのすこしだけぼやけた。

「マイス、さん……」

　白銀真威栖がそこにいた。




　＊




「遅くなって、すまない」

　真威栖は両手に《三七式》を装備し、起動していた。

　たったいま倉庫の扉をボール紙のように斬きり裂いたのは、近接戦せん闘とう用のアサルトエフェクトである『超振動刃ハイドロブレード』だ。

「ちっ、邪じや魔ましやがって……」

「気にせずヤってろよ。すぐ終わる」

　もうひとりのデスペラーダ兵が、まるで一服に出るような軽い足取りで真威栖に近づいてきた。その両手には斧おの型の双装オルトロスが握にぎられている。

「はっ……そんなチャチな双装オルトロスで、この《ブルータル》に勝てると思ってんのか？」

　やはりそうか、と納得した。

　第三世代型双装オルトロス《ブルータル》──アヴァロンで開発された機体ではない。

　それでいて性能は、真威栖たちにとっての現行機である《三七式》や《ブレイズ・エスパーダ》を凌りよう駕がしていることを、真威栖はよく知っていた。

　それをだれが開発したのかも。

　真威栖はすでに粒子領域を展開しており、対するデスペラーダ兵も同様だった。だが敵のそれは、より色濃い緑色の粒子で構成されている。

　真威栖の視界に、双装オルトロスの量子電脳クアンタムブレインが分ぶん析せきした敵機の情報が表示される。




〈　推定機体識別　〝Ｇ３‐ＢＲＵＴＡＬ〟　〉

〈　推定Ｄ粒子出力：３２０[image: ]０００ＰＳ／ＫＧ　〉




　真威栖の持っている《三七式》の二倍以上だ。

　向こうもこちらの双装オルトロスのスペックを、同様に分析したのだろう。途と端たん、男の頰に嗜し虐ぎやく的な笑みが貼はりついた。

「ハハッ!!　わかったか？　双装オルトロスの出力がちがうんだよ。この粒子領域にもそれが直結してる。つまり、パワーもスピードもてめえの倍はあるってことだ。どうあがいてもこの絶対的な差は埋うめられねぇよなぁ！」

「ああ、そうだな。それくらい猿さるでも理解できる」

「……馬鹿が。死ねや」

　こちらの平然とした態度に苛いら立だったのか、男が即そく座ざにアサルトエフェクトのコマンドを口にしようとした。

　瞬しゆん間かん、真威栖は迷わず踏ふみ込んでいた。

「『炸裂刃ニトロブレード』──」

　以前の模も擬ぎ戦で、アズリィも使用した近接用の爆ばく発はつ系アサルトエフェクト。黄金色に輝かがやいた刀身が男の身体を吹ふき飛ばした。

　男は倉庫資材を砲ほう弾だんのごとくなぎ倒たおし、崩くずれ落ちてきた棚たなの下した敷じきになる。

　倒れた男は、ぴくりともしない。

　わずかに肉が焦こげる異い臭しゆうがした。粒子領域を貫かん通つうされ、肉体に直接ダメージを受けたのだ。無事であるはずもない。無論、同情などしなかったが。

「は、はぁああああああああああッ!?」

　残った男が、仰ぎよう天てんしたようにアズリィから離れる。

　真威栖が手にした《三七式》の刀身内部からは、白はく煙えんが上がっていた。

　オーバーヒートの症しよう状じよう。だが、まだ駆く動どう停止にまでは至っていない。

　アズリィも呆ぼう然ぜんと真威栖を見つめていた。

「そもそも、大きな誤解をしているようだが……」

　真威栖は普ふ段だんのように眼鏡を指で押し上げながら、悠ゆう然ぜんと男に歩み寄った。

　腰が抜ぬけたままあとずさる男に、《三七式》の切っ先を突つきつける。

「この《三七式》でも、ごく短時間であればおまえたちの第三世代型と匹ひつ敵てきする、あるいはそれ以上の出力を出すことができるのだぞ」

「んぁっ……!?」

「一時的に、かつ内部フレームの破損をいとわなければ、だが。それを無視すると、このとおり大きなダメージを被こうむることになる。通常はまず推すい奨しようされない」

「ばばっ、馬鹿な……!?　だからって、なな、なんで粒子領域が貫通され……」

「双装オルトロスの出力が高い、というのはどういうことかわかっているのか？」

　真威栖は至極淡たん々たんとしていた。

　教師のような口くち振ぶりが、男の目には不気味に映ったかもしれない。

「構造がまったく新しいとか、単純に素材がグレードアップしているとか、そういうことではないぞ。対反応動力核ツインエンジンの出力を倍にするために、マイクロシリンダーと呼ばれる内部ユニットの数自体を増やしているんだ。いってみれば、根源的な動力機関を複数合わせることで、トータル的に高い出力を生み出しているにすぎない」

「だっ、だから……な……」

「だがその場合、どうしても最高出力に達するまでの時間は、ユニット数の少ない対反応動力核ツインエンジンのほうが速くなる。短たん距きよ離りランナーがふたり足並みをそろえて１００メートルを走ったとしても、ひとりのときよりタイムは速くならない。むしろ遅おそくなるだろう。

　いまおまえの仲間の粒子領域の出力が、僕の双装オルトロスのアサルトエフェクトを弾はじくほどに瞬しゆん時じに上がらなかったのは、それが理由だ。それにこういう無理をしたときに限界まで駆動を続けられるのも、内部構造がよりシンプルな双装オルトロスの利点のひとつだ。

　──なにも、高出力の双装オルトロスがすべてではない」

　真威栖がさらに男に近寄ると、その顔が恐怖に歪ゆがんだ。

「次からは自分の使う双装マシンについてよく学んでこい。もっとも、次はないがな」

　真威栖はエフェクトすら起動せず、直ちよつ剣けんの腹で男の顔面を薙なぎ払はらった。

　たとえどれほど男が屈くつ強きような肉体を持っていようが、スーツで防護されていようが、双装オルトロスの粒子領域によるパワーアシストを受けた一いち撃げきを防げるはずがなかった。

　男の身体からだはきりもみして吹き飛んで天てん井じように激げき突とつし、残った棚などを巻き込んで仲間の上に落下した。

「まったく、最さい新しん鋭えいの双装オルトロスをあんなやつらが使っているとは……」

　真威栖は嘆なげきつつ、アズリィに手を差し伸のべた。

「大だい丈じよう夫ぶか、アズリィ」

「マイス、さん……」

　アズリィは、まだどこか呆ほうけていた。

　彼女の制服はだいぶ汚よごれていた。おそらく双装オルトロスを起動するまえに、外で敵の攻こう撃げきに巻き込まれたにちがいない。

「屋上のラボにいたときに、騒さわぎに気づいたんだ。幸い、敵も早朝から生徒がそんなところにいるとは予想していなかったのだろう。隠かくれて状じよう況きようを確認している途と中ちゆうで、きみが運ばれていくのを見つけ、あとを追いかけた」

「そう、だったんですか……。無事で、よかった、です」

「それはきみのほうだ。危うく、その……」

　真威栖は、あられもないアズリィの姿からとっさに視線をそらした。

　その意味に気づいたアズリィが、あわてて胸元をおさえる。

「でも……どうして、私が襲おそわれているとわかったんですか？」

「中をうかがっていた」

「みっ……見ていたんですか!?」

「ああ。い、いやちがうぞ！　僕は敵の隙すきを突くためにだな……」

「さ、最低です！　痴ち漢かんです！」

「僕がチカン!?　いや、それはやつらのことだろう！」

「だいたいあのときだって、ザランさんとくっついてなにをしていたんですか!?」

「あ、あれは不ふ可か抗こう力りよくで……。というか、やっぱり気にしているんじゃないか」

「当たり前です！　私はマイスさんの指導係なんですから！」

　アズリィはひとしきり叫さけぶと、大きく息を吐はいた。

「やっぱりあなたのことは見過ごせません。マイスさんは不ふ真ま面じ目めで、偏へん屈くつで、破は廉れん恥ちで……」

「アズリィ……」

　いつのまにか増えた不ふ名めい誉よな称しよう号ごうを訂てい正せいしてもらおうとした。

　だがそのまえに、アズリィが真威栖の服の胸元をぎゅっとつかんだ。

　いつもの怪かい力りきからは想像できない、弱々しい力。

「……でも、ありがとうございます」

　その言葉だけで十分だった。

　真威栖は白衣を脱ぬいで、それをそっとアズリィの肩にかけた。

「あ、あの……」

「いまはもらってくれ。目に毒だ」

　アズリィはわずかに頰ほおを染め、こくりとうなずいた。

　真威栖の白衣を羽織ると、アズリィは倉庫のなかに残っていた双装オルトロスから無事なものを拾い上げた。鞘さやごとベルトに装着。両手を交差させ《ブレイズ・エスパーダ》を抜ばつ刀とう。

「Ｄリンク、接続コネクト」

　アズリィの全身をＤ粒子のきらめきが覆おおった。

「行きましょう。まだ終わっていませんからね」

「アズリィ、そのことだが……」

　真威栖は気を失ったままの女子生徒を抱だきかかえながら、自分がここに来るまでに確認した状況を冷静に分析した。

　まだ罠わなの可能性も捨てきれないが、いまのところ考えられる結論はひとつだった。

「敵は、すでに撤てつ退たいをはじめている」

　怪け訝げんな顔をするアズリィに真威栖は言った。




　＊




　数分前まで戦場と化していた学園内。

　すべての双装騎士セイヴアーたちが敵の索さく敵てきと警けい戒かいにあたり、造兵学科等の非戦せん闘とう要員の生徒たちは避ひ難なんし、あるいは負傷者の手当てや消火活動のために奔ほん走そうしていた。

　校舎や敷しき地ちの一部には激しい戦闘の痕こん跡せきが生々しく残されていたが、肝かん心じんのデスペラーダ兵の姿はすでに大半が消えていた。

　拘こう束そくできたのは、さきほど真威栖がのした男たち二名を合わせてもわずか数人程度で、いまのところ有益な情報は引き出せていない。唯ゆい一いつわかったのは、彼らがごく限られた役割しか与あたえられていなかったらしい、という事実だけ。それがあの奇き襲しゆう攻こう撃げきだ。

「アズリィ、ほかの騎士たちにも確認したが、やはり敵は残っていない」

「……ですが、マイスさん」

「ああ、なぜこんなに引き際がいいのか」

　真威栖もアズリィと同じく、不ふ審しんさを感じていた。

　もっと激しい衝しよう突とつを覚かく悟ごしていた。

　なにせデスペラーダ側は、双装オルトロスの基本性能で優位に立っているのだ。いくら数で劣おとっているとはいえ、この撤退の判断の早さは奇き妙みようだった。

　もしかしたら、最初からここの制圧が目的ではなかったのかもしれない。

　ではなにが本当の目標だったのか？

「マイスさん、私は外で警戒にあたります。マイスさんは負傷者の救護を手伝ってあげてください」

「……ああ、了りよう解かいした」

　たしかに、いまは全員の安全確保が先決だ。

　そこで真威栖は、いるかのことを考えた。

　本当なら、敵の襲しゆう撃げきを受けたあとすぐにでも向かいたかったのだ。ただ連れていかれるアズリィを見つけたことや、敵の侵しん攻こうルートから造兵学科の校舎や寮りようには戦火が及およんでいなかったこともあって、ここまで引き延ばさざるをえなかった。

　無事でいるはず──双装オルトロスの量子通信を使い、いるかの携けい帯たい端たん末まつに連れん絡らくをとった。

　だが応答がなかった。敵が撤退したいま、電磁的妨ぼう害がいは受けていないはずなのに。

「どうしたんですか？」

「いるかと、連絡がとれない……」

「いるかさんと？」

　その瞬しゆん間かん、真威栖はぞっとした。

　なにかはっきりとした根こん拠きよに基づいたものではなく、ただの動物的な直感だった。その漠ばく然ぜんとした不安に突き動かされるまま、真威栖はその場から走り出した。

「マイスさん？　どこに行くんですか!?」

「いるかの部屋だ！」

　粒子領域の加速運動を最大にし、あのとき気絶したいるかを抱かかえて連れていった造兵学科寮の前へとたどり着いた。

　迷わずいるかの部屋に急ぎ、扉とびらを蹴け破やぶった。

　中に人の気配がなかった。

　ほかの生徒と同じように、すでにどこかへと避難したのか。そう考えたとき、あるものが真威栖の目に留まった。いや、見つけてしまった。

　床ゆかに、あの真威栖人形が落ちていた。

　靴くつ跡あとがくっきり残っており、無む惨ざんに潰つぶれている。

　靴くつのサイズ的にいるかのものとはちがうように見えた。

　いやそれ以前に──どんな非常時であっても、いるかがあれほど大事そうにしていたこの人形を踏ふんでいくなどありえない。

　なにが起きたかそれで理解した。

　怪訝な様子であとを付いてきていたアズリィに、真威栖は言った。




「いるかが、さらわれた」








File. 04　矛ほこを砕くだく盾たて






「確認しましたが、やはりいるかさんは校内にいません」

　いまだ騒そう然ぜんとする学園内で、真ま威い栖すはアズリィから告げられた。

　現実感がなかった。脈みやく拍はくが速まり、耳のうしろの血流の音がやけに鮮せん明めいに聞こえた。

「でも、どうして彼女が……」

「それは……わからない。だがこの襲撃の目的はここの制圧ではなくべつにあったんだ。それを達成したからこそ、敵はあれほどあっさりと撤退した」

　困こん惑わくするアズリィと同様、真威栖にもはっきりとした根拠や証しよう拠こがあるわけではない。

　なぜ造兵学科のいち生徒であるいるかをさらう必要があったのか？

　真威栖はまっさきに自分が原因ではないかと疑った。

　いるかは真威栖の素性を知っている限られた人間のひとりだ。デスペラーダがその立場を利用するためにいるかをさらった可能性はあった。だが、もしそうだとしたら敵から真威栖になんらかの接せつ触しよくがあるはずだ。

　いまだそれがないところを見ると、目的は脅きよう迫はくや取引ではない。

　つまり、待っていても無意味だ。

「きみはここに残れ」

「え？　ちょっと、マイスさん!?」

　真威栖は一方的に告げて、その場から駆かけ出した。

　僕は馬ば鹿かだ──

　もっと早く、いるかのもとに駆けつけていれば。

　焦あせる足で向かった先は、屋上のプレハブ小屋──真威栖のラボだった。

　邪じや魔まな部品や工具をすべて払はらい落とし、その奥に立てかけていた双装オルトロスに向き合った。

　見た目は巨きよ大だいな剣けん。

　鍔つばと同じほど刀身が幅はば広ひろく、さらに分厚い。柄つかの機関部も通常より大きく、冷れい却きやく用のラジエータがむき出しになっている。

　一いつ瞬しゆん、葛かつ藤とうした。

　完成度は約80パーセントほど。

　現状では、はっきり言って未完成品だ。真威栖が独自に搭とう載さいしたメイン機能に大半のリソースを割いてしまったせいで、通常の戦闘能力においては原型である《四よん零ぜろ式》はおろか、第二世代型の双装オルトロスにすら及ばないだろう。

　だがおそらく、これが必要になる。

　それは想像しうるなかで最悪の可能性だったが、目をそむけるわけにはいかない。

　どのみちその場合、通常の双装オルトロスはほぼ無力になるのだから。

　真威栖は双装オルトロスに接続されていたケーブルをすべて外し、それを抜ぬき身のまま背負ってラボを飛び出した。

　──一刻の猶ゆう予よもなかった。







　学園の正門を出たところで、真威栖は予想外の人ひと影かげに遭そう遇ぐうした。

「……通してくれ」

「規則違い反はんだとわかっていますか？」

　前方に立ちはだかるアズリィの声は冷たく、その視線は鋭するどかった。

「すでに騎士会からの第一戦闘配備が発令されています。真威栖さんが正式な双装騎士セイヴアーである以上、勝手な行動は許されません」

「わかっている。事が片付いたら、今度こそどんな処分も受ける」

「……そうですか」

　そう言うと、アズリィはおもむろに《ブレイズ・エスパーダ》を起動した。

　周囲に粒子領域が展開される。

　まさか、力ずくで？

　真威栖が驚おどろきつつ身構えていると、アズリィは予想外のことを口にした。

「私も行きます」

　有無を言わせぬ口調だった。

「しかし……」

「大だい丈じよう夫ぶです。会長に許可は取ってありますから。ただし、ここの防衛が優先されますので同行できるのは私だけです」

　意外だった。まさか、あっさりと許きよ諾だくを得られるとは思っていなかった。いや、いまはそんなことはどうでもいい。

　いるかを取り戻もどすことが先決だ。

「十分だとも。おそらく敵は、まだそう遠くには行っていない。粒子領域の加速運動を最大にすれば追いつける」

「はい！」

　真威栖とアズリィは学園を飛び出し、いるかの追つい跡せきを開始した。
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　退たい廃はいがどこまでも続いている。

　瓦が礫れきが道路を塞ふさぎ、乗用車やトラックが横転したまま放置され、高こう架か線が崩くずれ落ちて電車の車両が地面に突つき刺ささっている。

　現在ではめずらしくもない光景。

　かつては人口一千万人を超こえるメガシティだったその場所は、いまは広域にわたって完全なる無人廃はい墟きよと化していた。




　旧東京──渋しぶ谷や区。




　まだ薄うす暗ぐらい廃墟都市を、真威栖たちは双装オルトロスの加速運動を使って倒とう壊かいしたビルのあいだを飛び越こえつつ進んでいた。

「アズリィ、いるかの信号を捉とらえた」

　真威栖は粒子領域内の投とう影えいディスプレイを見ながら言った。

　それは先日、いるかに渡わたした指輪に内蔵していた発信器からの信号だった。

　真威栖と特別な関係性を持ついるかが、その事情により危険に陥おちいったときの万が一の備え──その程度の意味合いだった。

　だがまさかそれを、こんな早くに活用することになろうとは。

「ところで、それはいったい……」

　アズリィが真威栖の手にした双装オルトロスを横目に言った。

「これは、《菊十文字ガーベラ・クロス》──きみから譲ゆずり受けた《四よん零ぜろ式》をベースに開発した、僕の試作型双装オルトロスだ」

「双装オルトロス？　しかしそれは……」

　アズリィの疑問を真威栖は察した。

《菊十文字ガーベラ・クロス》の外見は、一ひと振ふりの大型剣。通常の双装オルトロスではありえない形状だった。

　二つの核コアを共きよう振しんさせる対反応動力核ツインエンジンの性質状、双装オルトロスはアサルトとシュラウドが物理的に分ぶん離りしていなければならない。

　だが真威栖の双装オルトロスにはその区別がない。アズリィが怪あやしむのも無理はなかった。

「僕もできればこれは使いたくない。戦せん闘とうになったときは、アズリィ、きみの力を当てにしているぞ」

「もちろんです。私は双装騎士セイヴアーですから」

　アズリィが力強く答えた。そのとき、

「!!　マイスさん、あの交差点のところ！」

　四方を商業ビルに囲まれた、かつてのスクランブル交差点。横断歩道の白線がうっすらと残ったアスファルトの上を横切る、ひとつの人影があった。

　灰色のクロークのようなもので全身を覆おおっており、遠目には性別もわからない。

　だが学園を襲おそったデスペラーダ兵と同じ不気味な仮面を着けていた。

　だれかを脇わきに抱かかえている。

　真威栖は必死に目を凝こらした。造兵学科の制服姿、華きや奢しやな身体からだ──同年代の少女。

　いるかに見えた。

　それを認識した瞬しゆん間かん、腹の底が燃えるように熱くなる。

「私が後ろから近づきます！　マイスさんが注意を引いてください！」

「わかった」

　内からこみ上げる怒いかりを必死に制せい御ぎよしながら、真威栖はアズリィと散開した。

　巨大な瓦礫を迂う回かいし、慎しん重ちように距きよ離りをつめる。敵から身を隠かくしつつ、アズリィと双装オルトロスの量子通信でタイミングを計った。

『いまです！』

　真威栖とアズリィは、デスペラーダ兵の前後を挟きよう撃げきするかたちで躍おどり出た。

　同時にアサルトエフェクトを発動。

「とまれッ!!」

《菊十文字ガーベラ・クロス》の刀身に『超振動刃ハイドロブレード』を起動し、眼前のデスペラーダ兵に向けた。

　真威栖の警告どおり、相手が立ち止まる。

　見たところ双装オルトロスは装備していない。そしてその脇に抱えられた少女はぐったりと意識を失い、おさげ髪がみが地面のほうに垂れている。

　その姿は見まちがいようもなく、五十海いかるみいるかだった。

「彼女を放せ」

　底冷えする声で真威栖は告げた。

　だが相手はまったく動じない。その態度に全身を焦こがすような怒りと苛いら立だちがつのる。

「逃にげ場はありませんよ」

　敵の背後にまわったアズリィも《ブレイズ・エスパーダ》を向けていた。

　二対一。しかも向こうが双装オルトロスを装備していなければ、もはや逃げようもない。

　そのとき、かすかにそのデスペラーダ兵が笑った気がした。

「顔を、見せてください」

　アズリィが勧かん告こくする。真威栖は油断せずに《菊十文字ガーベラ・クロス》を構えたまま、じっと待つ。

　クローク姿のデスペラーダ兵が、頭を覆っていたフードと仮面をゆっくりと外した。

　はらりと長い銀ぎん髪ぱつがこぼれ落ち、真威栖は目を見開く。

　同時に理解した。

　なぜ学園があれほど易やす々やすと敵の襲しゆう撃げきを許したのかを。

　なぜ敵があっさりと目標を達成できたのかを。

「あらぁ、マイスじゃなぁい♪」

　病的に白い肌はだ。血を吸ったような深紅の瞳ひとみ。

　そこにいたのは、新東京支部ナンバー６の双装騎士セイヴアー──ザラン・サザランカだった。

　ザランが優ゆう雅がにクロークを脱ぬぎ捨てると、あの特とく徴ちよう的な改造制服があらわになった。

「あなたは……」

　視線を強めたアズリィを、ザランが首をひねって一いち瞥べつする。

「なぁに、また五月蠅うるさいのが一いつ緒しよなのぉ？　空気が読めないわねぇ……」

「きみは……デスペラーダの人間なのか」

「えぇ、そうよぉ。貴方あなたたちがダイッキライな、世界の敵♪」

「なぜ、いるかをさらう。目的はなんだ!?」

　真威栖が叫さけぶと、ザランは難なん儀ぎなものを見るように形のいい眉まゆをひそめた。

「マイスぅ。貴方、そんなこともわからないのぉ？」

「……!!」

　ザランのその台詞せりふが、記き憶おくの言葉と重なった。

　おそらくはただの偶ぐう然ぜん。だが、それが想定外に真威栖の心を揺ゆさぶった。

「なんだと……」

「だってぇ、そうじゃない。この子は貴方の妹と同じ存在なのに。……もしかしてぇ、それもわかっていないで追ってきたわけぇ？」

「在あ莉り栖すと……同じ？」

　意味がわからなかった。

　一方、アズリィはその名前を怪け訝げんそうに聞いている。

「そうよ。だからこの子は大切なの。世界を変えるために必要な子。ふふっ……でも残念だけど、マイスはちがうみたいねぇ」

「なにを……」

　まったく理解できない。

　ただ底知れない不安だけが増ぞう幅ふくし、真威栖に未知の恐きよう怖ふを与えた。

「彼女を放してください」

「やぁよ」

「あなた、双装騎士セイヴアーとして恥はずかしくないんですか！」

「はぁあ？」

　アズリィの叱しつ責せきにぽかんとしたザランは、その直後、

「ふふっ……ばっっっかみたぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]い♪」

　腹を抱えて笑いはじめた。

　高らかな哄こう笑しようの声が交差点に響ひびきわたる。それはもはや嘲あざけりや挑ちよう発はつですらなく、純じゆん粋すいにおかしくてたまらないという態度だった。

「なっ……」

「アズリィ・アズラーニャ。貴女って、ほんっっとウザかったわぁ。双装オルトロスの事故で死んじゃえばよかったのにって思ってたのよぉ。それなのに運よく助かっちゃうしぃ、ほんっっっと空気が読めないのねぇ」

「……なんの、ことです」

　アズリィは怪訝そうだったが、ザランの言葉に真威栖は思い当たる節があった。

　はじめてアズリィの《ブレイズ・エスパーダ》を分解したとき。

　あのとき、対反応動力核ツインエンジンの一部の部品が異様に傷んでいた。

　事故につながりかねないような危険な状態。あれが偶然でなかったとしたら。

「あれは、きみが仕込んだのか」

「ええ、そうよぉ。なのにマイスが余計なことしちゃうんだからぁ。でも、貴女は相変わらずおばかさんみたいで安心したわぁ」

「どういう意味です」

「ふふっ……だってぇ、そうでしょう？　──こんな見え見えの罠わなに引っかかるくらいなんだものぉ」

　その瞬間、真威栖たちの双装オルトロスの敵味方識別ＩＦＦセンサーが応答した。

　粒子領域内に浮うかぶ無数の警告表示。

　対反応動力核の波動識別──『敵軍機エネミー』。

　対反応動力核の反応数──36。

　前後左右、そして交差点を取り囲む半はん壊かいしたビルの上に、突とつ如じよとして無数の人ひと影かげが出現していた。

　強化プロテクトスーツと仮面。学園を襲ったのと同じデスペラーダ兵の姿。

「ステルスエフェクト……」

　真威栖とアズリィは、完全に包囲されていた。
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　自分の責任だ。

　アズリィは出現したデスペラーダ兵の姿を見み渡わたしながら、これまでの生しよう涯がいでもっとも強く、己の迂う闊かつさを呪のろわずにはいられなかった。

　敵の第三世代型双装オルトロスは、粒子領域による視覚・熱・電磁的な迷めい彩さい用エフェクトを、すでに実用化している。人質となっているいるかと、ザランという元身内の不快な言動のほうに気を取られ、その存在を失念していた。

　ザランの挑発的な態度はこちらの気をそらすための囮おとり。完全な油断だった。

「さぁ、ここからどうするのぉ？」

　ザランが余よ裕ゆうの笑みをたたえている。

　無数のデスペラーダ兵が斧おの型双装オルトロス《ブルータル》を手に、じりじりと真威栖とアズリィに迫せまっていた。

『……すみません』

　双装オルトロスの量子通信で、アズリィは真威栖に謝った。

　本心から出た言葉だった。

『なぜきみが謝る？　気づかなかったのは、僕のミスでもある』

『いえ……。マイスさんを、同じ双装騎士セイヴアーとして認めたことです』

『なに？』

　真威栖は怪訝そうに聞き返した。

　その言葉の意味が、彼にはわからないかもしれない。

　けれど、本当に申し訳ないと思ったのだ。

　あのとき、もし自分が真威栖と一対一での勝負を了りよう承しようしたりなんてしなければ。

　あるいは風かぜ詩うたの決めたことにもっと反対していれば。

　あるいは騎士として問題児である真威栖を自分が追い出していれば。

　あるいは、あるいは──

　すべては無意味な回想だ。けれど、

『そうしなければ、マイスさんはいまここにいなかったはずですから』

　なぜそうならなかったのか。もちろんアズリィ自身にはどうしようもない事情もあったものの、その本質的な理由にアズリィは気づいていた。

　真威栖と、一緒にいたかったからだ。

　同じ双装騎士セイヴアーとして。

　アヴァロンの仲間として。

　自分が初めて──特別な想いを抱いた少年として。

『もしくは、さきほどマイスさんを止めていればよかったですね。戦場に出るのは、本来であれば私たち騎士の役目なんですから。技師であるマイスさんが来るべきではなかった。私だけなら、どうなってもよかったのに』

『……』

　真威栖は黙だまってアズリィの言葉を聞いている。

　いまさらこんなことを言って、恨うらまれているかもしれない。

　けれど、それならいいなと思った。

　そうすれば、真威栖がこのあと取るべき行動にも、迷いが生じなくなるだろうから。

『マイスさん、私が粒子領域を最大にしてあなたの盾たてになります。いるかさんは助けられませんが……どうか、あなただけでも逃にげてください』

　覚かく悟ごはできていた。

　いつかこんなことが起きるのではないかと、薄うす々うす予感していた。だからアズリィは、とりたてて悲しいとも怖こわいとも感じなかった。

　戦力差は絶望的だ。

　アズリィたちに唯ゆい一いつできることがあるとすれば、Ｄ粒子をすべて防御用のシュラウドエフェクトに費やし、敵の攻こう撃げきをしのぎつつこの場から離り脱だつすること。

　それでもふたりが助かることは、まず難しいだろう。

　だからアズリィが真威栖の盾になる。

　それが自分の最後の仕事だと、そう決めた。

　あとは真威栖がそれを了承して、無事に逃げおおせることを祈いのるだけだった。

　せめて、彼だけでも──




「ふざけるなよ」




　突とつ然ぜん────だった。

　真威栖の静かな怒ど号ごうが、停てい滞たいした空気を震ふるわせた。

　その異変に目を見張る。

　真威栖はなぜか拳こぶしを握にぎりしめ、敵ではなくアズリィをにらみつけていた。

　なにが起きたのかわからなかった。

「マイス、さん……？」

　困こん惑わくしながら真威栖を見返す。その様子を、ザランが愉ゆ快かいそうに見ていた。

「あらぁ、どおしたのぉ？　もしかして仲間割れぇ？」

「うるさいだまれ」

「なっ……」

　真威栖に一いつ喝かつされ、ザランがはじめて不快さを顔に表す。

　だがそれすらも完全に無視し、真威栖はアズリィに向かって怒ど鳴なりだした。

「アズリィ・アズラーニャ。きみは自分をただの双装騎士セイヴアーだと言ったな。双装オルトロスを使って戦うことだけが存在意義だと。あれは噓うそだったのか？　それともこの程度で戦意を喪そう失しつするのが、きみの言う騎士だと？　はっ、だとしたらとんだお笑い種ぐさだ！　そんな騎士が相手では、世界中のどんな技師もやる気を喪失してしまうな。きみの《ブレイズ・エスパーダ》もそんな騎士に選ばれてさぞ不幸なことだろう！　もしきみの墓を建てるとしたら、僕はその前に双装オルトロスの墓を建てて供養することを優先してやる!!」

　アズリィが、そしてザランさえもあっけにとられていた。

「だいたいきみのことは最初に会ったときから、とんでもない女だと思っていた。きみは暴力的で短たん絡らく的で人の話を聞かず、なにかといえばすぐに双装オルトロスを取り出す。たしかにきみはそこそこ強いかもしれないが、双装オルトロスの扱あつかいはまるでなっていない！　使い方が大おお雑ざつ把ぱすぎるんだ。なにが《撃滅の戦姫バーストプリンセス》だ。なにがナンバー３だ。それに、僕のラボがウサギ小屋だと!?　それはきみがしょっちゅう爆ばく破はするから、改築が進まないんじゃないか!!　思い返せばそれが一番腹立たしい……[image: !!!]」

「す、すみませんでした……」

　まさかそこまで気にしているとは思っていなかったので、つい謝ってしまった。

　だが、いったいどうしたのか。

　それは普ふ段だんの理り屈くつっぽい真威栖からは考えられないような言動だった。

　感情的で、勢い任せの言葉。

　アズリィはしばし、いまがどれほど危機的な状じよう況きようにあるかも忘れた。

　やがて、自分がなにを言われているのかをゆっくりと理解する。すると、ある感情が身体からだの内からふつふつと沸わき上がってきた。

　それは罵ば倒とうに対する順当な感情──怒いかりだ。

「ていうか……な、なんですかそれ!?」

　信じられなかった。

　ありえないと思った。

　こんな最後の最後まで、どうしてそんな誹ひ謗ぼう中傷に近い文句を言われなければならないのか。

「どうしてマイスさんにそこまで言われないといけないんですか！」

「それはきみが、三流の騎士だからだ」

「なっ……!?」

　真威栖は肩かたで息をしながら、いまだに啞あ然ぜんとしたままのアズリィを見て言った。

「一流の騎士はこの程度で諦あきらめたりはしない。そして騎士が諦めない限り、技師も諦めない。だから、二度と僕の前で自分はどうなってもいいなどと口にするな」

　はっとした。

　アズリィはそこでようやく、真威栖がなにに怒おこっているのか気づいた。

「それともうひとつ、僕はきみに言うべきことが……いや、そうじゃない。言いたいことがある」

「えっ……」

　やっといつもの冷静沈ちん着ちやくさを取り戻もどし、真威栖が言った。

「あのとき、きみに言えなかったことだ」

　あの夜の学園。

　真威栖の言葉にアズリィが勝手な期待をして、勝手に傷ついてしまったあの時間に、真威栖とアズリィはさかのぼっていた。

　だからもう、アズリィには真威栖しか見えなかった。

　彼の言葉が世界のすべてだった。

「アズリィ。きみが戦うべき理由を持たないというのなら、僕がそれを与あたえる。僕は双装技師エンジニアで、きみは双装騎士セイヴアーだ。だから──」

　灰色の世界が、ふいに鮮あざやかな彩いろどりを帯びた。







「だから、僕がきみを必要とする」







　ああ────

　その瞬しゆん間かん、アズリィはすべてを理解した。

　自分が本当はなにを望んでいたのか。

　あのとき、真威栖にどんな言葉を口にしてほしかったのか。

　それだけを──

　たったそれだけの言葉を──

　いったい自分は、どれほど渇かつ望ぼうしていたのだろうか。

　それはきっと、アズリィが祖国の孤こ児じ院いんにいた頃ころからずっと。

　寒い春も、凍いてつく冬も、閉ざされた土地のなかでアズリィがアズリィとしてだれかに必要とされたことは、一度もなかった。

　大勢の役に立たない子供のなかのひとり。

　それ以外の価値がなかった。

　だがやがて、世界そのものが変わった。

　アズリィは双装騎士セイヴアーとして素質を見出され、アヴァロンの一員となった。そこで騎士としての価値を認められた。

　居場所ができた。風詩をはじめとする仲間ができた。

　でも本当に欲しかったのは、べつのもの。

　たったひとつの言葉。

　自分はただ、だれかに必要とされたかっただけなのだ。

　だから──




　新たな覚悟が決まった。




　それを伝えるために、アズリィは真威栖の目を見てうなずいた。

　一方、ザランはそれを冷めた目つきで見つめていた。

「……なーんか、残念。マイスって、思ってたよりつまぁんない人間だったのねぇ」

「そうか。どうやらきみとは相性が悪いようだな」

「そうねぇ、どうせなら身体のほうも試してみたかったけど……でも、もういいわぁ。だってどのみちぃ、もう終わりなんだからぁ」

「終わり、か……」

　真威栖は動どう揺ようしておらず、臆おくしてもいないようだった。技師としてその胆たん力りよくは賞賛に値するが、状況は依い然ぜんとして変わっていない。

　アズリィたちは三十名以上のデスペラーダ兵に完全包囲されたままだ。

　諦める気はとうになくなったが、かといってまともに戦ったとしても、活路は見出せそうにない。

　どうすればいい？

　アズリィが全身全ぜん霊れいで思考を回転させた、そのときだった。




「アドミニストレータ権限により中ちゆう枢すう論理機構へのアクセス要求。

　同権限による量子電脳クアンタムブレインの通常演算手順を全て凍とう結けつ。アーキテクトモード、起動。

　最優先コマンド、レディ──」




　唐とう突とつに、真威栖が呪じゆ文もんのような言葉をつぶやいた。

　それは粒子領域を使って拡声され、廃はい墟きよの交差点にこだました。その呪文の最後の決定的な一句を、真威栖ははっきりと口にした。

「〝コード・アリス〟」

　途と端たん──世界から音が消える。

　辺り一帯に、不気味なほどの静せい寂じやくが訪れた。

　なにが起きたのか、アズリィにはすぐにはまったくわからなかった。

　遅おくれてようやく、ひとつの異変に気づく。

　それまでじりじりと包囲をせばめていたデスペラーダの双装騎士セイヴアーたちが、ぴたりと動きを止めていた。

「なにをしているのッ!?　攻こう撃げきしなさい!!」

　ザランが慌あわてたように声を荒あららげた。

　おそらく、ザランは彼らを統率する立場にあるのだろう。だがその直接的な命令を受けてもなお、敵は動かない。

　いや──

　仮面に隠かくれ、デスペラーダ兵たちの表情は見えない。

　だがまるで金かな縛しばりに遭あったように、かすかにその身体を震わせていた。

　動かないのではない。動けないのだ。

　そこまで理解してようやく、アズリィは思い至った。

　この状況をもたらしたのが、いったいだれであるかを。

「おまえたちの双装オルトロスを、すべて僕の管理下に置いた」

　わずかにうつむいた真威栖が冷れい徹てつに告げた。

「なっ……!?」

　これまで一切余よ裕ゆうを崩くずさなかったザランが、狼ろう狽ばいを隠せずにいる。

「この世界に現存するすべての双装オルトロスには、このコードが組み込まれている。Ｄ粒子を生成する双装オルトロスのシステムと一体になって存在するものだ。これはどんな双装技師エンジニアであっても変へん更こうすることはできない。そしてこのコマンドは、Ｄ粒子を媒ばい介かいにして僕の脳波識別が付ふ与よされてはじめて機能する。たとえ、僕以外の人間が同じ文言を口にしても意味はない。

　……逆らうことは、できない」

　いま真威栖は、この場に存在するすべての双装オルトロスとＤリンク接続をしていた。

　意識はすでに物理的な空間から跳ちよう躍やくしている。

　視みえるのは、無限大に広がる電子の海。

　粒子領域を媒介にし、指示を与える。

　そのイメージのとおりに、三十六名のデスペラーダ兵が同時に、まるで壊こわれかけの人形のようなぎこちない動きでそれぞれの双装オルトロスを持ち上げる。

「身体を保護し強化する粒子領域も、制せい御ぎよを奪うばわれれば全身を支配されているに等しい。だからこんな風に──」

　アサルトエフェクト、最大出力。

　シュラウドエフェクト、最低出力。

　照準。

　真威栖は無む慈じ悲ひに命令を下した。

「撃うて」

　敵が一いつ斉せいに、双装オルトロスのトリガーを引いた。

　熱光学系アサルトエフェクト──『粒子熱線ハイレーザー』が発動。

　真威栖たちの周囲や上空を、無数の光が貫つらぬいた。

　そのすべてが仲間へと向かって。

　最大威い力りよくのアサルトエフェクトの直ちよく撃げき。粒子領域を含ふくむすべてのシュラウドエフェクトを貫かん通つうされ、敵が次々とその場に崩れ落ちる。

　三十名以上の双装騎士セイヴアーによる同どう士し撃ち。

　アズリィは息を吞のんだ。

　たとえ、いま自分たちの命を奪おうとしていた相手だったとしても、それはあまりにおぞましい光景。真威栖は言葉だけで、あれだけの数の双装騎士を制圧してしまった。

　そんな方法をアズリィは知らない。

「マイスさん、あなたはいったい……」

　アズリィの畏い怖ふの視線を、真威栖は逃にげることなく受け止めていた。

　もう隠すことはできない。

　そのとき、真威栖もまた己の覚かく悟ごを固めていた。

「ふふっ……マイスぅ、やっぱり貴方あなたっていいわぁ……」

　敵のなかで唯ゆい一いつ双装オルトロスを持たず、結果としてその場に残ったザランが肩かたを震ふるわせる。

　やがて熱っぽく濡ぬれた瞳ひとみで真威栖を見つめた。

「まさか、こんなものが見られるなんてねぇ……。でもそうね、これくらいのことはできて当然よねぇ。なんたって、双装の生みの親なんだから」

「生みの、親……？」

　ザランの言葉に、アズリィが当とう惑わくする。

「最初から、僕のことを知っていたのか」

「ええ、もちろんよ。だから貴方には興味を持ったの。本当はうちのボスからは手を出さないよう言われていたんだけど……。ふふっ、でも、ひどいと思わない？」

「なにがだ」

「うちのボスは、こんな情報は教えてくれなかったのよ？」

「きみは、在莉栖からあまり信しん頼らいされていなかったようだな」

「こんなことって……ふふっ……」

　突とつ然ぜんザランが頰ほおを歪ゆがめ、身体からだを大きく揺ゆらしはじめた。

「ああ……なーんだぁ、そういうこと……ふふっ。たしかにそれならつまらなくないわねぇ……。いえ、むしろ最高ね。あはっ、アハハハハハハハッ!!」

　クレイジーな哄こう笑しよう。

　まるで自じ暴ぼう自じ棄きに陥おちいったかのように、ザランは狂きよう喜きの衝しよう動どうに身を任せている。

　一方、アズリィはひとり取り残されて困こん惑わくしていた。

「あの、いったい、どういうことなんですか……」

「貴女ぁ、まだわからないのぉ？」

　ザランが嗜し虐ぎやく的な笑みを浮うかべたまま、言った。

「デスペラーダの首領──狗いぬ改かい在莉栖は、マイスの双ふた子ごの妹よ」

《菊十文字ガーベラ・クロス》を握にぎる真威栖の手に、力がこもった。

　ザランの言葉を否定するでもなく、ただじっと黙だまったままの真威栖を、アズリィは呆ぼう然ぜんと見つめた。

「マイス、さん……？」

「本当の話だ。そして双装オルトロスは、僕と在莉栖がふたりで生み出した兵も器のだ」

　その答えで、アズリィが絶句するのがわかった。

　それにかまわず続けた。

「双装オルトロスは在莉栖がひとりで開発したものじゃない。双装オルトロスにおけるアサルトのコア理論は在莉栖が、そしてもう一方のシュラウドのコア理論は、僕が作った」

　双装オルトロスは二つで一つ。

　かつて、真威栖と在莉栖がそうだったように。

　双装オルトロスの対反応動力核ツインエンジンは、その結けつ晶しようだ。

「だから僕はなによりも強い双装オルトロスを造らなければいけない。その力で在莉栖を止める。

　それが僕の、生きる意味だ」

　アズリィは、いまだ衝しよう撃げきを受けたまま固まっていた。

　そのとき。

　真威栖の《菊十文字ガーベラ・クロス》のＩＦＦセンサーに、反応があった。

　弾はじかれたように周囲を振ふり返る。

　真横から朝日が差し込みはじめた交差点。

　周囲を取り囲むコンクリートの残ざん骸がいの上に、いくつもの人ひと影かげが立っていた。




　＊




　真威栖たちは、ふたたび現れた双装騎士セイヴアーの部隊に囲まれていた。

　見えたのは、アヴァロンの戦兵学科の制服に身を包み、《三七式》や《ブレイズ・エスパーダ》を装備した双装騎士の姿。

　今度の対反応動力核ツインエンジンの波動識別は、すべて『友軍機フレンドリー』を示している。

　全身に走っていた緊きん張ちようが、ゆっくりと氷解した。

「味方、か？」

「間に合ったんですね……」

　か細い吐と息いきとともに、アズリィがつぶやいた。

　その声には深い安あん堵どがにじんでいる。

「どういうことだ？」

「学園を出るまえ、私が会長に応援要よう請せいを頼たのんでいたんです。他の支部からできる限り高ランクの双装騎士を派は遣けんしてもらうようにと。状じよう況きようは逐ちく一いち共有していましたから」

「なるほどな……」

　この危険な追つい跡せき許可が下りた理由を、真威栖はようやく理解した。

　増ぞう援えんを含めた十数名の双装騎士全員が、ザランに向かって双装オルトロスを構えている。

　完全に形勢が逆転していた。

　アズリィが再度、《ブレイズ・エスパーダ》の切っ先をザランに向けた。

「もう一度言います。彼女を放してください」

「……はぁーい」

　今度ばかりはついに降参したのか、ザランが片手を挙げ、もう一方の手でいるかを軽々と放り投げた。

　真威栖がとっさに飛び出し、いるかをキャッチした。

　いるかはぐったりとして気を失っている。なにか薬物でも使われたのか、あるいはいるかのことなので単純に卒そつ倒とうしてしまっただけかもしれない。

「いるか、大だい丈じよう夫ぶか……!?」

「……真威栖、くん……」

　呼びかけると、いるかはうっすらと目を開けて真威栖の名をつぶやいた。

　まだ意識ははっきりとしていないようだが、身体に怪け我がもなく無事だ。

　ザランにも抵てい抗こうする様子はない。明確な戦力差を理解しているからだろう。

「ザラン・サザランカ。あなたを拘こう束そくします」

「あーあ、つまぁんないわねぇ……」

　ザランは退たい屈くつそうに、自分を包囲する双装騎士セイヴアーたちを眺ながめた。

「所しよ詮せんこの程度のしかいないなんて、ほんと拍ひよう子し抜ぬけだわぁ」

「私たちはデスペラーダには負けません。私も、たとえ一対一で戦ったとしても、あなたには負けません」

「あっそう。べつに興味ないわぁ」

　この期に及およんでも、ザランは余裕を崩さない。

　おそらくはプライドの高さがそうさせているのだろう。ザランのこれまでの態度からすれば不思議でもない。ただ真威栖はそのとき、彼女とはじめて会ったときに抱いだいた感覚を思い出した。

　みずからに対する、絶対的な自信──

　それが彼女にはある。あのときも、そしていまも。

「アタシは貴女たちとはちがってぇ、そんな玩具おもちやみたいな双装オルトロスで戦うことは、得意じゃないのよ」

　ザランの不可解な言葉に、アズリィも困惑を見せた。

「なにを……」

「だってぇ、アタシの本当の力は、あれでこそ発揮されるんだものぉ」

　ザランが上空を見上げた。

　その仕草の意味がわからず、アズリィが眉まゆをひそめる。その直後。




　──一筋の流星が降った。




　天から飛来した光が白雲を切り裂さき、大地に突き刺ささる。

　それにより生じたおびただしい閃せん光こうがザランを中心とした一帯を吞み込む。地じ響ひびきと衝撃を受け、その場にいた全員がとっさに身をかばった。

　なにかの攻こう撃げき──

　ではなかった。

　光とともに舞まい上がった大量の粉ふん塵じんが、風に流れてゆっくりと晴れていく。

　やがてそこに現れた光景に、真威栖たちは目を奪うばわれた。

　ザランの目の前に、巨きよ大だいな鎌かまが突き刺さっていた。

　人の背せ丈たけには、あまりに不ふ釣つり合いな物体。その細部の特とく徴ちようは双装オルトロスとよく似ていた。

　まるで砲ほう弾だんのごとく、どこか超ちよう遠えん距きよ離りから射出されてきたのだ。

　それをしたのがだれか、それがなんであるか──即そく座ざに理解できたのはその場でただひとり、真威栖だけだった。

　全身に怖おぞ気けが走る。

「攻撃しろ!!」

　真威栖は力の限り叫さけんだ。

　その瞬しゆん間かん、全員がトリガーを引いた。

　真威栖の『連装砲弾マルチカノン』が、アズリィの『粒子機雷マイン』が、そして応おう援えんに駆かけつけた双装騎士セイヴアーたちのアサルトエフェクトの集中砲ほう火かが、ザランを瞬しゆん時じに吞み込んだ。

　たとえ双装オルトロスの粒子領域を最大出力で展開していたとしても、本来であれば跡あと形かたも残らないほどのすさまじい攻撃。

　ほんのわずか──だった。

　それはほんのわずかに、そして致ち命めい的てきに、遅かった。




「うちのボスって、ほんっっとつまらなくないわねぇ」




　真威栖たちは言葉を失い、それを凝ぎよう視しした。

　ザランの身体を、球状の粒子領域が覆おおっていた。

　通常、粒子領域が保護できるのは使用者の半径１メートル程度の空間のみだ。

　だがいまザランが発動させている粒子領域は、半径10メートルをゆうに超こえていた。

　さらにその身体は周囲の小さな瓦が礫れきとともに、空中に浮ふ遊ゆうしている。

　粒子領域の出力──放出するＤ粒子のエネルギーがあまりに大きすぎるため、空間に歪みを発生させて独自の重力場を生んでいるのだ。

　粒子領域から雷らい光こうがほとばしり、暴風が巻き起こる。

　その中心でザランが背中にぴたりと合わせるようにして担いでいるのは、一ひと振ふりの巨大な鎌──その異形はまるで死神の大鎌デスサイズ。

「あれは……いったい……」

　アズリィは、みずからの双装オルトロスで敵機のステータスを確認した。




〈　推定個体識別：　ＵＮＫＮＯＷＮ不明　〉

〈　推定Ｄ粒子出力：４４[image: ]４００[image: ]０００ＰＳ／ＫＧ　〉




「Ｄ粒子出力、４４００万……？」

　アズリィは目を疑い、そして次に量子電脳クアンタムブレインの不具合を疑った。

　いや、そうでなければありえない。
















　自分たちの装備する双装オルトロスの、ゆうに１００倍以上。桁けたがふたつちがう。常識では考えられなかった。

　そんなものが、あるはずがない。

「まさか、そんな……。なぜ、あんな出力が……」

「アーキタイプ・オルトロス」

　アズリィの疑問に真威栖が答えた。

　身体からだの震ふるえが止まらなかった。

　人類が敗北に至った、その理由。

　もはや固有名めい称しようなど存在しない。その必要もない。

　ただの識別番号で呼ばれる存在。あれはその四番目。

　アーキタイプ・オルトロス《Ⅳ》。

　神に等しき力。

「あれが……」

　アズリィも知識として名前自体は知っているはずだ。

　所詮、真威栖たちが使っているあらゆる双装オルトロスは、あれのコピーに過ぎない。

　すべての双装オルトロスの雛ひな形がたとなったもの。

　そしていまではもう再現不可能となった禁断の技術。

　それをザランが手にしていた。

「ふふっ……アハハハハハハッ!!　最っっっっ高の気分だわぁ♪　ようやく……ようやく楽しい戦いができそうじゃなぁぁぁい!!!!」

　分厚く巨大な粒子領域のなかで、ザランの紅の唇くちびるが弧こを描えがく。

　周辺に膨ぼう大だいな──おびただしい量の赤いＤ粒子が出現。

　そして未知のコマンドが紡つむがれた。




「『多重局所重力変異フル・グラビトン』♪」




　その瞬間、規格外のアサルトエフェクトが発動した。




　＊




　現実の光景とは思えない。

　アズリィは愕がく然ぜんと立ち尽つくし、頭上を仰あおいだまま一歩も動けなかった。

　ビルが空に浮いていた。

　いや、ビルだけではない。電車の車両や橋など、かつての都市を形成していたあらゆるものの残ざん骸がいが、そのままの大きさで上空に浮かび上がっていた。

　重力系アサルトエフェクト。

　だが、これはまともではない。

　これだけの大質量を空中に持ち上げるために、いったいどれほどのエネルギーを必要とするのか。まさに、アーキタイプ・オルトロスの力を具現化した光景。

「ふふっ……ちゃんと逃にげないと、死んじゃうわよぉ？」

　エフェクトを制せい御ぎよするザランが大おお鎌がま型のアーキタイプを振ふり下ろし、すべてが本来の重力の手に捕つかまった。

　大気が鳴動する。

　アズリィは真威栖といるかのことを気にかける余よ裕ゆうすらなかった。

　直後、空前絶後の衝しよう撃げきが大地を揺ゆるがした。







　──すべてが収まったとき、真威栖はまだ生きていた。

　いるかを抱だきかかえながら、《菊十文字ガーベラ・クロス》の対反応動力核ツインエンジンが限界ぎりぎりまでフル稼か働どうし、かろうじて粒子領域を維い持じしている。

　灰色の世界。

　元々がすでに廃はい墟きよだったとはいえ、まだ以前の文明の姿を止とどめていたスクランブル交差点は、いまや完全なる焦しよう土どと化していた。

　舞い上がったおびただしい粉塵が朝日をさえぎり、空を暗黒に塗ぬりつぶしている。

　何人やられた──？

　対反応動力核ツインエンジンの波動反応が、半分以下に減っていた。すぐに目視で確認できる双装騎士セイヴアーの姿もそこにはひとつもない。

　悪夢を見ているようだった。

　天災に匹ひつ敵てきするほど──否、それ以上の威い力りよく。

　だがその力が振りかざされた直後でさえ、だれよりも速く果か敢かんに動いた人間がいた。

　アズリィがザランの後方に接近。

　ザランの周辺に、アサルト制御を受けた赤いＤ粒子が出現。

　点火。

　凶きよう暴ぼうな爆ばく轟ごう波が宙を走る。

　ザランのいた空間が、一いつ瞬しゆんで膨大な炎ほのおと黒こく煙えんに吞み込まれる。

《ブレイズ・エスパーダ》最大のアサルトエフェクト──『縮退粒子爆雷アグニ』。

　真威栖との模も擬ぎ戦のときは、不発に終わった攻撃。その本来の性能は、第三世代型の粒子領域をも一いち撃げきで破は壊かいしうる威力を有する。

　直ちよく撃げきしたのを真威栖も肉眼で確認した。

　爆ばく発はつによって生じたおびただしい煙けむりが、ゆっくりと風に流れて消えていく。

「──ざーんねぇ[image: ～][image: ～]ん♪」

　そこに、分厚い粒子領域をまとった無傷のザランの姿が現れた。

「そんな……」

　アズリィの顔に絶望が満ちる。

　一時後退して合流したアズリィに、真威栖は告げた。

「アーキタイプに通常のアサルトエフェクトはほぼ通用しない」

「だっ……だったら、どうすればいいんですか？」

　アズリィの問いに、真威栖は沈ちん黙もくした。

　答えはない。

　いや、現時点で１００パーセントといえる方法は存在しなかった。

　だがそこでアズリィが思い出したように、

「マイスさん、私を助けてくれたとき、出力が高い双装オルトロスはそれを発揮するまでに時間がかかると言いましたよね？　その隙すきをつくことはできないんですか？」

「……無理だ」

　真威栖は苦い顔で答えた。

「なぜです？」

「あれに限っては、根本的に対反応動力核ツインエンジンの構造が異なるからだ。いや……正確には、僕たちの使っているものがちがう、というべきか」

「……？　どういう、ことですか」

「僕たちの使っている双装オルトロスは、そもそもが未完成品なんだ。対反応動力核ツインエンジンは、本来はもっと莫ばく大だいなエネルギーを生み出す革新的なエネルギー装置だった。その出力は現在の双装オルトロスに搭とう載さいされているものの、数百倍に相当する」

「それって……まさか」

　真威栖は、巨きよ大だいな粒子領域のなかからこちらを見下ろすザランをにらみ上げた。

「それを唯ゆい一いつ搭載したのが、あのアーキタイプ・オルトロスだ」

　アズリィが絶句する。

　アーキタイプ・オルトロスと現在の双装オルトロスの関係性は、天空を自由に羽ばたく鳥と、それを模して造った人力飛行機に近い。

　似て非なるもの。

　抗あらがいようもない上位の存在。

「っていうか、なぁにそのマイスの双装オルトロスは？　見たことないんだけどぉ」

　ザランが《菊十文字ガーベラ・クロス》を見て言った。

　それは幅はば広ひろの大型剣けんで、アサルトとシュラウドの双ふたつに分かれていない。

　そんな形状の双装オルトロスはほかに存在しなかった。むしろ通常の双装オルトロスよりも、外見はアーキタイプ・オルトロスに近い。

「当然だ。この僕がついさっき完成させたばかりなのだからな」

「はぁ？」

　ザランがぽかんとした表情を浮かべる。

　やがて、肩かたを揺らして笑いはじめた。

「ふふっ……あははハッ！　ばっっっっかみたぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]いっ!!」

　ザランは気が済むまで愉ゆ悦えつの衝しよう動どうに身を任せてから、アーキタイプ・オルトロス《Ⅳ》を悠ゆう々ゆうとかつぎ直した。

「それを聞いて、アタシがビビるとでも思ったのぉ？」

「なに……」

「知っているのよぉ？　双装オルトロスという兵器は、狗改在莉栖と貴方あなたがふたりで造ったもの。その本来の力であるこれは、貴方ひとりでは永久に再現できないってぇ」

　真威栖は表情を変えなかった。

　ザランの言葉は、残ざん酷こくなまでに真実だった。

　だが、それでも──

「あとね、悪いけどその子は返してもらうわ」

　ザランのその言葉に気をとられた、一瞬だった。

　真威栖が抱かかえていたいるかの身体を、突とつ如じよとして緑色のＤ粒りゆう子しが包み込む。そしてすさまじい慣性で真威栖の腕うでを弾はじいて飛び出し、空中へと浮ふ上じようした。

「いるかっ!!」

　粒子領域に囲まれたいるかは、まるで祭さい壇だんに捧ささげられた生いけ贄にえのように横になったまま、ザランのさらに頭上へと舞まい上がった。

「ふふっ、広こう範はん囲いの空間全体にＤ粒子を展開できるアーキタイプなら、こんなことだって簡単にできるのよ。返してほしかったら、アタシを倒たおすしかないわねぇ」

「いるかさん……!!」

　アズリィがすさかず攻こう撃げきを仕し掛かけようとしたとき、ザランが上空からアサルトエフェクトを発動。

　アズリィの立っていた一帯が次々と陥かん没ぼつ。

　突如として出現した巨大な奈な落らくに、アズリィが吞み込まれた。

「アズリィぃ!!」

『局所重力変異グラビトン』の連続発動。通常の双装オルトロスではまず不可能な芸当だ。

　真威栖は《菊十文字ガーベラ・クロス》から『貫徹砲弾Ｄピアサー』を発動。

　攻こう撃げき範はん囲いは狭せまいが高いＤ粒りゆう子し減げん衰すい力を有する砲ほう弾だんが、空中のザランの眼前に直撃。

　だが──

「マイスぅ、そんなんじゃぜーんぜんダメよぉ？」

　砲弾はザランの広範囲粒子領域に、容易たやすく阻はばまれていた。

　こちらを睥へい睨げいするその視線には、憐あわれみすら浮かんでいる。

「フフッ……っていうか貴方のそれぇ、ずいぶんアサルトの性能が悪いみたいねぇ。もしかしてぇ、《三七式》以下なんじゃなぁい？」

「……」

「あら図星ぃ～？　やっぱりぃ[image: ～][image: ～]だってぜんぜん感じないんだものぉ。貴方が造ったって言っていたけれど、ひょっとして失敗作なのかしらぁ？」

　ザランの指し摘てきは、的外れではなかった。

　真威栖の《菊十文字ガーベラ・クロス》は未完成品だ。加えてその特性上、攻撃性能がきわめて低い。

　いや、犠ぎ牲せいになっているというべきか。

　ザランが言ったとおり、アサルトの機能だけを見れば第二世代型の標準値を大きく下回る。真威栖の知識と技術をもってしても、そうせざるをえなかったのだ。

「それじゃあ、こんなのはどぅお？」

　ザランがアーキタイプのトリガーを引く。

　真威栖の頭上に、アサルト制御を受けた膨ぼう大だいな量のＤ粒子が渦うず巻まいた。

　背筋が凍こおりつく。

　直後、目の前にドス黒い不気味な渦うずが出現。

　その渦がまたたく間に巨大な球体へと広がった。

　粒子領域の加速跳ちよう躍やくで後方に飛びのいた真威栖の眼前で、球体が消失。するとそこにあった瓦が礫れきや地面が、滑なめらかな切断面を見せてえぐられていた。

　まるで空間ごと削けずり取られたような有様だった。

「『暗黒対消滅ブラツク・ロスト』──こんなエフェクト、見たことないでしょう？　ちなみにこれは、ふつうの粒子領域じゃあ防ぼう御ぎよ不可能だから気をつけなさい。そ・れ・と……」

　途と端たん、真威栖の全身にかかっていた重力が倍化した。

　足元の地面に亀き裂れつが走り、身体からだの自由が奪うばわれる。

「がっ……！」

　真威栖はザランが生み出した独自の重力場に押し潰つぶされていた。

　かろうじて《菊十文字ガーベラ・クロス》が最大出力で展開した粒子領域が真威栖の肉体を保護しているが、それも時間の問題だった。

　アーキタイプの苛か烈れつなエフェクトに耐たえるために対反応動力核ツインエンジンがフル稼働し、排はい熱ねつスリットから間断なく風を吹ふき出している。

　ザランがおかしそうに肩を揺ゆらし、真威栖の《菊十文字ガーベラ・クロス》を眺ながめた。

「そんなにがんばっちゃってぇ、健気な玩具おもちやねぇ。ふふっ……いまもアタシのアサルトエフェクトに、必死に抗おうとしてるわ」

「餌えさを……与あたえられて喜んでいるペットのようで……愛あい嬌きようが、あるだろう……」

「はっ、つまらない冗じよう句くだわ」

　ザランが冷めた目つきで、真威栖を上空から見下ろしている。

　その頭上には、粒子領域の檻おりに囚とらわれたいるかが浮うかんでいる。

　あまりに遠く高く、手の届かぬ距きよ離りに──

「なんかぁ、すごくがっかりぃ。いまのはつまらない双装騎士セイヴアーでもかわせたはずよぉ？　しょせん、マイスは双装技師エンジニアだものねぇ……」

「な……にを……」

「マイスぅ、貴方は弱いわ」




　ドクンッ────




　真威栖のなかで、なにかが止まった。

　まるで心臓の鼓こ動どうが停止してしまったかのように、全身から血の気が引く。

　熱も痛みも、いま自分を押し潰そうとしているとてつもない圧力さえも、すべての感覚が鈍どん化かし、遠ざかり、薄うすれていく。

〝生命〟という力が、自分から消えていく気がした。

　ザランの言葉は、それほどに真威栖のもっとも芯しんとなる部分を揺るがした。




「結局、マイスは妹とちがって普ふ通つうの人間。なんの力もない、ただの弱者なのね」




　弱者。

　在莉栖とはちがう。所しよ詮せん、この程度の人間。

　そうだ。

　自分には力がない。

　世界を変えられる力が。

　世界に抗う力が。

　ただ目の前に突つきつけられる現実に──

　自分の望みとは異なる無む慈じ悲ひな世界に動どう揺ようし、呆ぼう然ぜんとし、うちひしがれ、立ち尽つくし、ひざをつき、悩なやみ、迷い、悔くやみ、恐おそれ、嘆なげくことしかできない。

　自分には、戦う力がない。

　こんな《菊十文字半端なもの》を造ったところで、その事実は変わらない。あのときも、そしていまも同じ。

　この手はなにも変えることができない。

　この手はどこにも届かない。

　いるか──

　アズリィ──

　すべては無意味だったのだろうか。

　最初から、決められていたのだろうか。

「もう、終わりかしらねぇ」

　ザランが退たい屈くつそうにアーキタイプを振ふり上げた。すさまじい重力場のなかから、真威栖はただそれを虚うつろな瞳ひとみで見上げていた。

　その刹せつ那な。

　ザランの背後で爆ばく炎えんが炸さく裂れつ。

　大気を震ふるわす衝しよう撃げきとともに、真威栖の身体を支配していた重力場が消失した。




「マイスさんッッ!!!!」




　瓦礫の山の上に、《ブレイズ・エスパーダ》を構えたアズリィが立っていた。

　無事だったのだ──

　だがその姿は、ひどいものだった。

　制服は灰かい燼じんで汚よごれ、破れ、白い肌はだにも痛々しい無数の小さな傷がある。だがそれでも、その全身からいっさいの覇は気きを失っていなかった。

　アズリィは、怒いかりに燃える瞳で真威栖をにらみつけていた。

　それは、授業や訓練をサボってラボにこもる真威栖をとがめに来るときの、いつものアズリィと同じ。

「あなたはあのとき、自分に力がないと言いましたね」

　突とつ然ぜん、アズリィが言った。

　その言葉で、脳裏にひとつの光景がよみがえる。

　それはアズリィが真威栖のラボを訪ねてきたときのこと。そのとき交わした会話。

　彼女がなにを言おうとしているのか、わからなかった。

　だから真威栖はその言葉に耳を澄すました。




「だったら、私がマイスさんの剣けんになります」




　鼓動が再開する────

　アズリィはさきほどのお返しとばかりに、すべての感情をぶつけるように叫さけんだ。

「私はマイスさんの騎士です！　私がマイスさんのために戦いますっ！　私がマイスさんを守ります！　私がマイスさんの〝力〟になります……!!　だからっ……[image: !!!]」

　耐え切れなくなったように、アズリィの瞳から涙なみだがこぼれた。




「自分に、負けないでください」




　真威栖の口元に、自然と笑みが浮かぶ。

　気づいたからだ。

　ひどく、ばかばかしいほどに明確だったと。

　あのとき風詩との会話のあとに抱いだいた、どんな数式よりも難しい問い、その答えが。

　あっけないくらいそれは簡単なもの。

　たしかに、自分は無力だ。

　その事実は変わらない。すくなくとも、いますぐには変わらない。

　けれど。

　自分の力が及およばないのなら、だれかと力を合わせればいい。

　どうして、いまのいままで、そんな簡単なことに気づかなかったのだろうか？

　いや──自分はきっと、怖こわかったのだ。

　大きな罪と責任を負った自分が、だれかの力をあてにするなど許されないと。拒きよ絶ぜつされるに決まっていると。

　アズリィが自分の命を容易く犠牲にしようとしたとき。

　あのとき、自分はアズリィを救いたいと思った。

　なんて浅はかで、なんておこがましいのだろう。

　救われたのは────自分のほうなのに。

「……アズリィ、ありがとう」

「マイスさん……」

「きみの人生すべてに、僕が責任を取る」

「[image: !!!]」

　途端、アズリィの顔が火山の噴ふん火か口こうのようになった。

　アズリィはひどくうろたえを見せた。が、その意味に真威栖は気づかない。

「こここ、こんなときに、あなたはなにを言ってるんですか[image: !!?]」

「……おかしいか？」

「すごく異常です!!」

「そうだったか。だが本気だ。僕は双装オルトロスの開発者として、それにかかわったすべての人間に対して責任を果たす必要がある」

「あっ……」

　その言葉で、アズリィは真威栖の思いを受け取った。

　真威栖は上空のザランに警けい戒かいしながら、会話を量子通信に切り替かえた。

『アズリィ、聞いてくれ。アーキタイプ・オルトロスに弱点はない』

　回線の向こうから絶望の気配が伝わる。

　それを上書きするように、真威栖は言った。

『だが、倒たおす術すべはある』

　真威栖は自分の持つ《菊十文字ガーベラ・クロス》を見下ろした。

『アズリィ、双装オルトロスの緊きん急きゆう防衛システムは知っているか？』

『だ、[image: Д][image: а]ダー。粒子領域が突とつ破ぱされたときに、使用者の生命保護のために身体をＤ粒子の膜まくで覆おおうもの……ですよね』

『そうだ。だが通常、粒子領域が貫かん通つうされるほどのアサルトエフェクトを受けた場合、その防衛システムはほぼ機能しない。なぜならその粒りゆう子し膜まくに、粒子領域ほどの防ぼう御ぎよ力は存在しないからだ』

　アズリィは真しん剣けんに真威栖の言葉に耳を傾かたむける。

『だがアーキタイプの場合、その粒子膜だけでも、通常の双装オルトロスの粒子領域並みの防御力を有している。つまり、たとえ外側の分厚い粒子領域を破れたとしても、使用者に致ち命めい傷しようを与えることはできない』

『そんな……なら、どうすれば……』

『だが、それはあくまで生命保護優先の防ぼう御ぎよ膜まくだ。だから、生命保護に支障のない傷は付けられる可能性がある』

　それがなにを意味するのか、アズリィは瞬しゆん時じに理解した。

　自分の役割も。

『だから、きみに隙すきを作ってほしい。あとは僕と、この《菊十文字ガーベラ・クロス》がなんとかする』

『で、でも……もし私が失敗したら、マイスさんが……！』

　最悪の光景を想像し、アズリィはためらった。

　もしアズリィが粒子領域の突破にしくじり、ザランの迎げい撃げきをもろに受ければ。

　接近戦や体術に長たけた双装騎士セイヴアーのアズリィはともかく、真威栖はまずまちがいなく、ザランの攻こう撃げきを回避することができない。

　その場合、どうなるか──

『そういえば、きみからまだあのときの借りを返してもらっていなかったな』

　アズリィの躊ちゆう躇ちよを感じ取り、真威栖は言った。

　すると彼女はショックを受けたように、哀かなしい目をした。

『……ずるいですよ、こんなときにそれを持ち出すなんて……』

『すまない』

　真威栖は本心から謝った。だが迷いはなかった。

『大だい丈じよう夫ぶだ。信じろ、きみの双装オルトロスを』

　そのとき、アズリィの脳裏を、真威栖との模も擬ぎ戦がよぎった。

　駆く動どう停止した自分の双装オルトロス。

　あのときとはちがう。

　アズリィの《ブレイズ・エスパーダ》は、まだ動いていた。

『わかりました』

　アズリィは了りよう承しようしてくれた。

　だが、チャンスは一度しかない。

　再度、真威栖とアズリィは双装オルトロスを構え直し、アーキタイプ・オルトロスを装備したザランに向かい合った。

「貴方あなたたち、ほんっっとにつまらないわぁ……。もうすぐ死ぬっていうのに、どうしてそんなつまらない態度なのぉ？」

「あなたには永久にわかりません」

　アズリィが強気に言い返し、ザランの顔から笑みが消える。

「そう……」

　ザランがアーキタイプのトリガーを引いた。

　その粒子領域を中心とし、周囲にこれまでにない莫ばく大だいなＤ粒子が展開される。

　一帯の空間自体が赤く変容した。

「それじゃあもう、終わりにしてあげる」

　どう転んでも、これが最終の一手──

　真威栖とアズリィが、同時に地面を蹴けった。

　直後、そこに黒い穴が穿うがたれ、次々と空間が抉えぐり取られる。

『暗黒対消滅ブラツク・ロスト』の多重発動。

　攻撃は真威栖よりもアズリィを重点的に狙ねらっていた。

　アズリィが持ち前の身体能力と粒子領域の加速運動でそれを振ふり切る。

　その間に、真威栖は地面に斜ななめに突つき刺ささったビルの壁へき面めんを駆かけ上る。

　アズリィが瓦が礫れきの足場を利用し、下方からザランに迫せまる。

《ブレイズ・エスパーダ》の刀身が黄金に発光。

『炸裂刃ニトロブレード』──音速の刺し突とつがザランの粒子領域に突き刺さる。

　Ｄ粒子の燐りん光こうと激しい火花が入り乱れる。

《ブレイズ・エスパーダ》の切っ先はアーキタイプの粒子領域に阻はばまれている。だが、アズリィはそれで終わらなかった。

　量子電脳クアンタムブレインからの警告表示を無視し、アサルトの出力を最大限まで上げる。

　刀身の隙すき間まから火花が散る。

　構わず刀身を押し込み、再度トリガーを引いた。

「『縮退粒子爆雷アグニ』っ……[image: !!!]」

　アサルトエフェクトの指向性零ぜろ距きよ離り発動。

　切っ先にさらなる赤い光が集束。

　すり鉢ばち状に一点集中された爆ばく発はつエネルギーが、鉄てつ壁ぺきのＤ粒子を抉り飛ばす。




　それはついにほんの一いつ瞬しゆん──アーキタイプの粒子領域を貫通した。




　緊急防衛システムが発動。

　ザランの身体をＤ粒子の膜が包み込む。

　アズリィは空中で身体をひねり、過か剰じような酷こく使しにより刀身から白はく煙えんを上げる《ブレイズ・エスパーダ》を振りかざし、最後のエネルギーで『超振動刃ハイドロブレード』をトリガーした。

　一いつ閃せん。

　ザランの顔を薙ないだ攻撃は、粒子膜により威い力りよくの九割九分を殺される。

　アーキタイプの量子電脳クアンタムブレインは、きわめて優ゆう秀しゆうだった。

　緊急防衛システムは、粒子領域を貫通された場合に使用者の身体を保護するもの。つまりどんな攻撃からも使用者を守るため、生命維い持じを最優先とする。

　だからこそ。




　ザランの頰ほおに赤い線が引かれた。




　それは致命傷にはなりえないと判定された、攻撃の残滓。

　それがザランの白磁のような頰を、うっすらと切り裂さいたのだ。

　ザランが目を見開く。

　その相そう貌ぼうに、これまでにない憎ぞう悪おが浮うかんだ。

「ほんっっとに、ウザいのよぉ!!!!」

　ザランがアーキタイプを薙ぎ払った。

　アズリィが地上へと叩たたき落とされる。それを真威栖は目の端はしで捉とらえていた。

　無事かどうかもわからない。

　アズリィは囮おとりになることを、犠ぎ牲せいになることを了承してくれた。

　唇くちびるを肉が切れるほど嚙かみ締しめながらこらえる。

　どうしても──

　どうしても、必要な時間だった。

　素の身体能力や接近戦の技ぎ巧こうに乏とぼしい双装技師エンジニアの真威栖が、アーキタイプを装備したザランに迎撃されずに《菊十文字ガーベラ・クロス》の有効射程範はん囲い内に近づくためには。

　ビルの残ざん骸がいを足場にし、空中のザランに飛びかかる。

　ザランがアーキタイプの刀身に赤いＤ粒子をまとわせる。

「はっ!!　そんなポンコツぅ!!　ブチ壊こわしてあげるわぁぁああああ!!!!」

　真威栖の《菊十文字ガーベラ・クロス》──

　ザランのアーキタイプ・オルトロス《Ⅳ》──

　二つが直じかに激げき突とつした。

　その瞬しゆん間かん、奇き妙みようなことが起こる。

　大おお鎌がまの切っ先を受け止めた大型剣けんが、強い緑色の光を放つ。

「餌えさを与あたえられて喜んでいる、と僕は言ったな」

「!?」

　ザランの相貌に動どう揺ようが刻まれる。

　あるいはそれは、双装騎士セイヴアーとしての優れた勘かんだったのかもしれない。

　アーキタイプ・オルトロスを装備したザランが、怖れていた。

「あれは冗じよう句くではない」

　真威栖の《菊十文字ガーベラ・クロス》が双つに分離した。

　幅はば広びろの大型剣のなかから、細身の刀を抜ぬき払う。

　それは防御用デバイス《シュラウド》と、その内部に隠かくされていた攻撃用デバイス《アサルト》──その双ふたつの刀身は、まばゆいばかりの緑色のＤ粒子をまとっていた。

　真威栖は大小二本の剣で大鎌の刃やいばを挟はさみ込み、未知のコマンドを口にした。

「『双装破砕オルトロス・ブレイカー』──」
















　その瞬間、アーキタイプ・オルトロス《Ⅳ》が内側から砕くだけた。




　ザランが目を見開く。

　その瞳ひとみは、なぜ、という疑問に支配されていた。

　急速に力を失ったザランとともに、真威栖は地上へと落下する。

　だがそこで力ちから尽つきるわけにはいかなかった。

　アーキタイプ・オルトロスの大破とともに、上空でいるかを虜りよ囚しゆうとしていた粒子領域の檻おりが消失。

　いるかの華きや奢しやな身体が本来の重力に捕つかまり──墜おちる。

　真威栖は粒子領域の加速運動ブーストを最大にして飛んだ。

「いるかあああああああっ[image: !!!]」

　全身全ぜん霊れいをこめて手を伸のばす。

　どこか場ば違ちがいなほどに綺き麗れいなままのいるかの身体を、真威栖は空中でしっかりと抱だきとめた。

　そこまでだった。

　安全な着地場所を探す余よ裕ゆうはなく、いるかを抱いたまま地表へと落下した。

「マイスさん!!」

　かろうじて無事だったアズリィが、慌あわてて真威栖のもとに駆け寄ってくる。

　真威栖がゆっくりと身体を起こす。

　その腕うでのなかで、いるかが小さくあえいでいた。

「──技師には技師の戦い方があると、そう言っただろう」

　こわばった表情のままのアズリィに、真威栖はそんな強がりを言ってみた。

　アズリィが、ゆっくりと微笑ほほえむ。

　いつかのときと同じ。

　やはり彼女はそうしているほうが美しいと、真威栖は心から思った。

　そのとき。

　地上に墜つい落らくしたザランが、ゆらりと身体を起こした。すさかずアズリィが《ブレイズ・エスパーダ》の切っ先を向ける。

　だがザランの意識は、すでに真威栖たちにはなかった。

　みずからのアーキタイプを、信じられないように見つめている。

　その外装には深い亀き裂れつが走り、内部から白煙と、流血のような火花を噴ふいていた。

　紛まぎれもないオーバーヒートの症しよう状じよう。

「そんな……噓うそよ……。なぜ、どうして……」

「きみが繰くり出した規格外のアサルトエフェクトの数々──それが必要だった」

　抜け殻がらのようになったザランに、真威栖は告げた。

「え……？」

「きみが言ったとおりだ。僕の《菊十文字ガーベラ・クロス》は、アサルトの性能を大きく犠牲にした不完全な双装オルトロスだ。だがその代わり、ある特とく殊しゆな機能を搭とう載さいしている。

　それは敵がアサルトエフェクトとして放出したＤ粒子を内部に蓄ちく積せきし、それを増幅させて敵の双装に送り返すというものだ」

「……!!」

　それはいわば、あのアズリィとの模も擬ぎ戦で真威栖がとった奇き策さくを、強制的に引き起こすための仕組み。

　真威栖はみずからの持つ《菊十文字ガーベラ・クロス》を見下ろした。

　なぜそれが、外見的にアーキタイプ・オルトロスと似ているのか。

　通常、許容量を超こえるＤ粒子を扱あつかえば双装オルトロスは持たない。

　だがこれはちがう。

　最初からそれを前提として真威栖が設計したもの。

　アサルトとシュラウドが一体化する独自の機構を持ち、本来の対反応動力核ツインエンジンのかたちを擬ぎ似じ的に再現することで、莫ばく大だいなＤ粒子の制せい御ぎよを限定的に可能とした。

　アーキタイプを倒たおせるのはアーキタイプのみ。

　だからこそ、その力を利用することを目的とした唯ゆい一いつ無二の機体。




「対アーキタイプ専用双装オルトロス──それがこの《菊十文字ガーベラ・クロス》だ」




　ザランが壮そう絶ぜつな怒いかりをあらわにし、アーキタイプを振り上げた。

「まだよ、まだ終わっていないわ……!!」

「やってみればいい。だがおそらくその状態で使えるのは、最低限の粒子領域くらいだろう。それですら一分も持たない」

「……！」

「そのわずかな残り時間で僕たちと戦うか、それとも──」

　その続きを、真威栖はあえて言葉にしなかった。

　だがザランは理解したはずだ。

　勝者から敗者へと一方的に与えられる、屈くつ辱じよくの選せん択たくを。

　それでも、ザランはぎりぎりのところで感情を封ふう殺さつしたようだった。

　粒子領域の加速運動を使い、その場から大きく跳ちよう躍やく。

　巨きよ大だいな瓦が礫れきの上に降り立ち、そこで真威栖とアズリィを見下ろした。

「シロガネ・マイス……!!　次は、次こそ貴方あなたを殺すわ……!!　そこのつまらない女と一いつ緒しよに、この地上から抹まつ殺さつしてあげる……[image: !!!]」

　憎悪の宣言を吐はき、ザランの姿はやがて廃はい墟きよに紛まぎれていった。

「まったく、これだから双装騎士セイヴアーという人種は……──」

　真威栖の言葉が途と切ぎれる。

　すべての緊きん張ちようと集中力と根性が、限界を迎むかえていた。

「マイスさん？」

　真威栖の手から《菊十文字ガーベラ・クロス》が抜け落ち、身体からだがゆっくりと傾かたむく。

　アズリィは、迷わず《ブレイズ・エスパーダ》を放り出した。

　倒れかけた真威栖を抱きとめた。

「マイスさん!?　どうしたんですか!?」

　まさか、どこかに傷を？

　一いつ瞬しゆん青ざめたものの、真威栖の口からは、静かな寝ね息いきが上がっていた。その吐と息いきを感じて、ほっと安あん堵どが押し寄せる。

　どうやら極度の疲ひ労ろうにより、眠ねむりに落ちたらしい。

「……まったくもう、無理しすぎです」

　つい忘れがちだったが、真威栖は本来は双装技師エンジニアなのだ。

　いるかを助けたい一心で、ここまで相当な無理をしていたのだろう。

　真威栖をそこまでさせる理由は、その口からすでに語られていた。

　聞きたいことがたくさんあった。

　文句を言いたいことも山ほどあった。

　けれど、いまくらいは。




　荒こう廃はいした焦しよう土どの真ん中で、騎士の少女は、技師の少年の頭をそっとなでた。




　＊




　０秒前、アーキタイプ・オルトロス《Ⅳ》の大破を確認した少女は、ゆっくりとまぶたを持ち上げた。

　いや、その表現は的確ではない。

　少女はなにも見ていないからだ。

　肉眼ではおろか映像や文字ひとつすら、外部から一切の情報を得ていない。

　必要なかった。みずからの頭脳であらゆる事象を演算処理できる少女にとって、過去と現在と未来は限りなく等価値だった。

「兄様、お疲つかれさまでした」

　少女の前に、美しい高原が広がっている。

　青く緑が生おい茂しげった草原にぽつりと建つ小さなコテージで、在莉栖は古びた椅い子すに身体を預けていた。

「けれど、兄様の役割はこれからですよ。わたくしたちふたりの、愛おしき子供たちは、まだ生きていますから」

　最初の試作機であり、真の意味での原型であるアーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》。

　純じゆん粋すいに兵器としての側面を追求したアーキタイプ・オルトロス《Ⅱ》。

　ある限定的な目的のために設計したアーキタイプ・オルトロス《Ⅲ》。

　制御性の向上のために性能をデチューンしたアーキタイプ・オルトロス《Ⅳ》。

　ほかのアーキタイプを管理・監かん視しするためのアーキタイプ・オルトロス《Ｖ》。

　ほぼ最終完成系とも呼べる性能を実現するに至ったアーキタイプ・オルトロス《Ⅵ》。

　そして──

　在莉栖はふたたび目を閉じる。やがて記き憶おくのなかの、そしていま彼かの地でささやかな眠りについた兄に向けて呼びかけた。




「ねぇ、兄様。あのときの約束を覚えていますか？　兄様はわたくしを……──」




　七年と一月と二十一日後。

　運命の日は、刻々と近づいていた。








Sequel






　ドタバタと騒そう々ぞうしい足音が聞こえた。

　耐たい熱ねつマスクで顔を覆おおった真ま威い栖すが溶よう解かいした金属を型に流し込んでいると、ラボの防ぼう火か壁へきが外から爆ばく破はされた。

　風圧が真威栖の髪かみをなびかせる。

「マイスさん！　いったいここでなにしてるんですか!?」

　扉とびらの外で、アズリィが息を荒あららげて《ブレイズ・エスパーダ》を構えていた。

「なに、とは。見てのとおり鋳ちゆう造ぞうだが……」

「当然のように言わないでください！　あなた、自分が危険な戦いで命を落としかけたという自覚はあるんですか!?」

「べつに僕はたいした怪け我がもしていない」

　あれから数日。

　真威栖たちは、これまでどおりの生活に戻もどりつつあった。まだ学園のあちこちには戦せん闘とうの痕こん跡せきが残っているが、復旧作業は順調に進んでいる。

　デスペラーダとの戦闘で負傷者は大勢出たが、幸いにも死者は出ていない。

　アズリィの応おう援えん要よう請せいに駆かけつけてくれた他支部の双装騎士セイヴアーたちも、粒子領域の生命保護機能で一命を取り留めていた。それはよかったのだが──

　真威栖は依い然ぜんとして、授業や訓練をサボってラボにひきこもっていた。

　ようやく落ち着いて双装オルトロスの研究開発を続けられると思っていたのだが、やはりというかなんというか、アズリィがそれを許さなかった。

　自分を守る、と言ったあの発言はなんだったのか？

　もちろん騎士としての課程をサボる真威栖が悪いのだが、いまだに気軽にラボを爆破してくるアズリィに、真威栖は今日も大いなる疑問を抱いだくのだった。

　そのときアズリィはラボのなかの別の人ひと影かげに気づいたらしく、目を見開いた。そこにいたのは、黒くろ髪かみをおさげにした造兵学科の少女──いるかだ。

「い、いるかさん？　どうしてここに──」

「あの……真威栖くんを、怒おこらないであげて」

　どこまでも純粋ないるかの瞳ひとみに、アズリィの怒りが勢いを失う。

「し、しかしですね……！」

「あ、アズリィちゃん？　いちおう風かぜ詩うたもいるんだけど……」

　さらに部屋のすみっこに、皇すめらぎ風詩の姿もあった。ただし小こ柄がらなことに加えて、普ふ段だんは存在感がだいぶ希き薄はくだった。

「会長!?　ぜんぜん気づきませんでした……。どうして、会長までここに？」

「うぅひどぃ……。え、えっとね、みんな揃そろうのを待ってたんだよ」

「というと……」

「真威栖くんのことで、話を」

　それだけで、アズリィたちは風詩が言おうとしていることを理解した。

「ここにいるみんなにだけは、真威栖くんのことをちゃんと知ってもらったほうがいいと思ってさ」

　双装オルトロスの生みの親であり、デスペラーダを率いて世界を混こん沌とんに陥おとしいれた狗いぬ改かい在あ莉り栖す。

　その双ふた子ごの兄であり、知られざるもうひとりの双装オルトロスの開発者。

　それが、白しろ銀がね真威栖という人間を表す真実である。

「でもその前に──お礼を言わせて、真威栖くん」

「なに？」

　風詩が優しい笑みを浮うかべていた。

　だが、礼を言われるのはまったく筋すじ違ちがいではないかと思った。すべての因果のはじまりは自分にあるのだから。

「すべての発ほつ端たんは、この僕だ」

「だとしても、真威栖くんがいてくれたおかげでみんなが助かった。……デスペラーダの内通者を事前に特定できなかったのは、風詩の責任だから。本当にごめんなさい。

　そして、ありがとうね」

「あの……会長は、知っていたんですか？」

　責めるわけではなく単に不服そうな視線を向けるアズリィに、風詩があわてた。

「えとえと、し、知ってたっていうわけじゃないんだけど、なんていうかこう……雰ふん囲い気き的にあれなのかなぁとか、だよねー、みたいな……」

「ぜんぜんわかりません」

「はぅう……」

　そこでアズリィはさらに気づいたように、

「まさか、それで会長はマイスさんを双装騎士セイヴアーに……」

「う、うん。真威栖くんの今後の安全のためには、そうするのが一番かなって。で、でもね、風詩だってわからないことのほうが多いんだよ。──デスペラーダが、いるかちゃんをさらおうとしたその理由も」

　その言葉で、いるかに注目が集まった。

　だがいるか自身も困こん惑わくしたように視線をさまよわせている。

「それは、僕にもまだわからない」

　真威栖は正直に答えた。

　風詩はそれを疑うことはなかったが、

「なにか、大きな理由があるはずだよ。そうでなければ、アーキタイプ・オルトロスまで投入するはずがないもの」

「在莉栖と同じ……」

　ふと真威栖はつぶやいた。

「え？」

「ザランが言っていた。いるかは、在莉栖と同じ存在だと」

「それって、どういう……」

　真意はわからない。

　だが仮に在莉栖といるかになんらかの共通点があるのだとしたら、在莉栖は自分と同じその存在を集めようとしているのかもしれない。

　なにかの目的のために。

「あの……マイスさん」

　ふと、アズリィが静かに尋たずねた。

　どこか聞くのをためらっているような様子だったので、真威栖はそれを促うながした。

「なんだ？」

「その……妹さんは、どんな方だったんですか？」

　その質問に、真威栖の頰ほおはこわばった。

　アズリィが真しん剣けんな眼差しで、真威栖を見つめている。

　彼女だけでなく、全員が自分の言葉に注目しているのがわかった。

　すこしの緊きん張ちようと大きな罪悪感を感じながら、真威栖はあえぐように答えをつむいだ。

「在莉栖は、僕など及およびもつかない異次元の天才だ」

　だれよりもはっきりと理解していた。

　在莉栖に比べれば、自分はすこし小こ賢ざかしい程度の人間。

　自分は、妹には遠く及ばない。

　それでも──

「異次元の天才、か……」

　風詩が深く思案するようにつぶやく。

「まあなんにせよ、ふたりは重要な人材だよ。このことがなくったってね。とりあえず、アズリィちゃんにはふたりの護衛をお願いしたいかな」

「はい。任せてください」

　アズリィが力強く答える。

「あっ……でも、あれかなぁ？　真威栖くんといるかちゃんが離はなれてると不安だね……。

　なにかもっと効率のいい……あ、たとえば、寮りようの部屋を一いつ緒しよにしてみるとか」

　風詩の突とつ飛ぴな発言に、時間が止まった。

　全員がぽかんとした。

「そ、そんなのぜったいダメです!!」

　まっさきに嚙かみ付いたのは、アズリィだった。

「ど、どうして？」

「それは……！　ふ、風紀が、乱れるので……」

「僕はべつに乱さないぞ」

「わ、わたしは乱されてもいいけど……」

「いいえ信用できません！　って、いるかさん!?　いまなんて言いました!?」

　アズリィが烈れつ火かのごとく怒り出す。

　だが風詩はそれを面白そうに眺ながめているだけだった。




　＊




　夕方、アズリィはまた真威栖のラボを訪れていた。

　いつの間にか奥に増築された狭せまい個室から、なにやら水音がした。また怪あやしげな機器でも動かしているのかもしれない。

　作業台の上には、外装をはずされた分解途と中ちゆうの《菊十文字ガーベラ・クロス》が置かれている。

「それにしても、マイスさんの双装オルトロスには驚おどろかされました」

「ふっ、そうだろう。僕のウサギ小屋も馬ば鹿かにはできないということだ」

　真威栖が露ろ骨こつに嫌いや味みったらしく言ってきたので、アズリィは言い返すことはせず、小さく嘆たん息そくした。

「わかりました。これからはできるだけ爆破しないようにします。

　ですが！　マイスさんはいまは双装騎士セイヴアーなんですから、ちゃんと訓練には出てくださいね。いくらアーキタイプを倒たおせたからといって──」

「倒せていないぞ」

「え？」

　真威栖のその言葉に、アズリィはきょとんとした。

「まさか、きみは僕たちが勝ったと思っているのか？」

「え、それは……」

「あのとき、本当に危なかったのは僕たちのほうだ。僕の《菊十文字ガーベラ・クロス》はアサルトの性能がきわめて劣れつ化かしているし、きみの《ブレイズ・エスパーダ》も停止寸前だった。あのあと、ザランに戦いを挑いどまれていたら、僕たちは負けていただろうな」

　あまりに淡たん々たんと説明され、アズリィはひどくうろたえた。

「で、でも向こうもあと一分持たないと……」

「あれは噓うそだ」

「うっ……!?」

「ときには、ハッタリも必要だろう」

　あまりにけろりした真威栖に、アズリィが啞あ然ぜんとしている。

　だが実際のところ、真威栖も驚きよう愕がくしたのだ。

《菊十文字ガーベラ・クロス》の特とく殊しゆシュラウドエフェクト『双装破砕オルトロス・ブレイカー』──あれを受けてなお、アーキタイプ・オルトロス《Ⅳ》は、まだ動いていた。

　事前のシミュレーションでは、完全な駆く動どう停止に追い込めるはずの計算だった。

　だがアーキタイプはその予想を超こえた。

　それはつまり、在莉栖が真威栖の上を行っているということにほかならない。

　苦い敗北感が残っていた。

「それに、アーキタイプ・オルトロスはまだほかにも……全部で六機存在している。すべてがいまも現存していればの話だが」

「あれだけのものが、六機も……」

　アズリィが絶望的につぶやいた。

　もし、そのすべてを在莉栖が保有しているとなれば、正直なところ真威栖たちに勝ち目はない。それこそいまこの瞬しゆん間かんにも世界が転てん覆ぷくさせられても不思議はないのだ。

　だがそうしないのは、在莉栖に目的があるからか。

　あるいは、なにか別の勢力が絡からんでいるのか──

「それでは、私たちの力は及ばなかったんですね……」

「そんなことはない」

　うつむくアズリィに、真威栖は言った。

「きみがいるかを……それと、僕を救ってくれた。それは紛まぎれもない事実だ。

　──きみと出会えてよかった」

　真威栖が本音で答えると、アズリィが驚いたように目をまたたかせた。

　やがて、その頰が急速に紅潮する。

「ま……マイスさん。あ、あのときの言葉ですが、その……」

　アズリィがごにょごにょとつぶやく。

「？　なんのことだ」

「その……せ、責任を、と、とってくれるという……」

「ああ」

「その……、あああのマイスさんの言葉に対する私からの、さ、ささやかなお返事というかお礼というかなんというか……」

　アズリィはなぜか真威栖から目をそらし、かつて見たことがないほどしどろもどろになりながら、必死になにか言おうとしている。

　その様子が気の毒で、真威栖はアズリィの意図を汲くみ取ろうとした。

「よくわからないが……つまり、アズリィが僕になにかをくれるということか？」

「…………[image: Д][image: а]ダー」

　こくり、とアズリィがうなずいた。

　真威栖はまず、以前の《四よん零ぜろ式》のような新型双装オルトロスを期待した。

　いや、あるいは新品の対反応動力核ツインエンジンや、ロールアウトされたばかりの量子電脳クアンタムブレインかもしれない。でなければ最新の複合素材とか、工具やネジなどの備品か。

　いずれにしても、真威栖にとっては喜ばしい代物だ。

「なのでっ！　…………目を、つむっていてください」

「なに？」

「もし途中で目を開けたりしたら、屋上ごと爆ばく砕さいします」

　底冷えする声で、アズリィは世にも恐おそろしい脅きよう迫はくを口にする。

　ごくり、と真威栖はつばを飲み込んだ。

　そこまで言われれば黙だまって従うほかない。

　おとなしく目を閉じ、しばらくのあいだ恐きよう怖ふに耐たえながら待っていると、




　ちゅっ──




　唇くちびるに、濡ぬれた感かん触しよくが押し当てられた。

　────？？？

　それは、これまで真威栖が経験したもののなかで、一番長く、一番優やさしく、

　そして一番温もりを感じた。

　目を開けた。

　吐と息いきがかかるほどの距きよ離りで、アズリィが苦しそうなほど顔を真っ赤に染めていた。

「たっ……たいしたことないんですよね……？」

「……なに……？」

　度ど肝ぎもを抜ぬかれ、さすがの真威栖も呆ほうけた。

「マイスさんにはこれくらい……いるかさんも、それにあの人まで……だから、私だっていいじゃないですか……」

　言葉の最後は弱々しく消え入る。

「あ、アズリィ……」

　真威栖がぼんやりと名前を口にすると、今度はアズリィが自分から目を閉じた。

　それがなにを意味するのか、いくら鈍にぶい真威栖でもわかった。

　次は真威栖から。

　それを彼女が望んでいるのだと。

　ただ同時に、なにかとてつもなく重大なことを忘れている気がした。
















「…………[image: Д][image: а]ダー……」

　細い肩かたを抱だいた。

　震ふるえていた。

　それが彼女の身体からだのほうなのか、自分の手のほうなのかもわからないまま。

　そんなときだった。

「真威栖くん、シャワーありがとう」

　奥の個室から、バスタオルを身体に巻いただけのいるかが現れた。

「うおおおおおおおっ!?」

　真威栖は吐と血けつした。

　アズリィもぶったまげた。

　非常に重大な──そして致ち命めい的てきなことを、真威栖はその段になって思い出した。

「な、なな……!?　い、いるかさん!?　その格好は……!?」

「こっ、これはちがうぞ!?　僕がさきほどラボに設営した簡易シャワールームを、いるかに貸しただけなのだ！　先日の襲しゆう撃げきで寮の設備はまだ復旧中で、いるかが使えずに困っていたようなので……そ、そうだろう？」

　真威栖は同意と助け舟ぶねを、いるかに求めた。

　しかしいるかはそれには答えず、

「えっと……ふたりの会話、途中からぜんぶ聞こえてたんだけど……」

「ぬぁっ……!?」

　湯上がりで頰ほおを染めたいるかが、しっとりと微笑んだ。

　それは普ふ段だんの女神のような彼女の笑みとは、どこかちがった。

　目に生気が宿っていない。

「どういうことかな……真威栖くん。どういうことかなどういうことかなどういうどういうどういう」

「い、いるか？　すこし落ち着くんだ」

「マイスさん……あなたという人は……!!」

「アズリィ、いるか。これはその……」

　なんだこの状じよう況きようは？

　なぜ自分はここまで追い詰つめられている？

　瞳ひとみに怒いかりを燃やしたアズリィが、ゆっくりと《ブレイズ・エスパーダ》に手をかける。

　もうこうなると次の展開はだいたい予想がつく。




　今日も真威栖は、ラボが爆ばく破はされることを覚かく悟ごするのだった。
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　とにかく魅み力りよく的な主人公が書きたい。

　というのは、物語を創る上で常に抱いだいている願望だったりします。

　自分が昔、ライトノベルにハマりはじめた頃ころに出会った主人公たちは、とても魅力的でした。同時に彼らは問題児でもありました。非常識だったり、暴力的だったり、女好きだったり、男か女かわからなかったり、自分が助けようと思った相手は命がけで助けるけど憎にくいやつが死んでも眉まゆひとつ動かさなかったり。そういう良くも悪くも尖とがった主人公たちを好きになったのは、たぶん憧あこがれに近いものがあったのだと思います。

　しかし自分で作品を書くようになってから、なかなかそういった主人公を書けずにいました。それはやはり作品上の優先度（奇き抜ばつな性格のヒロインを目立たせたい場合、主人公は常識人ポジになる等）があったり、またライトノベルの場合は自己投とう影えいしやすい主人公が求められやすいといった理由もあるかと思います。そういった制約がありつつも、今回はわりと冒ぼう険けん的な挑ちよう戦せんをしています。それが、真ま威い栖すという主人公です。

　本作の主人公である真威栖はだいぶ変なやつです。偏へん屈くつで、偉えらそうで、マニアックで、大だい胆たん不敵で、やたらラボにひきこもり、そして白衣に妙みようなこだわりを持つというバトル系ライトノベル作品では珍めずらしいタイプではないでしょうか。一方で、真威栖は色々なしがらみを背負った主人公でもあります。ある面においてはそれこそ論外級の存在ですが、ある面においては無力です。そんな真威栖が今後どんな出会いを経て、どう変わり、なにを決断しなければならなくなるのか──それは、これから続く物語です。

　それでは、ここからは謝辞を。

　イラスト担当のさえき北都様、モノクロな作品世界に華はなやかな色しき彩さいを与あたえてくださりありがとうございます！（真威栖風に言えば「相対性理論並みに素晴らしい」です！）

　担当編集様、ファンタジア文庫内の編集様方、原げん稿こうの完成まで何度もご指導いただき誠にありがとうございました。またデザインや校正、製版や印刷など本の完成まで携たずさわっていただいた方々、この本を取り扱あつかってくださる書店員様にも感謝を。なにより、この本を手に取ってくださった読者の皆みな様さまに最上級の感謝をささげます。

　それでは、この作品と真威栖にすこしでも魅力を感じてもらえることを願って。
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来生直紀

●きすぎなおき



第24回後期ファンタジア大賞〈銀賞〉を受賞しデビュー。宮城県出身の東京都在住。本作にて３シリーズ目。今回はガチの新作です。

なにがガチかというと……とにかくガチです。因みに本作に登場する『双装』という武器は、学生の頃に初めて書いた小説に登場していたものが元ネタになっていたりします。いわゆる黒歴史的なアレです。今見ると恥ずかしさのあまり「だれか……だれか僕を射殺してくれ……!!」と叫ばずにはいられない代物ですが、それが時を経てこうして一部でも本として形になるのは、なんだか夢のある話なんではないかなーと思います。
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